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所管課

Ⅰ．履行確認・評価

１．維持管理業務

⑴　業務実施体制

指定管理者 委託業者

3-1　業務実施体制

○

3-1-（1）　緊急連絡体制

○

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

 緊急事態発生の際は「首里城
公園防災計画（消防計画含
む）」に基づき現場の状況や
情報を集約・共有し、公園管
理センターの指揮のもとお客
様誘導や施設対策を迅速に実
施した。
 危機管理体制として、大雨、
雷、強風など毎日気象情報を
確認し、公園施設への被害発
生が予測される場合は警戒レ
ベルに合わせて注意体制や警
戒体制により園内の安全点検
を行った。
 夜間・早朝時の警備員・監視
員の配置については、自衛消
防業務講習修了者を自衛消防
隊長代行として奉神門管理事
務室に配置し、その他防火管
理者や訓練経験豊富な警備
員、監視員を適材適所に配置
した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

指定管理者

施設名称 対象年度 令和6年度
沖縄県国営沖縄県記念公園内施設（首里城地区内施

設）

土木建築部
都市公園課

一般財団法人沖縄美ら島財団
指定期間：令和５年２月～令和８年３月

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

ア 管理センターを中心と
した連携体制
　緊急事態が発生した場
合は、現場の状況や情報
を集約・共有し、公園管
理センターの指揮のもと
お客様誘導や施設対策を
迅速に実施する。夜間早
朝等は防火・防災に関す
る有資格者や訓練を積ん
だ警備員・監視員を配置
する。公園施設への被害
発生が予測される場合は
あらかじめ設定した警戒
レベル毎の動員体制に基
づき非常参集等により対
応する。

・月報、管理日
誌、ヒアリング
等により確認し
た。

・月報、管理日
誌、ヒアリング
等により確認し
た。

　日常管理業務に加え、
施設利用者の案内や苦
情・要望、迷子、盗難、
拾得物・遺失物、事故、
災害等非常時における緊
急対応が適切に行われる
よう、業務実施体制図
（別紙1）により一元的な
管理体制を構築する。

　公園の管理運営にあたり、
日常の管理運営業務、事故・
災害等の非常時の緊急対応が
適切に行われるよう、一元的
な管理体制の元、以下の通り
に取り組み、安全・安心、快
適な公園環境の管理に努め
た。
お客様の声：2,155 件（要望
1,218 件、褒め937 件）、迷
子・迷い人：3 人（同伴者合
流確認済）、拾得物：1,622
件、遺失物：267 件
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○

○

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・関係機関への
連絡漏れが生じ
ないよう留意す
る必要がある。

ウ 防災センター機能の役
割分担を踏まえた体制
　奉神門管理事務室、首
里杜館（防災セン
ター）、公園管理セン
ター、工事警備室の4つの
機能に応じ、昼間や夜間
の人員や役割の違いを踏
まえ、連携して対応す
る。

 緊急事態に備え、毎月の火災
部分訓練（夜間・昼間）にお
いて、指揮命令・初期消火・
避難誘導・情報収集等が迅速
且つ的確に行うことが出来る
ように奉神門管理事務室、首
里杜館（防災センター）、公
園管理センター、工事警備室
が連携した訓練を実施した。
 また、訓練前には防災セン
ター機能を持つ4 つの代表者
を集め合同事前シミュレー
ションや図上訓練を実施し、
コミュニケーションを図りな
がら課題等の改善に努めた。
 なお、連携体制強化のため、
工事警備室も含め、無線は平
時より共通の回線を使用し、
情報共有や情報伝達を図っ
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・緊急時に速や
かな避難誘導や
立入制限などの
対応ができてい
る。

イ 緊急事態等発生時の対
応
 総括責任者を本部長とす
る災害対策本部を設置
し、迅速かつ的確に情報
を伝達し、お客様の安全
確保、避難誘導等を行
う。

・月報、管理日
誌、ヒアリング
等により確認し
た。

・月報、管理日
誌、ヒアリング
等により確認し
た。

首里城公園で異常気象等によ
る自然災害やテロ等の人為災
害、その他の災害及び事件・
事故等が予測される場合に
は、「首里城公園防災計画
（消防計画含む）」に基づき
災害対策本部を設置し、利用
者の安全を確保するため適切
で迅速な対応を行った。
・4/3 津波警報発令による災
害対策本部の設置
・5/27 北朝鮮ミサイル発射に
よる災害対策本部の設置
・7/1 上の毛公園小火発生に
よる災害対策本部の設置
・9/12 台風13 号接近による
災害対策本部の設置
・9/17 台風14 号接近による
災害対策本部の設置
・11/11 首里城公園管理セン
ター増築工事不発弾出土によ
る災害対策本部の設置
・2/16 首里城公園管理セン
ター周辺不審物発生による災
害対策本部の設置
・2/19 円覚寺周辺重機傾倒事
故発生による災害対策本部の
設置
・3/3 西のアザナ展望台付近
手りゅう弾らしきもの発見に
よる災害対策本部の設置

－2－
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○

3-1-（２）関連法令に基づく有資格者の配置

○

3-1-（３）専門知識、経験を有する資格者等の配置

○

 施設の安全管理、円滑な
業務遂行のため、関連法
令にもとづく有資格者を
適切に配置する。

　関係法令に基づく有資格者
として、防火責任者、第１・
２種消防設備点検資格者、電
気主任技術者、貯水槽清掃監
督者、食品衛生責任者の他、
消防設備士・電気工事士等を
配置した。

・有資格者リス
ト、ヒアリング
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

・良好に実施で
きている。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

 施設を安全快適に利用で
きるよう関係法令等にも
とづく有資格者の配置に
加え、仕様書第13条3項に
従い、専門知識、経験を
有する資格者を適切に配
置する。

建築士（2 級以上） １人
建築設備検査員 1 人（２級建
築士が兼ねている）
学芸員（民俗学・歴史学・美
術工芸・古典文学等に精通し
た者） 12 人
（独）東京文化財研究所博物
館・美術館等保存担当学芸員
研修受講者 3 人
文化庁主催 企画・展示セミ
ナー受講者 1人
食品衛生責任者 7 人
公園管理運営士 3 人
造園施工管理技士（2 級以
上） 2 人
サービス介助士 28 人
サービス接遇実務検定取得者
（2 級以上） 35 人
衛生管理者（1 種もしくは2
種）7 人
看護師 3 人
応急手当普及員 8 人
普通救命講習修了者 35 人

・有資格者リス
ト、ヒアリング
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

エ 救護室の設置
 救護室を設け、体調不良
者や軽微な怪我等に対処
する。救護室で対応出来
ない事故等については、
近隣の医療機関及び消防
署と連絡を密にし、対処
する。

　奉神門救護室にて、体調不
良者や軽傷等については看護
師による対応を実施した。
　なお、救護室での処置が困
難な事故等については、近隣
医療機関での処置等を傷病者
に紹介し、重大な症状等にお
いては消防局へ救急車を要請
し、対応について速やかに報
告する体制の構築を図った。
※救護対応件数：内科15 件、
外科27 件（救急車要請事案：
3 件、熱中症疑い1 件、転倒1
件、痙攣1 件）

・月報、管理日
誌、ヒアリング
等により確認し
た。

－3－
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3-2-（1）安全対策に関する教育・訓練等

○

○

・良好に実施で
きている。
・防災マネジメ
ントシステムの
運用により防災
専門部署による
点検を通じて、
非常時の対応が
適切に実行でき
るよう防災防火
の体制強化が図
られている。

イ 首里城公園の運営にか
かわる全スタッフを対象
に防災教育を実施するほ
か、委託先の安全意識向
上の
ための現場安全教育を実
施する。

　首里城公園の運営に関わる
全スタッフを対象にした防災
教育および図上訓練を実施し
た。
　防災教育については所定の
実施日に受講できなかった職
員には、後日動画視聴で受講
させフォローした。
　また、委託先の安全意識向
上のための現場安全教育を下
記の日程で実施した。

図上訓練：4/25〜5/2
防災教育：
第１回6/11、13、14、20（計
４回）
第2 回3/25、26、27、28（計4
回）
現場安全教育：4/24、7/22、
11/6、2/12

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

3-2　スタッフ教育

ア 自然災害や火災等に備
えて要領やマニュアルを
整備し、マニュアルを適
切に実行できるよう講習
会や訓練を実施する。

　組織改編に伴う体制の更
新、人事異動に伴う人名や連
絡先等の時点修正、大雨・洪
水・土砂災害対策要領の策
定、感染症対策要領の修正を
行った。
　また、県文化財エリア除外
に伴う運営上の変更点につい
て消防計画の変更を行った。
　5 月22 日、3月5 日に消防
計画変更届及び自衛消防組織
変更届を那覇市消防局中央消
防署首里出張所に提出した。

　防火（防災）管理業務が消
防計画等に基づき適切に実施
されているか、また、業務の
適合性・有効性・妥当性を確
認するため、「防火対象物点
検報告制度」に準じた防災マ
ネジメントシステム運用（査
察）を開始した。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

－4－
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○

ウ 園内で傷病者が発生し
た場合に備え、全スタッ
フが普通救命講習を計画
的に受講する。

　災害や事故等に備え、お客
様及び職員を守る知識とスキ
ル向上を目的として、事務所
スタッフを対象とした第１回
講習を6/19〜6/20、6/22 の3
日間、現場スタッフを対象と
した第２回講習を12/25〜
12/28 の3 日間で財団スタッ
フの応急手当普及員にて、応
急手当の重要性、心肺蘇生
法、AED の使用方法等の普通
救命講習会を実施した。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

－5－
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○

○

オ　訓練について、消防
からの講評や県、国、消
防との合同による防火対
策の打ち合わせ等を踏ま
え、消防計画やマニュア
ル等を適宜見直し、継続
的な改善を図る。

　毎月の訓練終了後に、県・
国・財団での検討会にて課題
抽出を行い、次回訓練以降で
課題解決を行ったほか、消防
組織の班編成をより実践に則
した班編成に変更した。
　県・国・消防・財団の４者
で10 月31 日の総合訓練に伴
う事前打ち合わせを7 月23 日
に那覇市消防局で実施した。
　また、11 月26 日には事前
打ち合わせを行った4 者で総
合訓練の振返りを行い、本年
度の課題抽出や次年度以降の
訓練実施に向けた方針を確認
した。
　令和6 年度は4 半期ごと（5
月15 日、8 月15 日、10 月18
日、2 月18 日）に那覇市消防
局首里出張所に訓練立ち合い
を依頼し、訓練について講評
をいただき訓練内容を見直し
防災意識の向上に努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。
・毎月の訓練に
参加し確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

エ 想定される緊急事態に
対して適切な対応ができ
るよう消防訓練、テロ訓
練、地震訓練などを様々
な想定で実施し、毎回振
り返りを行い、課題や改
善点を抽出し、再訓練等
により改善を図る。

　毎月の訓練（夜間・昼間・
基礎訓練）は、発災エリアや
内容を変えた様々な想定で
県・国と連携し実施した。
　また、今年度より訓練終了
後に現場における訓練参加者
の振り返りを実施し、課題点
や疑問点を立会い監督者と確
認することで防災意識やスキ
ル向上を図った。
　なお、ファシリテーターや
コントローラーおよび現示旗
は引き続き活用しスキルの向
上を図る。
　
　消防訓練：4/17、5/15、
6/27、7/18、8/15、9/25 、
10/18、10/31、11/15、
12/20、1/21、2/18、3/18 計
13 回
　地震訓練：11/29
　テロ訓練：2/5

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。
・毎月の訓練に
参加し確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・検討会を通じ
て生じた課題に
ついて、次回の
訓練で解決が図
られるように訓
練の計画を行う
など、継続的な
改善に向けた取
り組みがなされ
ている。

－6－
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○

3-2-（２）安全・安心・快適に利用できる公園づくりのための教育

○

○

ア 障がい者、子ども、高
齢者、外国人などあらゆ
るお客様が快適に過ごせ
るよう、適切な接遇・介
助についての知識と技能
を習得するための研修を
実施する。

　多様なお客様が快適に過ご
せるよう、スタッフ向けに以
下研修を実施し、スタッフの
知識と技能の向上を図った。

・現場スタッフを中心にビジ
ネスマナー、サービス接遇の
研修を11 月に実施した。
・沖縄県が主催するおきなわ
ユニバーサルツーリズムセミ
ナー（11 月・高齢者及び障が
い者の受入、1 月・障がいの
ある外国人観光客の受入）を
ＷＥＢ受講し、受け入れに関
する法令や知識を学んだ。
・沖縄総合事務局と連携した
バリアフリー教室を12 月17
日に実施した。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

イ 安全安心な店舗づくり
のため、食品衛生に関す
るスタッフ研修を実施す
る。

　安全安心な店舗づくりのた
め、外部講師による以下の講
習を実施した。アレルギー講
習（5月20日、21日）、ノロウ
イルス講習（10月22日、25
日）、食中毒と異物混入予防
講習（2月12日）。
　また9月8日に沖縄美ら海水
族館で起きたアレルギー事故
を受けて、女官居室を含め首
里城公園内で提供している飲
食物のアレルギー表示の一斉
点検を行った。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・他施設の事案
を受けて、一斉
点検を行うなど
衛生管理に対応
ができている。

・良好に実施で
きている。

カ　公園スタッフの防災
意識を高め緊急時に適切
な判断や対応ができるよ
う、防火管理者や自衛消
防業務講習など防災関係
の資格取得を推進する。

　防災対応力を向上させ、火
災等による被害を防止するた
め、各種講習を受講した。
　講習受講により修了証を取
得し、自衛消防組織の統括管
理者等や防災管理者の配置要
件として必要な資格を得た。
　※首里城公園に設置義務は
ないが、防災体制の強化とし
て任意で自衛消防組織の設置
し、講習受講者を配置してい
る
。・7/12自衛消防再講習（1
人）
・10/11自衛消防再講習（1
人）
・2/7　自衛消防新規講習（1
人）
・3/19自衛消防再講習（1人）

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。
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○

○

3-2-（３）利用サービス向上に関する教育

○

○

イ 施設管理、販売、解説
等の専門スタッフに対し
て、各業務に必要な訓練
や講習を実施し、安全管
理やサービス、展示解説
の知識・技術向上を図
る。

　毎朝のミーティングにて、
日・英・韓・中の各言語での
挨拶を練習するなど、主に接
客に必要なスキルの向上に努
めた。
　解説員をはじめ園内スタッ
フに対する財団学芸員による
研修を行い（4/23、26、
6/22、7/2、9/17、10/1、
12/5、1/20、1/22、2/17、
2/18、2/27、3/3）、研修動画
も共有しながら、琉球王国の
歴史や文化についてさらに知
識を深めるよう取り組んだ。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

・良好に実施で
きている。

ウ お客様の負傷事案箇所
を元にした危険個所マッ
プを作成し全スタッフに
共有することでお客様の
事故防止に努める。

　お客様が負傷した場所をま
とめた危険箇所マップを毎月
更新し、安全衛生委員会等を
通じて全スタッフに共有し
た。
　また、園内での足元注意喚
起の放送や声掛けを行い、事
故防止と安全確保に取り組ん
だ。

・ヒアリング等
により確認し
た。
・現地にて状況
を目視確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

エ 感染症予防と対応につ
いて、看護師による情報
提供を行うほか、新たな
知見や政府や県の対処方
針に基づきガイドライン
やマニュアル等を随時見
直し、スタッフへ適切な
情報提供を行う。
　また、感染蔓延期に
は、業務継続のための方
策を調整・対応する。

　新型コロナウイルス及び季
節性インフルエンザ等の感染
症について、看護師や産業医
による情報提供を行い、来園
者及びスタッフの感染防止に
努めた。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

ア お客様へ安全・安心・
快適な利用サービスを提
供するため、毎朝のミー
ティングで身だしなみや
接遇チェックを行うほ
か、外国語やバリアフ
リー研修などを実施し各
現場に必要な知識・技術
を身につけ、パフォーマ
ンスと利用満足度向上を
図る。

　毎日の朝礼時に、接客の基
本である挨拶・態度・身だし
なみ・言葉遣い及びスタッフ
の健康状態の確認および園内
で実施されるイベントや工事
に係る状況の変化等を共有
し、お客様の快適な利用者
サービスに努めた。
　また、安全・安心を提供す
るため荒天時の園内規制等を
無線にて情報共有を行い、速
やかに園内放送を実施する
等、適切な案内誘導を実施し
利用者満足度の向上に努め
た。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。
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○

⑵　維持修繕・保守点検

指定管理者 委託業者

4-1-（１）維持修繕・保守点検

○ ○

ウ より質の高い施設管理
を行うために、当財団の
資格取得奨励制度によ
り、積極的な資格取得を
推奨し、専門知識や技術
を持つ職員を育成する。

　資格取得奨励制度による受
検料の助成を行い、7/12 に自
衛消防再講習を受講、修了証
を取得して自衛消防組織の統
括管理者等や防災管理者の配
置要件として必要な資格を得
た。（１人）
　サービス接遇検定2級に2
人、サービス介助士に2人が合
格。また、自衛消防新規講習
（1人）、自衛消防再講習（2
人）受講した。
　受検者の勤務シフトの調整
を行い、資格取得の促進に繋
がる環境作りを図る。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

ア 運転・監視
 中央監視盤にて日々の安
全運転を確保し、適切な
点検を行う。場内混雑時
には、滞留状況を確認
し、場内を常に良好な状
況に保つよう適切な対応
を行う。
 点検記録し、大規模修繕
をとなる場合は対応が必
要である旨を県へ報告す
る。

　機器を熟知した運転監視員
を開場中は昼間2人、夜間宿直
を1人配置し、中央監視設備に
て、照明点灯や空調機等の稼
働状況を24 時間体制で確認し
安全運転を確保した。
　排水の詰まり除去や電球取
替等軽微な修繕対応を運転監
視業務にて実施した。
　日々の管理や機器点検時に
発見した不具合について100
万円以上の修繕費が予想され
る場合は、来園者への影響が
大きい修繕を優先事項とし、
取りまとめ県へ報告した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

事業計画
実施主体
(該当者に○印)

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）
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イ 建物・設備等の保守点検、維持修繕

○

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

【自主管理項目】
異常あり 直流電源設備蓄電池
交換推奨時期超過

空気調和等関連機器(1回/日)
（9回/年）（1回/6月）（1回/
年）、給排水衛生機器（1回/6
月）（1回/年）、自家用電気
工作物受変電設備（1回/日）
（1 回/7日）（1回/月）（1回
/年）、直流電源装置（1回/6
月）（1回/年）、ダクト・配
管（1回/6月）（1回/年）、自
動ドア設備（1回/3月）、避雷
設備（1回/年）、冷熱源機器
（2 回/年）（6回/年）（1回/
月）、散水栓設備（1回/6
月）、映像・音響設備（1回/
年）、防犯カメラ設備（1回/
日）、マンホール（1回/6
月）、中央監視設備（1回/6
月）、警戒監視設備（1回/
年）、構内電話交換設備（1
回/6月）、車椅子設備（1回/
月）、シャッター設備（1回/
年）、機械警備（常時）

　法定点検に加え、独自の
「点検マニュアル」により毎
日巡視・点検を実施記録し
た。
　点検等で発見した不具合箇
所は点検結果報告書に記載し
月次報告にて報告した他、工
程会議等で状況確認を行い修
繕について委託先と協議し日
常管理状況確認を行った。
　また、日々の管理や機器点
検等発見した不具合について
未処理一覧表を更新し大規模
な修繕が必要となる事案につ
いては、修繕要望の資料を作
成し県へ報告した。
【法令等に基づく管理項目 】
異常なし
消防設備機器点検（1回/6月）
総合点検（1回/年）、消防訓
練（1回/年）、簡易専用水道
検査（1回/年）、飲料水残留
塩素測定（1回/7日）、飲料水
水質検査（1回/6月）、空気環
境測定（1回/2月）、給排水衛
生器具（排水設備の掃除）（1
回/6 月）、自家用電気工作物
（受変電設備）（1回/年）、
受水タンク（清掃）（1回/
年）

○

（ア）独自マニュアルに
よる適切な点検
 本施設の保守点検は、法
令に定める標準設備の点
検マニュアルに加え、独
自の「点検マニュアル」
により、巡視・点検を遅
滞なく正確に実施し、点
検結果を記録し、大規模
修繕となる場合は対応が
必要である旨を県へ報告
する。

・良好に実施で
きている。
・不具合が生じ
た場合には仮復
旧や巡視などに
より対応ができ
ている。
・修繕につい
て、早期に復旧
できるよう取り
組む必要があ
る。
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【不具合修繕】
建具等建付不良箇所の調整、
衛生器具の排水つまり直し、
映像モニター接続箇所の接触
不良調整、送風機の支持金物
緩みによる異音・振動の調
整、照明器具点灯不良箇所の
整備を実施
＜雷被害＞令和6年6月12日に
発生した落雷被害について下
記のとおり復旧作業を行っ
た。
①中央監視装置基盤不良
（10/1 発注、12/9修繕実施、
12/16検収）
メイン基板のシステムコア
サーバー不良により通信不具
合の発生ため基盤取替を実施
②消防設備火災受信機盤基盤
取替（11/11発注、2/28修繕実
施、3/18検収）
二階御殿ポンプ室内に設置し
ている屋内消火栓始動器の不
具合により火災受信機盤へ異
常信号を送る不具合の発生の
ため、始動器の取替を実施

③EV警報盤基盤取替 （10/10
発注、11/12修繕実施、11/20
検査）
素屋根見学エリアのEV警報盤
不良に伴う異常ランプ点灯の
不具合のため基板取替を実施
④防犯カメラ修繕（11/20発
注、1/15、2/6〜10、3/19修繕
実施、3/31検収）
防犯カメラ機能不良機器は6台
故障し、6/26までに1 台は復
旧、2台は仮復旧し2/6〜10に5
台修繕実施、3/19に残り1台を
復旧し全カメラの修繕完了
【ライトアップ設備保全】
随時実施
【台風13 号、接近に伴う対
策・復旧作業】
9 月10日〜12日に台風対策を
実施した。
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○ ○

○ ○

○ ○

○

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

（イ）復元建築物の詳細
な点検・劣化調査
 復元建築物については、
「国営沖縄記念公園首里
城地区建設の記録【平成
の復元】（平成6年３
月）」に基づいて独自の
点検項目を設定し、詳細
な点検を行う。
 外壁や柱については、目
視点検を行うほか、屋根
漆喰や外壁等はドローン
等を用いて劣化部分を点
検する。
 点検で異常が発見された
場合は、高度な劣化調査
を行い、大規模修繕とな
る場合は対応が必要であ
る旨県へ報告する。

（ウ）電気設備・衛生設
備・消防設備等
 電気事業法、消防法等の
関連法令や建築保全業務
共通仕様書を基にした保
守点検を行い、共通仕様
書に記載されていない機
器は、独自の点検基準に
て点検を行う。

　電気事業法、消防法等の関
連法令や建築保全業務共通仕
様書を基にした保守点検を行
い、共通仕様書に記載されて
いない機器は、前述の共通仕
様書の類似機器を参考に、現
場の使用環境に即した財団独
自作成の点検基準に基づいて
点検を行った。
　点検結果については、同項
（ア）独自マニュアルによる
適切な点検を参照。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

　消防計画の変更を5月22日お
よび3月5日に届出し那覇市消
防局中央消防署首里出張所に
受理された。
　首里城専属の電気主任技術
者を継続して配置した。
　施設の形状変更は特にな
し。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

　点検記録をもとに管理台帳
を作成し、必要に応じて追加
修正を行った。
　点検の記録仕様書にもとづ
き5年間保管している。

・点検記録、ヒ
アリング等によ
り確認した。

・良好に実施で
きている。

　復元建築物について目視に
て毎月点検を実施した。点検
内容は復元建築物の内外壁・
柱・屋根・門等で、亀裂・割
れ・カビ等による汚れ・腐
朽・漆塗り劣化状況等につい
て目視並びに写真記録により
月次定期点検報告を記録保管
した。
　ドローンによる点検は、特
定飛行のため関係機関に許可
申請を行い4 月から実施し
た。（4/12、5/10、6/24、
7/21、9/2、10/7、11/11、
11/25、11/29、12/9、1/17、
2/14、3/10）※8月は飛行予定
日が天候不良の為見送り。
　空撮を実施し屋根漆喰や外
壁の劣化状況を確認し、県へ
報告した。

・点検記録、ヒ
アリング等によ
り確認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・引き続き点検
を通じて施設の
状況把握に努
め、関係機関と
連携し修繕を進
めていく必要が
ある。

エ その他
　消防法にもとづき、消
防計画書等を届出し、防
火管理者を配置するほ
か、電気事業法にもとづ
き、国・県が策定する電
気保安規程の作成に協力
する。また、電気主任技
術者を配置する。
　維持管理上必要となる
施設の形状変更を行う場
合は、事前に県へ届出・
承諾を得る。

ウ 点検記録の作成保管
 点検記録をもとに管理台
帳を作成し、必要に応じ
て追加修正を行う。点検
の記録仕様書に基づき5年
間保管する。
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⑶　清掃

指定管理者 委託業者

4-1-（２）清掃

　常に清潔を保ち、快適
な環境を保持するため、
建物清掃（建築物ねずみ
昆虫等防除作業等の法令
作業含む）及び植栽地等
清掃は、別途、年度毎に
定める「年間清掃実施計
画（建物、植栽地）」に
基づき実施する。
　実施にあたっては、利
用頻度等を考慮し、運営
上必要な臨時清掃や特別
清掃を行う。

事業計画
（事業報告書） （現地確認）

【臨時清掃】実施にあたって
は、利用頻度等を考慮し下記
の項目について追加清掃を
行った。
・奉神門北側男女トイレ・救
護室トイレ内の消臭芳香器、
奉神門北側男トイレ小便器洗
浄器の薬液の取替（1 回/2
月：5/21、7/17、9/17、
11/19、1/17、3/17）
・産業廃棄物置場の清掃
（5/23、6/26）、復興展示室
壁面・天井等の特別清掃
（10/7、10/13）、
・害虫生息調査（１回/2 月：
5/23、5/30、7/19、7/26、
9/19、9/27、11/15、11/22、
1/23、1/30、3/4、3/13）
・全建物を対象に害虫薬剤散
布（6/27、12/24）

整合性の検証 現状分析・課題

建物清掃（建築物ねずみ昆虫
等防除作業等の法令作業含
む）及び植栽地等清掃は、年
間清掃実施計画（建物、植栽
地）及び実施工程表にもとづ
き実施した。実施は下記のと
おり。
【日常清掃】床の日常清掃（1
回/日）、床以外の日常清掃
（1 回/日）、
【定期清掃】床の定期清掃（1
回/月、1 回/2 月）、ガラス
の定期清掃（1 回/月）、園
路・植栽地等清掃（1 回/日）

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・利用頻度や利
用者の声を考慮
し、臨時清掃を
行うなど、適切
に対応されてい
る。

【その他】
・ シロアリ防除作業につい
て、第1回は淑順門・美福門の
内部床と外周土壌の薬剤散布
（6/28）を実施。第2回は世誇
殿・女官居室・奉神門・広福
門・美福門・淑順門の外周土
壌の薬剤散布（10/25）を実
施。第3回は世誇殿・女官居
室・奉神門・広福門・美福
門・淑順門の外周土壌の薬剤
散布（2/7）を実施。また、広
福門小屋裏・世誇殿・美福
門・淑順門について楔の緩み
直し（10/25）を実施した。
・素屋根見学エリアの床、ガ
ラス、エレベーター等の清掃
（1 回/日）を4月1日から3月
31日まで実施した。
・素屋根見学スペース階段等
の清掃（1 回/日）を9月4日か
ら3 月31 日まで追加で実施し
た。

○ ○

実施内容
実施主体

(該当者に○印)
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⑷　植物管理業務

指定管理者 委託業者

4-1-（３）植物管理業務

・良好に実施で
きている。
・病害虫のなど
の対策について
は、引き続き点
検・駆除等の対
応を実施する必
要がある。

○

（事業報告書）

実施内容

【巡回管理】
芝生、樹木、地被類等の生育
状況の巡回点検を行い（1 回/
日）、不具合を発見した際は
早期対応（露岩人力除草、芝
生除草、地被類の枯葉除去、
害虫捕殺等）を適宜実施し
た。

【庭園管理（適宜）】
巡回点検（1 回/日）を行い、
露岩人力除草や芝生除草、古
葉や枯葉除草、ソテツの剪
定、病虫害防除等を適宜実施
した。
台風通過後には塩害を防ぐた
め、潅水による除塩を行っ
た。

○ ○

整合性の検証

・良好に実施で
きている。

【芝生地管理】
芝生の美観維持のため適切な
時期に芝刈および除草を適宜
実施した。

（現地確認）

　本業務の年間管理運営計画
業務については、別途、年度
毎に「年間施設維持管理運営
計画(植物管理)」を策定し、
植栽木の巡回点検を行った。
　枯れ枝や危険木等は発生し
なかった。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

実施主体
(該当者に○印)

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

現状分析・課題

ア　植栽管理計画
　本業務の年間管理運営
計画業務については、別
途、年度毎に「年間施設
維持管理運営計画(植物管
理)」を策定し、お客様に
怪我等がないよう巡回点
検を行い、枯枝や危険木
等を発見した場合は迅速
かつ適切に対応を実施す
る。

【樹木管理】
中低木の刈込や御内原や庭園
の樹木に油粕の施肥を行っ
た。軽微な剪定や施肥、病虫
害防除作業（クロマダラソテ
ツシジミの捕獲）等は巡回管
理において適宜実施した。
また、台風通過後には塩害を
防ぐため、潅水による除塩を
行った。

書院・鎖之間庭園について
は、国指定名勝として鑑賞さ
れる庭園として歴史的風致に
配慮し適切に管理した。
奥書院庭園の管理についても
同様に実施した。

○

イ　書院・鎖之間及び奥
書院庭園の管理
　国指定名勝に指定され
ている書院・鎖之間庭園
については、当財団が史
実を調査して作成した資
料「首里城公園書院・鎖
之間庭園の維持管理につ
いて」に基づく管理や補
植植物の確保等を行う。
　また、庭園に相応しい
観賞価値の高い植物展示
を行うため、適宜に古葉
や枯葉除去を行う。
　ソテツ等植栽について
は、特性に合わせた剪定
方法により自然樹形に仕
立てる。

事業計画
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○ ○

○ ○

　展示する盆栽鉢について、
潅水（3 回/日）、施肥（2 回
/週）、病害虫防除（1 回/
週）、剪定等（適宜）を実施
した。
　尚、健全な株、樹種・樹形
の異なる株を常に展示できる
よう、鉢の入替作業（1 回/
週）を行った。
　また、盆栽についての多言
語の解説板の設置を行い、満
足度向上を図った。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

エ 菊畑の管理
　御内原区域の菊畑にお
いて、往時栽培されてい
た菊畑の再現を実施す
る。
　管理については、適宜
灌水、施肥、植え替え、
除草等を適切に行う。

　雑草除草、花殻
はながら

摘み、施肥
せひ

を実施。軽微な剪定や潅水は

巡回管理において適宜実施し

た。

　台風通過後には塩害を防ぐ

ため、潅水による除塩を行っ

た。

11月には苗の補植、1月には全

面植替えを行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

・良好に実施で
きている。
・復元工事の進
捗にあわせて、
展示場所や解説
パネルの変更を
検証する必要が
ある。

ウ 盆栽の管理
　書院・鎖之間庭園の復
興の際に展示できるよう
引き続き盆栽の管理を実
施する。
　国指定名勝である書
院・鎖之間庭園に展示さ
れていた盆栽を城郭内で
引き続き展示するため、
樹種や樹形の異なる鉢を
複数所有し管理・展示す
ることで、来園者の満足
度向上を図る。
　管理については、適宜
の展示入替え、灌水、施
肥、鉢替え、剪定、針金
掛け、病虫害防除等を適
切に行う。
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⑸　 安全衛生管理業務

指定管理者 委託業者

4-2-（１）安全衛生管理計画等に基づく対応

4-2-（２）事故・災害の防止、災害時の対応

○

安全衛生管理計画書にもとづ
き管理点検を実施し、月報と
して提出し施設の安全衛生管
理や、商品管理、衛生管理を
行った。
・従事者身だしなみ健康
チェック（1回/日）
・賞味期限在庫チェック（１
回/日）
・冷蔵庫・冷凍庫温度管理（1
回/日）※11月20日以降機器撤
去により実施無し。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

・良好に実施で
きている。

施設設備清掃植物の管理点検
等については、（2）施設維持
管理業務4-1-（１）維持修
繕・保守点検に記載。
事件・事故又は自然災害が発
生する場合に他の公園管理者
と一体となった多角的な対応
が円滑に実施できるよう、
様々な訓練等を実施し非常時
対応等体制の確認を行った。
また24 時間体制で防犯・防災
に取り組み、昼間においては
一斉無線による情報共有、夜
間においては担当者への連絡
を適宜行った。

○ ○

事業計画

実施主体
(該当者に○印)

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

　本施設の安全衛生管理
に係る事項を整理した
「安全衛生管理計画（別
紙3）」に基づき対応す
る。
　事件・事故又は自然災
害が発生する場合に他の
公園管理者と一体となっ
た多角的な対応が円滑に
実施できるよう、非常時
対応等の体制の整備や訓
練等を行い、２4時間体制
で防犯・防災に取り組
む。

ア　事故・災害防止
（ア）事故の予防や防
火・防災の体制
ａ 事故、災害等の緊急時
には各現場の状況や情報
等を公園管理センターに
迅速に集約・共有し、適
切に対応する。
　また、当財団内の防災
危機管理専門部署による
課題点の抽出と改善を行
う。

実施内容
整合性の検証 現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

　火災及び緊急事態を想定し
た訓練を県・国と連携し毎月
実施した。
　昼間想定では、各現場の状
況や情報を管理センターに集
約し関係各所へ情報共有を行
うとともに、拡声器や多言語
ボードを用いてインバウンド
客を想定した避難誘導を行っ
た。
　夜間想定は、自衛消防業務
を受講した自衛消防隊長代行
及び警備員・監視員を配置し
対応した。訓練終了後は、
県・国・財団で振り返りを実
施し課題抽出を行い、次回訓
練で課題解決を図った。
　また、日常管理において
は、日々の気象情報を確認し
規制等を行い、災害発生に備
えた。
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○ ○

○

○

○

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

b　高圧受変電設備を一元
管理し、異常の早期発
見、原因究明など電気事
故等を未然に防ぐ取り組
みを推進する。

d　県や国、消防・警察、
外部有識者等の第三者の
目線で首里城公園の防火
防災に関する取り組みを
チェックし、それを踏ま
えて課題発見と改善に取
り組む仕組みを構築す
る。

e　国工事エリアの工事警
備室と連携し、国工事エ
リアを含む首里城公園全
体での防災体制を維持す
る取り組みを推進する。

　奉神門管理事務室、首里杜
館（防災センター）、公園管
理センター、工事警備室の４
か所の管理室と国工事エリア
を含む首里城公園全体での
様々なリスクを想定した訓練
を県・国と連携し実施したほ
か、工事エリアの工事従事者
の訓練も国と協働で実施し
た。

　令和5年度に自衛消防隊を編
成し、その活動を消防計画に
明記した。毎月の訓練では、
初期消火、避難誘導、通報連
絡、安全防護、広報活動など
多岐にわたる訓練を実施し、
組織全体の防災対応力の強化
を図った。

　県・国・消防・財団の４者
で10月31日の総合訓練に伴う
事前打ち合わせを7月23日に那
覇市消防局で実施した。
　令和6年度当初に消防訓練計
画書を那覇市消防局警防課へ
提出し四半期毎に訓練の立合
を依頼し、上半期は5月15日、
8 月15日に実施した。下半期
は10 月18日と2月18日に消防
の訓練立合を実施した。
　また、沖縄県警及び那覇警
察署には2月5日のテロ訓練に
て立会を実施した。
　専門的な第三者の目線で取
り組みを確認していだき課題
発見と改善に努めている。

　高圧受変電設備を中央監視
システムにて一元管理した。

c　火災や地震等の災害時
に初動対応や応急対策を
円滑に行い、お客様の安
全を確保することを目的
に、より防災対応力を強
化した自衛消防組織を編
成する。
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○

○

　テロ訓練は、沖縄県警本部
機動隊および那覇警察署の協
力のもと不審者・不審物対応
を想定した訓練を行った。
　国工事の進捗にあわせた工
事エリアでの消防設備取り扱
い訓練を8月8日に木材倉庫周
辺・下之御庭にて実施した。
　災害時に高齢者等が円滑に
避難できるようイーバック
チェア3 基は引き続き、素屋
根見学エリア各フロアに配置
した。

　自然災害対策計画（災害、
台風、地震、雷、疾病）、人
為災害対策計画（テロ）、緊
急救護対応計画（救護活動、
緊急時園内放送）をまとめた
危機管理マニュアルに消防計
画を含めた「首里城公園防災
計画」の周知を行った。
　また、財団の自主訓練とし
て地震訓練を11月29日、テロ
訓練を2月5日に実施した。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・イーバック
チェア等、機材
の取り扱い訓練
を継続するとと
もに、復元工事
の進捗にあわせ
て活用方法を検
討する必要があ
る。

（イ）消防計画や各種マ
ニュアル等の整備
　県や国、消防局と連携
した消防計画および、消
防計画に各種危機管理マ
ニュアルを合わせた防災
計画の作成や、工事の進
捗等に応じ随時更新す
る。
　また、自然災害や火災
等に備え、緊急時に迅速
に対応できるよう、消
防・地震・テロ等に関す
る訓練を県や国、消防、
警察等と連携して実施す
るほか、国工事受注者と
も合同で訓練を実施す
る。
　加えて、防火対策・防
犯対策に必要な資機材を
配備することで安全管理
や来園者の誘導、情報共
有当の円滑な情報伝達な
ど首里城公園全体の防
火・防災への対応力強化
を図る。

　 熱中症予防対策として、暑
さ指数（WBGT 値）を観測して
いる環境省熱中症予防サイト
の気温状況を首里杜館地下1
階総合案内所側出入口に掲示
のほか、WBGT 値の観測が可能
な温度計を奉神門改札口に設
置している。
　素屋根見学エリアには各階
に小型サーキュレーター、世
誇殿にはミスト扇風機を設置
し、お客様の熱中症対策を
行った。
　また、熱中症対策マップ
や、注意喚起画像を園内デジ
タルサイネージやHPに掲載
し、お客様へ注意喚起を行っ
た。スタッフ向けには日よけ
帽子やネッククーラーを装備
し、暑さ対策を行った。
　雨天など荒天時の対応とし
て、安全に通行可能な園路動
線の切り替え・一時規制を実
施したほか、落雷のおそれが
ある場合においては、園内の
展望台（西のアザナ、京の
内、東のアザナ）を通行規制
し、お客様の安全確保に努め
た。

・ヒアリング等
により確認し
た。

（ウ）天候や事故の未然
防止のための情報提供
a 熱中症のための暑さ指
数などの情報提供や、雨
天時や落雷の恐れのある
場合は一時規制や、利用
動線の変更などによりお
客様の安全確保を行う。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。
・暑さ指数の掲
示について、複
数個所での掲示
を検討する必要
がある。

－19－



別紙６

○

○

イ 事故・災害時等の対応

○ ○

○ ○

○ ○

(ｳ)　工事エリアで出火し
た場合、工事警備室が初
動対応の指揮命令を行う
ことから、工事警備室と
連携して応援対応にあた
る。

　工事エリアで出火想定時
は、管理エリアからの応援体
制を構築し、初期消火を行う
際は、現場にて国工事警備員
の指揮のもと消火活動を行う
訓練を実施した。
　また、昼間想定時では工事
警備室（工事総括）へ集約さ
れた情報を公園管理センター
と共有することで、適切な避
難誘導を行う訓練も行った。

(ｱ)　昼間出火した場合は
奉神門管理事務室（城郭
内）又は首里杜館（城郭
外）が公園管理センター
の指示に基づき初動の指
揮命令を行い、お客様の
安全を第一に避難誘導、
初期消火等を行う。

　昼間出火想定時は、現場で
の初動対応として城郭内（奉
神門管理事務室）、城郭外
（首里杜館防災センター）に
て各所へ指揮命令を行い、同
時に災害対策本部（首里城公
園管理センター）が立ち上
がった時に指揮権を移行して
全体を統括し、初期消火・避
難誘導・救護対応等の情報収
集を一本化する訓練を実施す
ることで非常時に備える訓練
を実施した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

(ｲ)　夜間時は奉神門管理
事務室に自衛消防隊長代
行を配置し、代行の指揮
命令に従い初動対応に当
たる。

　夜間出火想定時は、様々な
ケースを想定し奉神門管理事
務室に配置している自衛消防
隊長代行が夜間警備員と設備
監視員へ指揮命令を行い、初
期消火及び消防隊進入口の確
保を速やかに行う訓練を実施
した。
　また、管理エリアでの出火
を想定した訓練では、工事警
備室の警備員が初期消火の応
援を行う等、各活動を通して
工事警備室との連携強化に努
めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

b　公園内の気象や事故等
の情報を国工事受注者と
も共有し、緊急時対応を
連携して実施する。

　気象情報や園内での事故情
報を国工事受注者にも共有
し、緊急時連携として救急車
の誘導対応を実施した。

・業務計画書
のとおり適切
に実施されて
いる。

・良好に実施で
きている。

c　坂道・段差足元注意な
どの声掛けを行い、快適
な利用環境づくりに努め
る。

　階段や段差足元注意対応と
して、誘導警備スタッフによ
る声掛けや自動音声ガイドに
よる放送でお客様への注意喚
起を促し、安全かつ快適な利
用環境づくりに努めた。
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○

※必要に応じて項目を追加・削除して記入すること。
※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

(ｴ)　必要な場合は、園内
の一時規制または閉園の
対応を実施する。

　荒天時は、地面が濡れ滑り
やすくなっており転倒する恐
れがあることからお客様の安
全確保を最優先とし利用者導
線の変更を行った。
　また、雷鳴・雷光を確認し
た場合は高台への落雷に警戒
し各展望台の一時閉鎖を実施
した。

・引き続き、復
元工事の進捗に
あわせて、利用
者動線の変更を
検討する必要が
ある。

※「１．維持管理業務」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和7年度）の主な取組改善案を記入す
ること。

１．維持管理業務
取組改善案

・安全対策の取り組みとして、訓練で生じた課題を次回訓練で解決できるよう計画
し、防災マネジメントシステムの運用により防災専門部署による点検を通じて改善を
図るなど、適切に取り組まれている。引き続き復元工事の進捗にあわせ変化する状況
に応じた訓練等を実施し、継続的な改善を図る必要がある。
・設備等に不具合が生じた場合には、仮復旧や巡視で対応するなどに適切に対応でき
ているが、早期に復旧できるよう修繕を実施する必要がある。
・老朽化による劣化が進んでいる施設等について、引き続き点検を通じて状況把握に
努め、関係機関と連携し修繕を進めていく必要がある。
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２．運営業務

(1) 利用実績

　１) 利用者数等

前年比 計画比

959,558人 120.4% 110.8%

959,558人 120.4% 110.8%

Ｓ

　２) 施設稼働率

前年比 計画比

363日 100.6% 100.0%

244日 101.2% 100.0%

119日 99.2% 100.0%

施設稼働率を①利用状況の評価項目とする場合に本欄を使用する。 －

事業計画
（目標値）

令和5年度実績
整合性の検証

整合性の検証
令和5年度実績

247日 247日

平均稼働率

平日
稼働率

評価（①利用状況）

365日 365日

令和6年度実績
現状分析
・課題

利用者数

入場者数 1,155,168人

計 1,043,000人

1,043,000人

1,155,168人

・アフターコロナ
後の旅行需要増加
や円安により海外
旅行から国内旅行
への切り替えなど
により、入域観光
客数が増加したこ
とや、見せる復興
の取り組み等によ
り前年度実績及び
目標値を大きく上
回った。
【参考】
入域観光客数
R5：8,532千人
R6：9,952千人

118日 118日

事業計画
（目標値）

令和6年度実績
現状分析
・課題

施設名

評価（①利用状況）

土日祝
稼働率

・良好に実施でき
ている

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満
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　３) イベント等参加者実績 （単位：人）

前年比 計画比

観覧者24,448 120.6% -

観覧者8,575 105.3% -

参加者69,188 122.7% -

入園者23,047 104.3% -

入場者12,890 112.8% -

観覧・参加者12,273 90.6% -

入園者22,247 117.3% -

入場者13,785 132.6% -

観覧・参加者10,958 87.8% -

入園者14,127 106.6% -

入場者8,434 120.3% -

観覧・参加者2,129 83.6% -

-

首里城復興祭

－ 観覧・参加者9,624

・有料区域でのイベ
ントでは、前年度よ
り多く参加できるよ
うに材料を多く準備
するなど、有料区域
への入場に繋がるよ
う取り組まれている
・イベント内容の見
直し等により、観
覧・参加者数は対前
年比減となっている
が、期間中の入園
者・入場者ともに対
前年比増となってい
る。

－

－新春の宴

・ＳＮＳでの発信や
ガイドツアーに組み
込んだことにより、
対前年比で増加して
いる。
・引き続き情報発信
に努めるなど、普及
を図る必要がある。

・天候不良日を除い
て毎日開催としたこ
とや園内での案内・
YouTubeでの配信等で
観覧者が増加した。
・引き続き利用者の
ニーズを踏まえて普
及を図る必要があ
る。

観覧・参加者11,123

・有料区域でのイベ
ント実施を行うな
ど、有料区域への入
場に繋がるよう取り
組まれている。
・イベント内容の見
直し等により、観
覧・参加者は対前年
比減となっている
が、期間中の入園
者・入場者ともに対
前年比増となった。

－ 入園者24,048

－ 入場者14,543

入園者26,105

入場者18,285

－

春の御城まつり

－

整合性の検証令和5年度実績
(人)

計

入園者15,066

令和6年度実績
(人）

現状分析
・課題

内容
事業計画

（目標値）

・ＨＰでの告知や、
守礼門の看板による
案内により、周知が
図られ対前年比で増
加している。
・復元工事の進捗に
応じて、内容変更を
検討する必要があ
る。

御開門式

・首里の朝市や飯
フェスと連携し入場
料割引を実施するな
ど、イベント参加が
有料区域への入場に
繋がるよう取り組ま
れている。
・イベント内容の見
直し等により、観
覧・参加者数は対前
年比減となっている
が、期間中の入園
者・入場者ともに対
前年比増となってい
る。

－ 観覧・参加者1,779

イベント

－ 入場者10,149

観覧者9,033

デジタルスタンプラリー － 参加者84,877

－ 観覧者29,483

時報の再現 －
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(2) 入場料収受業務

指定管理者 委託業者

4-3-（1）入場管理システムによる売上管理

○

○

○

○

・良好に実施できている。
・お客様の声にて要望の多かった
キャッシュレス決済の導入が完了し
ており、利便性の向上が図られてい
る。

　券売所窓口およびWEB 申込に
て発行日から1 年間入場できる
年間パスポートの販売を行っ
た。（R6年度実績2,585 枚、R5
実績2,000枚、前年比129％）
　復元工事の進捗に合わせ「木
組み」デザインから2025 年1
月に漆塗りのデザインに変更
し、更なる年間パスポート利用
者拡充を図ることができた。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

イ 観光券（クーポ
ン・バウチャー）取
扱い
 当財団が信用実績の
ある旅行社と観光券
契約を締結し、旅行
社を通じて入場券が
販売できる観光券
（クーポン・バウ
チャー）を取り扱
う。

　旅行会社と観光券（クーポ
ン・バウチャー）契約締結によ
り入場券の販売を行った。
現在、36社と契約している。

・ヒアリングに
より確認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・今後も外国人観光客が増加するこ
とが見込まれるため、引き続き外国
人観光客も利用しやすい観光券の販
売に努めること

・良好に実施できている。
・デザインを変更することで、利用
者拡充に繋がっている。

エ 電子マネーやクレ
ジットカードの利用
受入
 券売所窓口及び自動
券売機にて利用でき
る電子マネー、クレ
ジットカード等

キャッシュレス決済
の利用受入れを行
い、お客様の利便性
向上を図る。

　券売所窓口にてこれまで運用
していたクレジットカード、銀
聯、電子マネー決済（WAON）な
どの他に交通系ＩＣや楽天
Edy、QUICPay、iD などの電子
マネーの他、お客様からの要望
がとても多かったPayPay をは
じめとするQR コード決済を拡
充し、お客様の利便性の向上お
よび満足度の向上を図った。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

ウ 年間パスポートの
発行
　オンライン（事前
申込制）や券売所窓
口にて、発行日から1
年間入場できる年間
パスポートを販売す
る。

 現状分析・課題

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証
（現地確認）

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

ア　入場管理システ
ムによる売上管理
　入場券は券売所窓
口、自動券売機で販
売するほか、園外販
売券やオンラインチ
ケットを販売する。
　入場料収入は、入
場管理システムにて
管理する。
　売上は券種や収受
項目別にまとめ、売
上管理とともに、各
種取引会社毎の実績
管理、債権管理も実
施する。
　万が一集計で誤差
が生じた場合は、過
不足原因の確認、現
金事故報告書の作
成、情報共有を行う
ことで再発を防止す
る。

　券売所窓口、自動券売機で入
場券販売を行ったほか、園外販
売券やオンラインチケット販売
を行った。

　入場料収入は入場管理システ
ムで管理し、券種や収受項目別
にまとめるとともに、各種取引
会社ごとの実績管理、債権管理
を実施した。
　集計誤差が生じた場合は原因
を確認し報告書作成・情報共有
することで再発防止に努めた。

・良好に実施できている。

（事業報告書）
事業計画

・ヒアリングに
より確認した。

・ヒアリングに
より確認した。

・ヒアリングに
より確認した。
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○

○

4-3-（2）売上報告書の作成

○

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

 売上管理担当者は、
日々売上報告書を作
成し、領収書や帳票
類と照合する。観光
券等の売掛け料金は
月締めで債権調書を
作成する。
　売上報告書は報告
後、売上管理担当部
署にて保管する。

　売上管理担当者は、日々売上
報告書を作成し、領収書や帳票
類と照合した。
　観光券等の売掛け料金は月締
めで債権調書を作成し債権管理
を行った。
　売上報告書は報告後、売上管
理担当部署にて保管した。

オ その他入場券の販
売場所・方法
 入場券を園外やオン
ラインでも購入でき
るようにすることで
利便性の向上及び利
用促進を図る。
 園外での販売にあ
たっては、送客につ
いて信用実績がある
旅行社等と園外券販
売契約を締結する。

　利用者の利便性向上および利
用促進のため、園外販売券およ
びWEB で購入できるオンライン
チケットの販売を行った。
　園外券販売にあたっては契約
を締結した旅行社等の窓口で販
売を行った。
（オンラインチケットR6年度利
用実績47,060 人、R5年度実績
30,858人、前年比152％）
（園外販売券R6年度利用実績
9,828 人、R5年度利用実績
9,802人、前年比100％）

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

カ その他金銭管理に
必要となる事項
 入金機の活用やマ
ニュアル化による適
正な売上管理、外部
監査を実施する。

　入金機の活用やマニュアル化
による適正な売上管理を行っ
た。定期的に外部監査を実施し
た。（4/3、4/4、5/13、9/9、
2/14、3/31）

・ヒアリングに
より確認した。

・ヒアリングに
より確認した。

・ヒアリングに
より確認した。
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(3) 首里城復興普及啓発業務

指定管理者 委託業者

4-4-（1）歴史文化・見せる復興の取り組み

【琉球音楽演奏会】沖縄県立芸
術大学の学生により、GWイベン
ト3日間（2,096人）、夏休み体
験イベント期間中の8月11日、
18日の2日間（観覧者962人）世
誇殿内にて実施したほか、新春
の宴期間中の1月1日（観覧者
1359人）に系図座・用物座で
「琉球芸能の宴」を実施した。
R5 5/3～７（2,955人）対前年
比70.9％
R5　8/11~13(3日間 1,554人)
対前年比61.9%
【見せる復興と連動したプログ
ラム】
　県や国が進める復興関連業務
に関して、4月には国と連携し
て首里城VR体験の実証実験を
行った（参加者数103人）。こ
の結果を基に検証を進め、11月
の首里城復興祭ではイベントプ
ログラム「首里城VR体験」を実
施した（参加者数55人）。
12月に沖縄県が実施した首里城
復興イベント「ファンタジアナ
イト」のシナリオやプロジェク
ションマッピングの歴史・文化
に関する監修を行った。

 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

【タッチパネルの活用】
世誇殿でのタッチパネル解説で
は1,359回5,628人のお客様に琉
球王国の歴史・文化等について
解説を行った。また素屋根や原
寸場の見学エリアで、首里城正
殿の建築や復元についてのス
ポット解説を行った。（R5
2,107回　7,375人）対前年比
76.3%
【食文化の普及啓発催事】8月
24日、25日に系図座・用物座に
て琉球菓子のくんぺん作り体験
を実施し、計106人が参加し
た。（R5 58人）対前年比
182.7%
【見せる復興等ワークショッ
プ】
 イオンワンパーセントクラブ
と連携し、11月23～24日石川県
イオンモール白山、2月22～23
日東京都イオンモール日の出、
3月15～16日愛知県イオンモー
ル常滑、3月23～24日群馬県イ
オンモール太田へ当財団職員を
派遣し、パネル展示と端材を活
用したワークショップを実施し
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

　また、国営公園
（無料区域）や県営
公園と連携して伝統
芸能公演等を行い、
お客様が文化に触れ
る場を提供するほ
か、お客様へ“食”
を通して首里城や琉
球王国の歴史・文化
の理解を深める機会
を提供する。

○

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　琉球王国の歴史・
文化の研究・発信拠
点としての機能を最
大限に発揮するた
め、専門職員となる
学芸員等を配置し、
県・国と連携して以
下の通り取り組む。
　沖縄の歴史伝統文
化、首里城に関する
プログラムとして、
歴史文化や奥の世界
を紹介する場「世誇
殿」等の有料区域内
に解説員が常駐し、
琉球王国の歴史・文
化や復興の進捗等に
ついての解説をタッ
チパネルや作業の様
子を見せながらお客
様へわかりやすく説
明する。

・良好に実施できている。
・イオンワンパーセントクラブと連
携し、県外でもパネル展示等を行い
見せる復興をＰＲするなど、県内の
みならず県外でも復興に関する関心
を高める取り組みがなされている。
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 また常滑会場および太田会場
では、復興に携わる職人のワー
クショップ「かんな削り体験」
も同時開催した。
復興展示室の解説パネル、映像
のリニューアル時に県と連携し
て解説文や映像の監修を行っ
た。

【見せる復興の取り組みの一
環】国から支給された「正殿復
元工事で使用されたヒノキの端
材」を素屋根見学エリア1階で
無料配布した（4月1日から5月
31日まで毎日15時に、1日300個
配布）。

【国・県・財団3者合同マスコ
ミ公開】
5月25～26日の首里城正殿復元
工事「上棟記念イベント」他10
件を国や沖縄県と連携しNR配信
や首里城公園HP、SNSで情報発
信を行い、見せる復興の認知度
向上と集客促進を図った。

　「見せる復興」と
連動したプログラム
として、復興・復元
の更新情報、進捗状
況を発信する場「復
興展示室」にて、県
と連携し復興の取り
組みパネル等を展示
し、復元整備工事の
進捗や県の取り組み
を紹介する。
　また、工事や修復
の作業内容をパネル
等で紹介するほか、
県・国と連携し、正
殿復元に使用されて
いる木工や漆塗りの
職人によるワーク
ショップや体験会、
映像上映を開催する
ことで、復興を身近
に感じてもらい、正
殿完成への期待感を
高める。
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4-4-（2）教育機関連携

〇

【郷土歴史文化学習事業】
　県内の小中学校から申請の
あった79校3,773人の小中学生
を受け入れ、入場料は財団が負
担した。（R5 83校　5,620人、
対前年比67.1％）
 　要請に応じ学芸員や解説員
が概要説明を行い児童・生徒の
理解を深めた。また6月、修学
旅行で10月に来園予定の東京・
聖学院高校とオンラインで学芸
員が事前講座を行った。7月、
沖縄県未来工科高等学校の生
徒・教員に、学芸員や解説員が
概要説明と素屋根等の復元現場
で解説を行った。10月17日に聖
学院高校（東京都）のフィール
ドスタディで学芸員が講師を務
め、講義と首里城内の案内を
行った。1月10日城西小学校の3
年生が歴史と復興を学ぶため、
首里城を訪れ、学芸員が案内と
解説、質疑応答を行った。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・前年度より実績減となっているも
のの、学校等への周知回数を増やす
など広報強化に取り組まれている。
今後も継続して取り組み普及を図る
必要がある。

ア　学校向けプログ
ラム
　「郷土歴史文化学
習事業（入場料は当
財団負担）」や「出
張講座」により県内
の小中学校を対象に
琉球王国の歴史・文
化や施設の特徴等に
ついて学芸員や解説
員による解説や、依
頼に応じて県外修学
旅行生に対して琉球
王国・首里城に関す
る授業をホテル等に
出張して実施し、修
学旅行の事前学習用
に資料を配布する。
　「郷土歴史文化学
習事業」について
は、小中学校教員が
本事業を活用しやす
くするために、小中
学校教員を対象に研
修や講座等を開催す
る。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

　また、「郷土歴史文化学習事
業」を含め学校と連携して学び
を手助けするプログラムの紹介
をHPに掲載し、郷土歴史文化学
習事業の問い合わせがあった際
に、教員向けの研修も行ってい
ることを案内した。1月28日に
首里高等学校の教員を対象に琉
球王国の歴史や文化、首里城正
殿の復興について学芸員が一緒
に園内を周り、解説を行った。
３月には那覇市内の小中学校へ
郷土歴史文化学習事業や出張講
座、教員研修についての案内を
送付した。

【出張講座】学芸員が要請の
あった4月18日に城南小学校、
11月7日に名護特別支援学校、
11月20日に那覇市立城北小学
校、12月19日に糸満市立米須小
学校大度分校へ赴き、出張講座
として4校208人を対象に、琉球
王国・首里城の歴史文化につい
ての授業を行った。（R5 13校
1,163人、対前年比17.8％ ）
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〇

　また、一般を対象とした「名
桜大学公開シリーズ講座」を9
月4 日、11 日、25 日に開催し
た。
　その他、外部からの依頼に応
じて、8 月21 日から23 日にか
けて宮古織物事業協同組合で実
施された糸の染色技法に関する
理論と実践の講座に専門職員を
講師として派遣した。

ウ　研修受入
　首里城に関心を持
つ学生や県の教育プ
ログラム職場体験、
学校教員の資質向上
研修等を受け入れ
る。

　県内の教育機関に職場体験の
場として首里城公園を活用して
頂くため、県内の学校など8 校
から、生徒や社会人など23 人
インターンシップを受け入れ
た。
　また、8 月9 日に2 人、8 月
15 日に4 人の首里高校１年生
について授業（総合的な探求活
動）の一環であるインタビュー
の受け入れを行った。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

〇

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

イ　講師派遣・寄附
講座
　那覇まちまーいや
興南アクト部など案
内活動をする機関や
団体が実施する首里
城に関するガイド研
修等に、専門的知識
を持つ講師を派遣す
ることで、質の高い
ボランティアガイド
の育成を支援する。
　依頼に応じて、大
学等の高等教育を対
象に、学芸員を講師
派遣し、授業や寄附
講座を実施する。

　9 月には興南アクト部と協力
し、「同世代の修学旅行生が喜
ぶ新しいお土産」をテーマに
ワークショップ形式の講義を行
い、首里城公園の新しいお土産
開発に取り組むなど、ガイド活
動の一環として首里城に関する
専門的知見を活かした実践的な
学びの機会を提供した。
　8 月31 日に西原町を拠点に

ガイドを行っている「ニシバル
歴史の会」からの依頼で、学芸
員が西原町立図書館で講演会を

行った。
　9 月19 日にNPO 法人街角ガ
イドからの依頼により、ガイド
研修会で学芸員が琉球王国や首
里城の歴史について解説した。
　10 月12 日、19 日、26 日に
琉球大学寄附講座首里城講座
で、学芸員が講師を務め琉球王
国・首里城に関する講義を行っ
た。
　琉球大学の学生を対象とした
単位付与を伴う寄附講座「沖縄
美ら島財団の地域資源活用論」
を、6 月24 日、7 月4 日、11
日に実施した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。
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〇

オ　各種協力・研鑽
　当財団が所有する
美術工芸品や画像、
研究成果をまとめた
パネル等を外部展覧
会に貸出･出展協力を
行うとともに、学芸
員の研鑽として各種
講習会等に参加する
ほか、シンポジウム
等へ参加し知識の普
及啓発を実施する。
　また、当財団総合
研究所の定期講演会
や首里城公園友の会
が主催する講演会・
研究会に参加し、学
芸員の研究発表を実
施する。

　4月2 日〜6 月30 日の期間
に、沖縄県立博物館・美術館の
博物館常設展示室・美術工芸部
門で、「絹⻩色地枝垂桜楼閣小
鳥⽂様紅型袷衣裳」「木綿緋色
地鶴に松皮菱流菊⽂様両面紅型
袷衣裳」等6点（展示入替あ

り・のべ点数）の財団所蔵染織
資料を貸出展示した。
　5 月30 日、31 日の沖縄県博
物館協会の春季研修会で首里城
公園が担当館として事務局の沖
縄県立博物館・美術館と協力
し、講演会と首里城公園の見学
会を行った。
　6 月28 日に沖縄県地域史協
議会総会及び研修会に参加し、
研鑽を積んだ。
　6 月〜7 月にダイエーいちか
わコルトンプラザ店とダイエー
神戶三宮店で行われた「沖縄
フェア」に首里城復興や収蔵品

修理に関連するパネルのデー
タ・画像を貸出した。

・良好に実施できている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

エ　専門機関連携
　一般の方を対象
に、沖縄県立博物
館・美術館や沖縄県
立埋蔵文化財セン
ター等と連携して琉
球王国や首里城に関
連する歴史や美術工
芸、考古学など様々
な分野の専門家を招
聘し講座を開催す
る。
　開催に当たって
は、感染症対策や来
園困難者のお客様も
参加を可能とするた
めオンラインを活用
したハイブリッド型
を導入する。

　「首里城の祭祀儀礼」をテー
マに首里城講座を開催し、11
月16 日は（株）国建の研究
員、11 月23日は沖縄県立博物
館・美術館学芸員、11 月30 日
は那覇市歴史博物館学芸員に講
師を依頼し、12 月14 日は財団
学芸員が担当し講座を行った。
　YouTube で第1 回「首里城の
御嶽と神女の祭祀行事」のダイ
ジェスト版を配信した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。
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　7 月27 日の首里城研究会で
学芸員による「琉球関係染織作
品における混色表現の色材使用
傾向について」研究発表を行っ
た。
　９月に沖縄県立芸術大学へ正
殿の御差床羽目板うさすかはめ
いたの木彫刻の制作と、その内
容を10/14 開催の「琉大未来共
想フォーラム首里城再興学術
ネットワークシンポジウム」で
はポスターによる展示紹介する
ため、「黑漆葡萄栗鼠沈金八角
食籠」の画像貸出を行った。
　10 月に沖縄県立芸術大学絵
画専攻から「東アジア伝統絵画
の技術継承と人材育成のための
琉球絵画研究」の画像貸出の申
請があったため、『関羽像』の
画像を貸し出した。
　11 月に知名町教育委員会町
誌編さん室（鹿児島県）から
『沖永良部島 聞き書き選集 知
名町の戦後史（Ⅱ）』に掲載す
るため収蔵品『闘鶏図』を貸し
出した。

〇

　沖縄県立芸術大学の共同研究
員から大学紀要へ掲載するため
収蔵品『花鳥図』を貸し出し
た。1 月に沖縄県立芸術大学の
教員から３月放送予定のNHK８
K・BS『よみがえる首里城 第２
章〜琉球王国の技に挑む』の番
組内で使用するため、『黑漆葡
萄栗鼠沈金八角食籠』画像の申
請があり貸出を行った。
　テレビ番組や雑誌、研究発表
等で美術工芸品画像の貸出件数
は26 件計46 点であった。
　外部からの依頼に応じて、7
月に韓国の国立古宮博物館で開
催された国際シンポジウムに職
員を派遣した。2月13日には、
中国雲南省とユネスコ共催の無
形文化遺産と現代ファッション
統合パートナーシップ会議に
て、講演を行った。
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4-4-（3）来園困難者への対応

　首里城公園公式
YouTube にて「首里
城公園解説動画」を
配信し首里城公園の
魅力を紹介するほ
か、各種公式SNS に
て最新情報や研究成
果等を広く発信す
る。
　またHP に本施設を
楽しく学べるワーク
シートや首里城と琉
球王国の歴史を学べ
る学習用シートを掲
載し、いつでもどこ
でも学べる学習プロ
グラムを提供する。
　来園困難者も首里
城の復興過程を楽し
んでいただくため、
「首里城の“いま”
とつながる」をテー
マに、解説員が楽し
く首里城公園内を案
内し今の首里城の様
子をLIVE配信にて紹
介する。

各種SNS投稿回数
Facebook
213回（R5 163回）130.6％
Instagram
205回（R5 157回） 130.5%
X
143回（R5 138回）103.6%
You Tube
11回（R5　24回） 45.8％

各種SNSフォロワー数
Facebook
25,393（R5 23.708）107.1％
Instagram
8,283（R5 3,903） 212.2%
X
4,275（R5 2,623） 162.9%
You Tube
2,657 (R5 2,187)　 121.4％

○

・良好に実施できている。
・各種SNSでの投稿回数を増やすな
ど、情報発信の強化が図られてい
る。
・SNSの反応を分析し、より反応の良
い媒体を重点的に活用するなど、効
果的な情報発信に取り組んでいる。
・引き続き、各種SNS等を活用した情
報発信を行い、来園困難者にも首里
城の魅力を発信できるよう努める必
要がある。

　首里城公園の魅力を発信する
取り組みとして、公式YouTube
では5 月にマスコミ公開された
唐破風の取り付け作業を撮影
し、正殿復元工事の現場の様子
を公開した。
　また、首里城公園マスコット
キャラクター「里之子君」を活
用した首里城復興祭のPR 動画
も配信し、魅力発信に努めた。
　正殿復元工事の進捗やイベン
トの最新情報などを、解説付き
のSNS 記事とショート動画で紹
介することで、首里城の“い
ま”を学べる発信に努めた。
　また、学習ワークシート等を
HP に掲載し、琉球王国につい
て学ぶ機会を提供した。
　6 月21 日の日影台解説会で
は、来園困難者向けに
Instagram でライブ配信を行っ
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　9 月27 日〜29 日の「ツーリ
ズムEXPO2024」にて、首里城公
園と会場をオンラインで繋ぎ、
首里城正殿復元の様子や首里城
公園の今を伝えるライブ配信及
びパネル展示を行った。
　正殿復元工事の様子を伝える
動画を今年度５本公開した他、
首里城周辺の史跡紹介、首里城
講座のダイジェスト版を
YouTube で公開した。
　2/3（月）〜2/16（日）に世
誇殿で琉⽂研が主催したパネル

展「科学の目で紐解く琉球王国
の色彩と染織⽂化」の特設サイ

トをＨＰ上で紹介し、オンライ
ン上でパネル展を開催した。
　また、首里城公園解説員によ
る城郭内の案内する動画を製
作・投稿し来園困難者も首里城
公園内の様子を楽しめるように
努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。
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4-4-（4）地域連携・協働等による地域貢献

○

【首里城見学会】
○会員以外の一般も対象に「夏
休み親子向け首里城見学会」を
開催した。（8/12 22人）
○会員向けに「日暮れからの首
里城見学会」を開催した。
（9/28 18人）
○会員以外の一般も対象に「首
里城復興特別見学ツアー」を開
催した。（11/2・3  64人）
○会員以外の一般も対象に「首
里城復興解説ツアー」を開催し
た。（3/23  36人）
【首里地域団体の勉強会等講師
派遣】
首里振興会主催の首里大学は今
年開催したが、テーマ（崇元
寺）であったため、首里城と関
連がなく講師派遣に至らなかっ
た。

・良好に実施できている。・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

　首里城公園友の会
と連携し、一般向け
の首里城の歴史を学
ぶ首里城見学会等を
開催するとともに、
首里地域団体の勉強
会等へ講師を派遣す
る等、地域に根差し
た普及啓発活動を行
う。
　また、泡盛、染
織、陶芸、漆芸等の
職人や専門家を招
き、首里城を中心と
して発展した伝統工
芸や産業に関する
トークショーやワー
クショップを開催す
る。

○8月の夏休み体験イベントで
は、奥原製陶所の講師による新
規ワークショップ「面獅子・面
ドラゴン作り体験」を実施した
（8/10、11）。首里城をはじ
め、沖縄の伝統的建築に広く使
用されている赤瓦の原料である
赤土を用いて獅子やドラゴンを
夏休みの自由工作等として製作
し、67人が参加した。
○3月23日の春の御城まつり
で、首里城公園友の会と連携し
「漆（沈金）体験教室」を実施
した結果、16人が参加した。
（R5 17人）対前年比94.1%

【泡盛、染織、陶芸、漆芸等の
トークショー・ワークショッ
プ】
○5月のGW体験イベントでは、
新規ワークショップ「金細工
（かんぜーく）でお守り作り体
験」を実施した（5/3、4、
5）。講師による金細工の歴史
や技法についてレクチャーを行
い、金細工技法のひとつ「錫」
を用い、講師の手ほどきを受け
ながらお守り作りを行い、45人
が参加した。
 またイベントプログラム「紅
型コースター染付体験」を実施
した。加治工紅型の講師による
補助のもと、沖縄の伝統的な染
色技術である紅型の基本的な染
めの技術や行程を学びながら、
首里城オリジナル紅型コース
ターを製作し、129人が参加し
た。（R5 159人）前年対比
81.1%
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4-4-（5）案内ガイドツアー

○

(4) 復元整備に関する展示解説等業務

指定管理者 委託業者

4-5-（1）展示解説の取組

○

○

・良好に実施できている。

　学芸員等専門的知識を持つス
タッフを12 人配置し、解説業
務での日々の疑問、お客様から
の質問等にも学芸員と連絡を密
に対応しガイドの質向上を行っ
た。
　解説員スタッフに対する財団
学芸員によるレクチャーを行い
（4/23、26、6/22、7/2、
9/17、10/1、12/5、1/20、
1/22、2/17、2/18、2/27、
3/3）、琉球王国の歴史や⽂化
についてさらに知識を深めても

らうことに取り組んだ。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　県や国が設置するパネル等の
コンテンツの監修を行い、復興
展示室のパネルでは平成の復元
と令和の復元の相違点を展示解
説した。
　8 月30 日より10 月31 日ま
での予定で首里杜館ガイダンス
ホールにて、パネル展示『在り
し日の首里城』を行い、平成の
復元で蘇った首里城の各施設や
令和の復元の様子等を展示で紹
介した。

・良好に実施できている。
・今後も専門知識を持つスタッフを
継続的に配置できるよう人材確保・
人材育成に努めること。

イ 復元過程の公開に
合わせた展示解説
　復元の進捗とその
過程の公開に合わせ
て、復元過程のパネ
ルや動画、画像等を
用いて「平成の復
元」と「令和の復
元」の共通点や相違
点を展示解説する。

・良好に実施できている。

ア　学芸員の配置及
び質の高い展示解説

　琉球王国の歴史・
文化や文化財等の専
門知識を持つ学芸員
を配置し、解説員ス
タッフ等への教育研
修を実施する。
　研修内容に調査研
究で得られた成果を
反映することで質の
高い展示解説を行
う。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　世誇殿に設置され
ているタッチパネル
を活用して、歴史衣
装を着用した解説員
が首里城の変遷や正
殿遺構等の解説、琉
球王国や首里城の歴
史背景、復元整備工
事が行われている施
設や復興の様子を、
丁寧に分かりやすく
解説するバーチャル
ガイドツアーを実施
する。
　解説員をはじめ園
内に配置するスタッ
フのスキルアップの
ため、当財団の学芸
員を講師として琉球
王国の歴史・文化、
復元工事の進捗状況
等の研修を実施す
る。さらに外部の学
識経験者等を講師に
招いた研修会を定期
開催し、スタッフの
更なる資質向上に努
める。

　世誇殿のタッチパネルを活用
して解説員によるバーチャルガ
イドツアーを行った。バーチャ
ルガイドツアーでは、1,521 回
6,297 人のお客様に琉球王国の
歴史・⽂化、復元の概要等につ

いて解説した。
　解説員をはじめ、園内スタッ
フに対する財団学芸員によるレ
クチャーを行い（4/23、26、
6/22、7/2、9/17、10/1、
12/5、1/20、1/22、2/17、
2/18、2/27、3/3）、琉球王国
の歴史や⽂化についてさらに知

識を深めてもらうことに取り組
んだ。
　「首里城の祭祀儀礼」をテー
マに首里城講座を開催し、11
月16 日は（株）国建の研究
員、11 月23日は沖縄県立博物
館・美術館学芸員、11 月30 日
は那覇市歴史博物館学芸員に講
師を依頼し、12 月14 日は財団
学芸員が担当し講座を行った。
　YouTube で第1 回「首里城の
御嶽と神女の祭祀行事」のダイ
ジェスト版を配信した

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

・ヒアリング等
により確認し
た。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証
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エ　子どもや海外客
を含めた幅広い層を
対象とした展示
　スタンプラリーを
はじめイラストや動
画等を用いて、誰も
が理解し易く楽しめ
る展示解説を行うと
ともに、当財団が監
修した解説アプリを
活用し多言語対応を
行う。
　企画展の際は、QR
コードを読み込むこ
とでスマートフォン
やタブレット端末に
表示される多言語解
説コンテンツを開設
する。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。・ヒアリング等
により確認し
た。

○

・良好に実施できている。

　琉球王国時代の役人をモチー
フにイラスト化した「里之子
君」を看板やポスター、チラシ
等に取り入れて親しみのある表
示を行った。
　お客様のスマートフォンにQR
コードを読み込んで解説を聞く
ことができる多言語による無料
音声ガイド「オンザトリップ」
を園内看板やHP で案内した。
　企画展のキャプションの多言
語解説については、ホームペー
ジに展示内容を記載し、QR
コードを表示し対応した。
　昨年度好評だった「夏休み自
由研究帳」を一部リニューアル
し、小学生が夏休みに楽しみな
がら首里城を学べる冊子を制作
し、8,000 部を配布した。

　復興展示室では、首里城正殿
復元に使用されているオキナワ
ウラジロガシの手で触れられる
展示を行った。
　出張講座11 月7 日名護特別
支援学校、12 月19 日糸満市立
米須小学校大度分校で残存物の
瓦や展示品のレプリカ「螺鈿
盆」、10 月17 日の聖学院高校
（東京都）のフィールドスタ
ディや1 月10 日城西小学校の3

年生が調べ学習をした際に、端
材を活用した「石積ブロック」
を紹介し、実際に手に取って感
触や重さを実感してもらった。

　8月4 日〜30 日「首里城古写
真 森政三コレクション」、8
月30 日より10 月18 日まで
「在りし日の首里城」展では、
解説のルビを入れ誰にでも解説
が伝わる映像やパネルとなる仕
様とした。
　ガイドツアーでは、淑順門付
近の往時の石畳と復元の石畳を
実際に歩いてその違いを体感し
てもらった。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

ウ バリアフリーへの
対応
　財団制作の映像に
字幕・音声を加え、
障がいの有無に限ら
ず誰にでも解説が伝
わるようにするとと
もに、展示品のレプ
リカを活用した「触
れる展示」をはじ
め、往時の石畳と復
元の石畳の歩いた違
いや城壁の石積み等
を解説する「感じる
展示」等、視覚・聴
覚以外に触覚で体感
できる展示解説を行
う。

※（7）スタンプラリーについ
ては行催事4-6-（1）ウに詳細
記載

○
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オ　調査研究に基づ
いた展示
　大学や専門機関・
有識者と協力し、当
財団総合研究所によ
る色材調査やX 線調
査等の学術的な調査
研究に基づいた展示
を行い、首里城の復
元整備や琉球王国の
歴史文化について適
切な資料等を用いて
「首里城復興全体展
示・公開計画」に即
した内容とする。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。

　公園関連事業の成果として、
これまでの調査成果を踏まえ、
財団収蔵資料の染織品につい
て、公園内にてパネル展示を
行った。
　財団所蔵の染織品を蛍光X 線
調査などの科学調査を実施し、
その結果どのような色材（⻩
色：ウコン、石⻩など）を用い
て染織品が染められたのかにつ
いての解説を実施した。

　加えて展示スペースの兼合い
で割愛せざるを得なかった内容
について、首里城ホームページ
上にてオンライン展示会を開催
する事で充実した。

　戦前の首里城を撮影した「首
里城古写真 森政三コレクショ
ン」展（8/4〜30）や平成に復
元された首里城公園の各施設を
紹介する「在りし日の首里城」
展（8/30〜10/18）を開催、復
興に向かう現在の姿と合わせて
見学することができるように、
かつての姿を写真で展示紹介し
た。
　9 月19 日〜10 月31 日まで
首里城公園世誇殿内の大型モニ
ターにて、過去に実施された
「中秋の宴」の映像を上映し
た。
　企画展「泡盛をめぐる歴史と
⽂化展」（10/19〜12/27）では

泡盛が誕生した背景や首里城内
での管理、献上品、祭祀儀礼に
使われていたこと等をガイダン
スホール画像と文章パネル、世
誇殿では映像で紹介した。11月
1日「泡盛の日」に併せて、琉
球王府が泡盛を貯蔵していた銭
蔵を会場にパネル展や泡盛の女
王によるトークショー等を実施
し652人の観覧者があった。
　企画展「首里城のお正月」
（12/28〜1/31）をガイダンス
ホールにて開催。
　画像・⽂章パネルで往時のお
正月や正月に使用される「首里
城正殿三御飾道具」の復元等に
ついて紹介した。

　「首里城の植物 デザイン
『守礼の花道』」展（2/7〜
3/31）をガイダンスホールで行
い、琉球王国時代の美術工芸品
や首里城内の建物に見られる植
物デザインについて紹介した。
　「泡盛展」「お正月展」「植
物展」はHP でも内容を掲載
し、来園困難者にも対応した。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

カ　首里城の復元意
義を踏まえた企画展
の実施
　琉球王国の歴史や
生活儀礼等の独自の
⽂化について、映像
やパネル等による企

画展を開催する。
　また、来園困難者
を対象に、企画展で
使用したパネルデー
タ等をHP でも公開す
る。
　令和6 年度は「泡
盛をめぐる歴史と⽂
化企画展」を世誇殿
で行う。
　沖縄県酒造組合と
連携して、首里城を

中心に発展し日本遺
産にも登録された泡
盛の歴史や⽂化を映

像やパネルを活用し
て紹介する。
　企画展と連動し
て、泡盛が納められ
ていた銭蔵での泡盛
に関するワーク
ショップや試飲、ガ
イドツアー等の行催
事も開催する（国営
公園（無料区域）と
連携）。
　展示にあたっては
制作するパネル・映
像においては振り仮
名及びテロップ・音
声を使用し、様々な
お客様に沿った解説
を行う。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

○

○

－36－



別紙６

4-5-（2）展示及び展覧会記録保存等

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。（ア）豊富な琉球関
係コレクション
　琉球王国時代の歴
史・文化を体感して
もらうため、当財団
所蔵の琉球関係コレ
クションを活用し、
パネル展等で紹介す
るとともに、画像貸
出や県外博物館等か
らの依頼により園外
での展示解説を行
う。

　4月2 日〜6 月30 日の期間
に、沖縄県立博物館・美術館の
博物館常設展示室・美術工芸部
門で、「絹⻩色地枝垂桜楼閣小
鳥⽂様紅型袷衣裳」「木綿緋色
地鶴に松皮菱流水菊⽂様両面紅
型袷衣裳」等6点（展示入替あ

り・のべ点数）の財団所蔵染織
資料を貸出展示した。
　6 月10 日〜7 月10 日にダイ
エーいちかわコルトンプラザ店
とダイエー神戶三宮店で行われ
た「沖縄フェア」に首里城復興

や収蔵品修理に関連するパネル
のデータ・画像を貸出した。
　10 月に沖縄県立芸術大学絵
画専攻から「東アジア伝統絵画
の技術継承と人材育成のための
琉球絵画研究」の画像貸出の申
請があったため、『関羽像』の
画像を貸し出した。
　11 月に知名町教育委員会町
誌編さん室（鹿児島県）から
『沖永良部島 聞き書き選集 知
名町の戦後史（Ⅱ）』に掲載す
るため収蔵品『闘鶏図』を貸し
出した。

・ヒアリング等
により確認し
た。

　沖縄県立芸術大学の共同研究
員から大学紀要掲載のため秘収
蔵品『花鳥図』を貸し出した。
　1 月に沖縄県立芸術大学の教
員から３月放送のNHK８K・BS
『よみがえる首里城 第２章〜
琉球王国の技に挑む』の番組内
で使用するため、『黑漆葡萄栗
鼠沈金八角食籠』画像の貸し出
し申請があり貸出を行った。
　雑誌やＴＶ番組からの要望に
応じて、財団の収蔵品画像を26
件46 点貸し出した。

○

ア 展示品
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　また、製作中の「絹⻩色地梅

楓桜雪輪手鞠⽂様紅型袷衣裳」

および、次年度から複製開始予
定 の「紬⻩色地ちムルドゥッ

チリ袷衣裳」に関して、複製技
術に関するワーキング会議を2
回(5/30、6/11)開催し、製作の
方向性について協議した。協議
の結果、両作品の制作におい
て、熟練技術者と若手技術者に
よるチーム体制を構築し、技術
の継承を図ることが決定され
た。また、全複製工程の記録を
報告書としてまとめ、書籍化し
広く普及する方針についても合
議が得られた。
　これらの成果については、当
財団総合研究所ホームページに
掲載している令和６年度事業年
報の「４．首里城等に関する事
業」の「３．修理・復元」に詳
述しており、修理・復元の進捗
や過程、関連する科学調査結
果、文献資料調査結果、技術研
究の成果等を広く周知してい
る。

（イ）被災資料の修
復
・当財団が設置した
「美術工芸品等管理
検討委員会」からの
提言に基づき首里城
基金にて首里城火災
により劣化した美術
工芸品の修復を行
う。
　修復の過程を展示
解説するとともに、
修復を通して人材育
成も行う。

　前年度に引き続き、被災した
漆器、陶磁器、絵画、書籍、染
織品の熟覧調査および修復を県
内外で実施した。
　修理対象作品は、絵画の「毛
長禧花鳥図（(鷹雀枯木芙蓉
図）」および漆器の「朱漆花鳥
獣箔絵椀」と「黑漆菊花鳥虫七
宝繋沈金食籠」（県指定⽂化
財）。
　また、漆芸分野における修理
技術の人材育成を目的として、
東京芸術大学の講師等を県外か
ら招き、財団職員に対する講義
および実習指導を行った（７
/30〜８/2）。
　これにより、漆器修復技術の
向上と次世代の人材育成に努め
た。
　さらに、漆器修理を行ってい
る修復家が、東京芸術大学の保
存修復専攻および沖縄県立芸術
大学の漆芸専攻の学生に対して
研修会を実施し、修復技術の教
育を行った。
　復元製作においては、昨年度
から継続して、「絹⻩色地梅楓
桜雪輪手鞠⽂様紅型袷衣裳」の
製作を進めている。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

○
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○

○

(5)行催事

指定管理者 委託業者

4-6-（1）毎日実施するプログラム

○

○

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・ＳＮＳでの発信やガイドツアーに
組み込んだことにより、対前年比で
増加している。
・引き続き情報発信に努めるなど、
普及を図る必要がある。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

事業計画

　公園管理における
残存物の屋外展示や
復興展示室の展示内
容及び企画展につい
て記録した『首里城
公園事業年報』を毎
年発行し、多様な首
里城公園の利活用に
ついて普及する。

（現地確認）

・ヒアリング等
により確認し
た。

イ 時報の再現
　歴史衣装を着用し
たスタッフが毎日12
時に東のアザナで銅
鑼を鳴らすととも
に、琉球王国時代の
時間計測方法や時報
について解説する。

　毎日（雨天の日を除く）解説
員が琉球王国時代の時刻計測の
仕組みや伝達に関する解説会を
東のアザナで行った。
　時を告げる銅鑼の音はお客様
から希望者を募り、ハチマチを
被って銅鑼を叩く体験型として
開催した。
　297回9,033人に解説を行っ
た。

　令和6 年度の「首里城公園事
業年報」は、現在作業中で、令
和7 年５月頃に完成を目指し完
成後はHP にて公開を予定して
いる。
　同様に「調査研究年報」も完
成後はHP にて公開を予定して
いる。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・天候不良日を除いて毎日開催とし
たことや園内での案内・YouTubeでの
配信等で観覧者が増加した。
・引き続き利用者のニーズを踏まえ
て普及を図る必要がある。

ア 歴史衣装を着用し
た「御開門式」の開
催
　毎朝の開場時の演
出として、歴史衣装
を着用したスタッフ
が首里城の解説と銅
鑼の合図とともに
「ウケージョー」の
発声をする開門式を
行う。開場後は門番
役のスタッフが門前
に立ち、朝限定の
フォトスポットとな
る。

イ 展覧会記録保存

実施内容
整合性の検証

（ウ）独自のネット
ワークの活用
　独自のネットワー
クを活用し、展示解
説に必要な展示品や
情報等の入手を行
う。

　7月に国王・王妃衣裳製作に
関する調査・委員会を開催し、
沖縄県立博物館・美術館と那覇
市歴史博物館の学芸員、歴史や
染織等の専門家を招き、意見交
換を行った。
　8 月に染織専門家や製作者と
ともに関連作品の熟覧調査を行
い、製作方針を確認するワーキ
ングを10/24、30、3/10 に実施
した。
　9 月に琉球の歴史研究者と共
に、「琉球古地図」の熟覧調査
を行った。

　毎日（荒天の日を除く）奉神
門において開場時間に合わせて
銅鑼どらの合図と「御開門」の
発声で開門を告げる朝の儀式の
再現を実施した。
　儀式の前には解説員による儀
式内容や首里城の概要説明を
行った。
　開場後は門番役のスタッフが
門前に立ち、朝限定のフォトス
ポットとした。
　また、地域の小学生や県内外
の小中学生を対象とした「御開
門式うけーじょー体験会」を、
ゴールデンウィークイベント期
間（5/3、4、5）と夏休みイベ
ント期間（8/4、11、18、
25）、朝市（10/6）、復興祭
（11/2，3，4）、新春の宴
（1/3）計12 日間計３８人の子
供たちが御開門式を体験した。

 現状分析・課題
（事業報告書）

実施主体
(該当者に○印)
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○

4-6-（2）年間を通じて実施する行催事

○

○

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　上半期は沖縄県立芸術大学と
連携し、学生による「琉球音楽
演奏会」を夏休み体験イベント
期間中の8 月11 日と18 日の2
日間、世誇殿内で実施した（観
覧者962 人）。
　下半期は学生による「琉球芸
能の宴」を新春の宴期間中の1
月1 日に系図座・用物座（観覧
者1,359 人）で実施した。
　また、沖縄県酒造組合とは、
11 月1 日の「泡盛の日」に合
わせた泡盛普及のためのパネル
展示を11/1~3 に行い(来場者
652 人)、泡盛の女王ミニトー
クを11/3 に実施(来場者43 人)
した。
　さらに、春の御城まつりで
は、那覇伝統織物事業協同組合
と連携し首里織ワークショップ
実施した（参加者数４０人）。
　また、はた織を2 台設置し首
里織職人の実演を披露した。

・良好に実施できている。
・HPでの告知や、守礼門の看板によ
る案内により、周知が図られ対前年
比で増加している。
・復元工事の進捗に応じて、内容変
更を検討する必要がある。

ア 琉球王国の歴史文
化発信
　首里城を起点に発
展した琉球王国の歴
史・文化を体験する
ことで、より深い沖
縄の魅力を“再発
見”する機会を創出
する行催事を行う。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

ウ デジタルスタンプ
ラリーの実施
　周遊性を高めるこ
とを目的に、デジタ
ルスタンプラリーを
実施し、公園全域を
巡って学べる場を提
供する。

イ　大規模催事
　首里城公園二大催
事として「首里城復
興祭」と「新春の
宴」を実施する。国
営公園（無料区
域）、県営公園と連
携し復元整備の進捗
に柔軟に対応しなが
ら再現儀式の一部紹
介や、国王・王妃の
出御等を行う。

　7月28 日に「国王・王妃選出
大会」、8 月15 日に「国王・
王妃認定証授与式」を開催。
　10 月17 日には首里城復興祭
のPR として那覇市役所で記者
会見を実施し、広報強化を図っ
た。
　11 月2 日の「琉球王朝絵巻
行列」では約400 人が国際通り
を練り歩き、新企画一般参加型
の「いちゃりばちょーでー隊」
38 人による手踊りも披露し
た。
　行列終了後に連携イベント
「うむいの燈プロジェクト」の
ランタンウォークを受け入れ、
実施した。
　翌3 日の「琉球王朝祭り首里
古式行列」を実施したほか、琉
球古典芸能を披露し、歴史と⽂
化の魅力を発信した。
　新春の宴1 月3 日に朝拝御規
式の一部として「国王・王妃出
御」を奉神門で実施し1,284 人
が観覧した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　デジタルスタンプラリー（守
礼門、歓会門、龍樋、広福門、
見学デッキ、原寸場見学エリ
ア、素屋根見学エリア、世誇
殿、西のアザナ計9 か所）を実
施し、園内を周遊することによ
り首里城に関する豆知識やクイ
ズを通じて楽しく学べる場の提
供に努めた。（年度実績：
84,877 件）
　また、スマートフォンを持っ
ていない方でも楽しめる「重ね
捺しスタンプラリー」を世誇
殿、首里杜館２箇所、系図座・
用物座に設置し、周遊性を高め
有料区域への誘客促進、満足度
向上を図った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・良好に実施できている。
・有料区域でのイベント実施を行う
など、有料区域への入場に繋がるよ
う取り組まれている。

－40－



別紙６

○

○

・良好に実施できている。
・イオンワンパーセントクラブと連
携し、県外でパネル展示等を行うな
ど、県内のみならず県外においても
首里城復興への継続的な関心に繋げ
るための取り組みがなされている。

　イオンワンパーセントクラブ
と連携し、11 月23〜24 日石川
県イオンモール白山、2 月22〜
23 日東京都イオンモール日の
出、3 月15〜16 日愛知県イオ
ンモール常滑、3 月23〜24 日
群馬県イオンモール太田へ当財
団職員を派遣し、パネル展示と
端材を活用したワークショップ
を実施した。
　また常滑会場および太田会場
では、復興に携わる職人のワー
クショップ「かんな削り体験」
も同時開催した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

ウ　調査研究に基づ
く祭祀儀礼の紹介
財団がこれまで積み
重ねてきた首里城に
関する祭祀儀礼等の
調査研究成果を基に
再現された「中秋の
宴」「朝拝御規式
（正月儀式）」「百
人御物参(ももそおも
のまいり)」等の行催
事をそれぞれの時期
に合わせて世誇殿に
て映像により紹介す
る。
　また、首里城火災
以前の煌びやかな再
現儀式を紹介するこ
とで、正殿復元の関
心・期待感を高め
る。

　9 月19 日より10 月31 日ま
での予定で首里城公園世誇殿内
の大型モニターにて、過去に実
施された「中秋の宴」の映像を
上映した。
　1 月1 日〜31 日「朝拝御規
式（正月儀式）」、2 月15 日
〜3 月31 日 「百人御持参」の
行催事について過去に実施され
た際の記録映像を世誇殿大型モ
ニターで上映した。
　「首里城の祭祀儀礼」をテー
マに首里城講座を開催し、11
月16 日は（株）国建の研究
員、11 月23日は沖縄県立博物
館・美術館学芸員、11 月30 日
は那覇市歴史博物館学芸員に講
師を依頼し、12 月14 日は財団
学芸員が担当し講座を行った

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

エ　見せる復興関連
プログラム
　首里城復興への継
続的な関心につなげ
るため、復元整備や
美術工芸品の修復に
携わる職人による
ワークショップや復
元整備現場の見学ツ
アー等を開催する。
　実施にあたって
は、復元・復興の進
捗に合わせてプログ
ラムやツアー内容を
設定し、平成の復元
と令和の復元との違
い等をわかりやすく
伝える。

　清水建設と読売新聞社と連携
し、首里城火災で被災した美術
工芸品の修理現場や技術を次世
代に伝えるためのプログラム
「沖縄未来コンサバターズ」を
7 月に開催した。
　このプログラムでは、首都圏
と沖縄の高校生16 人が琉球漆
器の修理現場を見学し、伝統技
術の理解を深める機会を提供し
た。
　また、夏休みイベント期間中
には、木材倉庫・加工場・原寸
場、素屋根をルートに含めて実
施した「サンセットガイドツ
アー」を実施し、現在の復興の
様子を伝えた。（参加者51
人）

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。
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・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・地域の意見交換を通じて新たなプ
ログラム実施や有料区域への誘客促
進策を実施するなど、県民利用促進
が図られている。
・引き続き地域意見を取り入れ、連
携して行催事を実施することで、利
用促進に繋げる必要がある。

　月に1 回城南小学校のまちづ
くり協議会及び、首里まちづく
り研究会、首里振興会、沖縄県
都市公園課・首里城復興課、ダ
ブルツリーbyヒルトン那覇首里
城、地域の店舗主からなる首里
の朝市実行委員会等と意見交換
会を開催し、公園情報の提供、
また公園の運営についても意見
交換を行った。
その意見交換会の中で、新たな
夜の魅力として首里で楽しむ酒
「酔い・宵い」の実施、春の御
城まつりの新規プログラムとし
て
①機織りワークショップ　那覇
伝統織物事業協同組合・
SUIKARA
②酒都さんぽ　NPO法人首里ま
ちづくり研究会
③町の記憶展　NPO法人首里ま
ちづくり研究会
の新規プログラムのイベントを
実施することができた。

　ゴールデンウィークには首里
振興会と連携して龍潭でこいの
ぼりを掲揚したほか、ゴールデ
ンウィークイベントや夏休みイ
ベント、新春の宴、春の御城ま
つりでは首里地域の小中学生に
よる子ども御開門式を計12 回
計３８人の子供たちが御開門式
を体験した。
　3 月22・23 日で実施した
「春の御城まつり〜手作り市
〜」では「首里の朝市」や「飯
フェス」と連携し、初の試みと
して有料区域への誘客を目的と
した『春の御城まつりキャン
ペーン』を実施し、地域と公園
の回遊性を高め、相互活性化を
図った。キャンペーンによる端
材コースタープレゼントの数
は、22 日（土）が27 人、23
日（日）が101 人であった。

オ　地域連携行催事
　首里地域の団体や
住民との定期的な意
見交換会を通して、
地域の行催事等を連
携して開催すること
で、県民利用を促進
する。

○
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(6)売店営業等業務

指定管理者 委託業者

4-7-（１）物販施設等

○

○

ウ 地域と密着した商品開発と販売

○

ア 首里城公園に相応
しい商品販売
 首里城公園のミュー
ジアムショップに相
応しい、美術工芸品
等のデザインを活用
したミュージアム
グッズや首里城等を
モチーフとしたオリ
ジナル商品を開発・
販売する。
 また、首里城復元へ
の想いに寄り添い、
首里城未来基金や首
里城基金への売上の
一部を寄付する商品
を販売する。

　首里城公園のミュージアム
ショップに相応しい、美術工芸
品等のデザインを活用した御城
印帳（中山門図）などのミュー
ジアムグッズやや復興中の首里
城をデザインしたトートバッグ
をオリジナル商品として開発・
販売した。
　当財団所有の美術工芸品「黑
漆牡丹唐草螺鈿提重」の模様を
デザインに活用した缶入り飴商
品（11月〜）と、正殿御差床に

描かれた龍と火焔宝珠をモチー
フにした定規（10 月〜）を販
売開始した。
　また、首里城復元への想いに
寄り添い、首里城未来基金や首
里城基金への売上の一部を寄付
する商品を29 アイテム（R5 年
度）から31 アイテム（前年度
より２アイテム増）に拡充して
販売を実施した。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

イ 第二の展示場とし
ての店舗作り
 当財団所有の美術工
芸品デザインを活用
したミュージアム
グッズを開発・販売
することで単なる商
品の売り場ではな
く、販売活動を通し
て美術工芸品への理
解を深め、学びを提
供する第二の展示場
としての役割を担う
店舗作りを行う。

　販売活動を通してミュージア
ムグッズの「御城印帳」のデザ
インに活用された美術工芸品へ
の理解を深め、学びを提供する
キャプションを設置した。
　沖縄の焼き物の売り場を拡充
し、焼き物の歴史や各工房の特
徴をPOP で紹介することで美術
工芸品への理解を深め、学びを
提供する第二の展示場としての
役割を担う店舗作りに努めた。
　当財団所有の美術工芸品「黑
漆牡丹唐草螺鈿提重」の模様を

デザインに活用した缶入り飴商
品の売場に解説POP を設置し
た。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

（ア）歴史、文化担
い手の育成
 染織や漆器等の伝統
工芸品に携わる若手
職人の作品を販売す
ることで、担い手の
育成に取り組むとと
もに文化振興や産業
振興に寄与する.

　首里染織館suikara および琉
球びんがた事業協同組合とのコ
ラボによる「琉球びんがた御城
印」を販売した。
　地域と密着した商品開発とし
て、修学旅行生向けに首里城ガ
イドを行っている興南中・高校
アクト部と連携し、修学旅行生
向けの商品開発プロジェクトを
開始した。令和7 年度中に新商
品を開発し販売予定。
　正殿の瓦を製作した瓦職人と
コースター等の新商品開発を進
めた。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
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○

エ 安全・安心な商品管理、快適な購買環境の提供

○

○

○

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

（ア）安全衛生管
理・品質管理
 食品衛生関係法令に
基づきHACCP の考え
方を取り入れた衛生
管理を適切に実施す
る。

　安全衛生管理計画を定め、そ
の定めに基づき、食品類の仕入
れ・補充の際は賞味期限等を確
認し、衛生管理及び安全管理を
徹底し事故の防止に努め、軽食
等を保存する冷蔵庫は、1 日4
回温度をチェックし、その記録
を保管し月報で毎月報告を行っ
た。冷蔵庫温度管理は、11月20
日の女官居室のレイアウト変更
以降は実施無し。
　また9 月8 日に沖縄美ら海水
族館で起きたアレルギー事故を
受けて、女官居室を含め首里城
公園内で提供している飲食物の
アレルギー表示の一⻫点検を

行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・他施設の事例を受け、一斉点検を
実施するなど、適切に衛生管理を実
施している。

（ウ）多能な決済
ニーズへの対応
 非接触型キャッシュ
レス決済等を推進
し、誰もが快適に利
用できるサービスを
提供することで、ス
ムーズな精算により
レジ前での混雑緩和
を図る。

（イ）琉球菓子詰合
せセットの制作・販
売
 沖縄の伝統的な食文
化のひとつである琉
球菓子の保存・普及
啓発を目的として、
各銘菓店の代表的な
琉球菓子を集め、琉
球菓子詰合せセット
として販売を行うこ
とで地域ブランド向
上に寄与する。

　沖縄の伝統的な食⽂化のひと
つである琉球菓子の保存・普及
啓発を目的として、各銘菓店の
代表的な琉球菓子を集めた琉球

菓子詰合せセットの宝石箱
（5,500 円）を販売し地域ブラ
ンドの向上に努めた。
　売り場では本商品が令和5 年
度沖縄県優良県産品事業 (一般
部門)に最優秀賞を受賞したこ
とをPOP でアピールした。
　また、本シリーズの低価格帯
商品として菊型ちんすこう
（1,000 円）を販売した。（10
月〜）

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

（イ）販売士資格者
等による接客・販売
 販売士やサービス接
遇等の有資格者を店
舗に配置し、豊富な
商品知 識や接遇によ
り、お客様へ的確に
商品提供するととも
に、正確・迅速・丁
寧な接客を心掛けた
サービス を提供す
る。

　販売士やサービス接遇等の有
資格者を店舗に配置し、豊富な
商品知識や接遇により、お客様
へ的確に商品提供するととも
に、正確・迅速・丁寧な接客を
心掛けたサービスを提供した。
　3 月に1名が販売士2級に合格
た。

・良好に実施できている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。　非接触型キャッシュレスによ
る決済システムを運用し、誰も
が快適に利用できるサービスを
提供することで、スムーズな精
算と混雑緩和に努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。
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○

4-7-（２）飲料自動販売機の管理

○

4-7-（３）その他事業

○

　オリジナルT シャツの外装袋
を一般的なビニール袋ではなく
バイオマス袋を使用し、SDGs
で求める持続可能な社会の実現
に取り組んだ。
　包装資材の事業者と情報交換
を行い、プラスチックの削減に
向けて引き続き検討した。
　5 月に販売開始したマグネッ
トにはバイオマスの外装フィル
ムを使用した。
　11 月に販売開始した刺繡タ
オルはオーガニックコットン使
用とし、包装もビニール袋では
なく紙製の帯とした。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　利用者が安全かつ
快適に利用できるよ
う安全面、衛生面、
機能面に留意する。
　災害時にも対応す
る飲料自動販売機を
設置し、品質衛生管
理を徹底するととも

に、お客様のニーズ
に合わせた商品を適
宜入れ替えることで
快適な公園利用に貢
献する。
　商品に賞味期限切
れがないよう、商品
補充時に商品の賞味
期限確認を行い、四
半期ごとに賞味期限
確認書を当財団担当
職員に提出する。ま
た、不定期に当財団
からの申し入れに応
じ、賞味期限検査
（確認）を実施す
る。

　自動販売機周辺には空き缶
やペットボトルの専用回収ボッ
クスを設置し、適切に処理し
た。
　素屋根見学エリアは半屋外で
あるため、熱中症予防のためス
ポーツドリンクやお茶を充実さ
せた。
　賞味期限切れの商品を販売し
ないよう、自販機事業者が商品
補充時に商品の賞味期限確認を
行うとともに、四半期ごとに賞
味期限確認書を当財団担当職員
に提出した。
　賞味期限検査（確認）には当
財団担当職員が不定期で立会い
を行った。

・概ね良好に実施できている。
・不定期に実施する賞味期限検査に
ついては、実施間隔が空きすぎない
よう実施する必要がある。

ア　郷土菓子の体験
サービス
 行催事に連動して
「ムーチー」や 「チ
ンビン」など沖縄の
郷土菓子を食体験で
きる有料サービスを
提供する。

　11 月の首里城復興祭および1
月の新春の宴イベントに合わせ
て、ミュージアムショップ球陽
内で沖縄の郷土菓子であるムー
チーとかるかんを販売した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。（エ）脱プラスチッ
ク社会の推進：エコ
素材や再生素材等、
環境保全に配慮した
商品・資材を取り扱
うことにより SDGs
で求める持続可能な
社会の実現に取り組
む。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。
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(7)広告宣伝・誘客促進営業活動業務及び利用促進計画業務

指定管理者 委託業者

4-8-（1）利用促進

ア　県民の利用促進

○

○

○

○

　沖縄県内の小中学校の児童・
生徒が首里城について学ぶ機会
を創出することを目的に、入場
料を免除（財団負担）する郷土
歴史⽂化学習事業を実施した。
（利用実績：79 校3,773 人）

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

　オンラインチケットと首里城
のお土産「パスケース」を組み
合わせたセット商品を3 月15
日〜3 月30 日に販売し、49
セットの利用があった。

・ヒアリング等
により確認し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・利用者ニーズを踏まえ、販売期間
や販売数を検討する必要がある。

（ア）入場料県民割
（70 歳以上無料・70
歳未満の団体料金適
用）

　県在住で70 歳以上の利用者
を無料入場で対応した。また、
70 歳未満の県民割引を11/2〜

11/4、1/1〜1/3、1/14 に実施
した。※70 歳以上利用実績：
5,336 人。70 歳未満利用実
績：5,696 人。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

(イ）年間パスポート
利用促進

　1年間に何回でも入場できる
「年間パスポート」を販売し、
リピーター客を獲得することで
公園の利用促進を図った。（下
期販売枚数：1,396 枚、年度販
売枚数：2,585 枚）
　復元工事の進捗に合わせ「木
組み」デザインから2025 年1
月に漆塗りのデザインに変更
し、更なる年間パスポート利用
者拡充を図ることができた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　沖縄都市モノレールと連携
し、モノレール1 日または2 日
乗車券を持参した利用者へ団体
料金適用を行った。（下半期利
用実績：18,978 人、年度利用
実績：32,577 人）

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・今後の入場者数増に伴う、混在対
策のためにも沖縄都市モノレールと
の連携を図る必要がある。

（エ）県内小中学生
対象の郷土歴史文化
学習事業の実施

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

○

イ　予約サイトを活
用した土産等のセッ
ト販売サービス
 インターネット上で
販売するオンライン
チケットとのセット
でお土産を販売する
サービスを実施す
る。案内ガイドや呈
茶サービスなど多様
な組み合わせによる
商品造成を行うこと
により、お客様の
ニーズに対応するこ
とで利便性と満足度
向上に取り組む。

（ウ）沖縄都市モノ
レールと連携した入
場料割引
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○

○

○

（オ）首里城公園友
の会との連携

　首里城公園内で、会員以外の
一般も対象に「親子向け首里城
見学会」を開催し（8/12、参加
者22 人）、歴史の専門家と建
築の専門家による「日暮れから
の首里城見学会」（9/28、参加
者18 人）を実施した。
　また、琉球料理「美榮」を会
場に、「泡盛今昔―食⽂化・琉
球料理・酒―」講座（8/31 参加

者11 人）、「『美榮』の建築
と沖縄の伝統的木造建築」講座
（参加者10 人）を開催した。
　3 月20 日おきみゅーを会場
に「球陽の編集とその意義」に
ついて講演会に67 人が参加し
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

(カ)地域団体と連携
した行催事の開催
（御城まつり等）

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　首里地域の小中学生が御開門
式を体験する子ども御開門式を
ゴールデンウィークイベント期
間や夏休み期間イベント、新春
の宴、春の御城まつりで12 回
38 人参加した。8 月26 日に
「仮装で明るい登校を見守る
日」（城西小・PTA・スクール

ゾーン委員会共催）に参画し、
里之子君の着ぐるみが夏休み登
校初日の子どもたちを出迎え
た。
　また春の御城まつりでは首里
の朝市や首里こども旗頭、サン
ゴ染め体験、首里織はた織ワー
クショップ、ミツバチ教室、ま
ちの記憶展など地域と協力・連
携したプログラムを実施した。
　「首里の朝市」や「飯フェ
ス」と連携し、初の試みとして
有料区域への誘客を目的とした
『春の御城まつりキャンペー
ン』を実施。地域と公園の回遊
性を高め、相互活性化を図っ
た。キャンペーンによる端材
コースタープレゼントの数は、
22 日（土）が27 人、23 日
（日）が101 人であった。

　学芸員が要請のあった4 月18
日に城南小学校、11 月7 日に
名護特別支援学校、11 月20 日
に那覇市立城北小学校、12 月
19 日に糸満市立米須小学校大
度分校へ赴き、出張講座として
4校208 人を対象に、琉球王
国・首里城の歴史⽂化について
の授業を行った。
　「首里城の祭祀儀礼」をテー
マに首里城講座を開催し、11
月16 日は（株）国建の研究
員、11 月23 日は沖縄県立博物
館・美術館学芸員、11 月30 日
は那覇市歴史博物館学芸員に講
師を依頼し、12 月14 日は財団
学芸員が担当し講座を行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

（キ）県内小中学校
への出張講座や一般
向け首里城講座の開
催

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。
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○

○

○

イ　多様なお客様の利用を促す対応

○

　沖縄県立芸術大学の学生によ
る「琉球音楽演奏会」を夏休み
体験イベント期間中の8 月11
日、18日の2 日間世誇殿内にて
実施した（観覧者962 人）。
　同様に「琉球芸能の宴」を新
春の宴期間中の1月1 日に系図
座・用物座にて実施した
（1,359 人）。

（コ）城郭ライト
アップやスタンプラ
リーの実施

　城壁ライトアップについて
は、夜の雰囲気づくりの一環と
して、日没から午前0 時まで城
壁ライトアップ点灯を行うとと
もに、HP 等でお知らせし、首
里城公園の魅力ある夜間景観の
形成を行った。
　デジタルスタンプラリー（守
礼門、歓会門、龍樋、広福門、
見学デッキ、原寸場見学エリ
ア、素屋根見学エリア、世誇
殿、西のアザナ計９か所）及
び、重ね捺しスタンプラリー
（首里杜館、系図座・用物座、
世誇殿、計4 カ所）を実施し
た。
※詳細は4-6-（1）ウに掲載

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　障がい者、子ど
も、高齢者、外国人
等すべてのお客様が
快適に過ごせるよ
う、ユニバーサル対
応を実施し、情報発
信することで多様な
お客様の来園を促進
する。

　多様なお客様が公園を快適に
ご利用いただけるよう、ホーム
ページでバリアフリーに関する
情報を発信するとともに、バリ
アフリー対応コースの案内や、
必要に応じて車椅子の介助な
ど、利用者の視点に立ったサ
ポートを行った。
　また、電動車椅子や手動車椅
子、杖などの移動補助器具を無
料で貸し出し、園内各所に「ほ
じょ犬」ステッカーを掲示し
て、盲導犬や介助犬への理解促
進にも努めた。
　また、園内リーフレットもユ
ニバーサルデザインフォントお
よびピクトグラムを使用し、見
やすさ、読み取りやすさを意識
したデザインとしている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・良好に実施できている。

（ク）首里城復興モ
デルコースの設定

　「見せる復興」のコンセプト
を基に、首里城及び周辺地域へ
の周遊の促進を目的とした「首
里城復興モデルコース」を設定
しHP に掲載した。
　園内を短時間で周遊するコー
スや、有料区域及び周辺地域を
巡るコースなど４つのコースを
設け、復興の PR や理解促進、
首里地域の情報を併せて発信し
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。

（ケ）県内学生（芸
大・首里高等）と連
携したコンサート
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ウ　混雑緩和策の実施による利用促進

○

エ　HP・SNSの利用

　これまでの実績か
ら予想した多客日や
大規模な混雑が予測
されるイベント実施
時には、HP での混雑
予想案内の事前告知
や公共交通機関の積
極的な利用案内等に
より施設利用の平準
化を図り、混雑によ
る来園機会の損失減
少を図る。

　電光掲示板で駐車場の満空表
示を行ったほか、HP やチラシ
に公共交通機関情報を掲出し周
辺道路の渋滞混雑緩和に努め
た。
　また、イベント時にはスタッ
フを増員して配置するととも
に、警備員の巡回強化などを対
応した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　HP では、「見せる復興」に
関して、宮大工のインタビュー
動画を掲載した。行催事を開催
の約１〜２ヶ月前にHP に掲載
することで旅前等に確認できる
ようにした。
　また、行催事終了後もイベン
ト情報のページを継続公開する
ことで、今回参加できなかった
方や来年度以降の旅行を検討し
ているお客様へ提供し旅行の動
機づけになるよう努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・SNSの利用分析を行い、効果的な情
報発信が図られている。
・引き続き利用分析を継続し、より
効果的な情報発信に努めること。

　HPでは「見せる復
興」の詳細な様子や
行催事情報などを随
時更新し、お客様が
園内で楽しめる展
示・催事・サービス
への情報を得やすく
する。HPでは年間ス
ケジュールなども掲
載することで、年間
で首里城へ来園する
計画をたてやすくす
る。SNSの活用では時
宜にあったネタを画
像や動画と合わせて
投稿し、県内外の幅
広い層に「見せる復
興」を発信する。
HP・SNSは目標の設定
と分析を定期的に行
い、効果的な投稿を
する。

○

　SNS では、行催事の告知をHP
と併せて発信したほか、正殿復
元工事の進捗状況については、
解説付きのSNS 投稿やショート
動画で紹介することで、首里城
の“いま”を学べる情報発信に
努めた。
　また、毎月、SNS
（Facebook、Instagram、X）の
投稿反響を確認し、写真加工ア
プリやショート動画（リール動
画）を活用することで、効果的
な情報発信を行った。
　Facebook とInstagram では
広告配信を通じてリーチ数およ
びフォロワー数が増加。
　特にフォロワー数の増加が顕
著なInstagram では、リール動
画による訴求の促進やハイライ
トの活用により、新規ユーザー
へのアプローチを強化するな
ど、運用の改善に取り組んでい
る。
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4-8-（2）関係機関連携

ア　沖縄県・観光機関・旅行業者等との連携

（ア）県内の観光機関・旅行業者・施設との連携

○

○

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。　4 月2 日〜6 月30 日の期間
に、沖縄県立博物館・美術館の
博物館常設展示室・美術工芸部
門で、「絹⻩色地枝垂桜楼閣小
鳥⽂様紅型袷衣裳」「木綿緋色
地鶴に松皮菱流水菊⽂様両面紅
型袷衣裳」等6 点（展示入替あ
り・のべ点数）の財団所蔵染織
資料を共催展示した。
　７月13 日〜９月16 日の明和
電機ナンセンスマシーン展にお
いて、広報動画やイベントで出
演協力し、首里城復興祭のPR
を行った。
　11/19 から沖縄県立博物館・
美術館にて令和6 年度首里城パ
ネル展「復元と修理〜首里城復
興と被災資料の保存〜」を開催
し、被災資料の修復と修理につ
いて紹介した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

　OCVB と連携し7 月20 日、21
日に神戶で開催された「どさん
こしまんちゅフェスティバル」
にて首里城公園のリーフレット
を配布した。

　また、OCVB が主催する「沖
縄MICE 人材育成セミナー」
「沖縄MICE 商談会（大阪、名
古屋、東京会場」や万国津梁館
による施設見学ツアーに参加
し、旅行社のMICE 担当者や観
光業界関係者との交流を深めた
ほか、首里城公園でのMICE 誘
致をPR した。

b　旅行業者と「見せ
る復興」を意識した
質の高い商品を造成
する。団体の取り扱
いが多い旅行業者と
連携し、有料区域の
入場促進を目的に正
殿復元整備工事の端
材を活用に取組む。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

○

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　定期観光商品HIS 沖縄「美ら
バス」や㈱セルリアンブルー
「オープントップバス」、正殿
端材を活用したノベルティを製
作し、阪急交通社と連携して見
せる復興を取り入れた商品造成
及び販売を行った。（下半期利
用実績：5,422 人、年度利用実
績：8,997 人）

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

c 沖縄県立博物館・
美術館と連携した企
画展示や、催事を計
画し、相互誘客を図
る。

a　沖縄県・OCVB実施
のPR事業に参加協力
し、本施設の魅力を
伝え、誘客を実施す
る
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（イ）那覇市や観光協会、周辺事業者との連携

○

○

○

（ウ)県外関連機関との連携

〇

c　県内城郭施設と連
携して城郭巡りやプ
ロモーションを展開
し、相互誘客を図
る。

・良好に実施できている。

a　那覇市観光協会と
連携し、「那覇まち
まーい（那覇のまち
をガイドと巡るツ
アー）」での本施設
を含むガイドツアー
のコースを設定す
る。

　那覇市観光協会と日頃から連
携し、那覇まちまーいの人気ガ
イドツアーコースとして「首里
城物語り」等が設定・運営いた
だいた。

　沖縄都市モノレールと連携し
て、入場料割引を実施し周遊促
進を図った。（利用実績：
32,577人）

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

a 県外自治体・県外
旅行業者等企業と連
携し、本施設の魅力
をPRする

　県外のイオンと連携し、6 月
に全国各地のイオン・ダイエー
店舗（関東エリア、近畿エリ
ア）で開催された「沖縄フェ
ア」にて、首里城復興の様子を
伝えるパネル展示や首里城公園
のリーフレットおよびノベル
ティグッズを配布し、首里城公
園をPR した。
　7 月20 日〜21 日の2 日間に
わたり、神戶で開催された「ど
さんこしまんちゅフェスティバ
ルwith神戶・三宮で、首里城公
園ブースを出展。パネル展示や
解説員による「見せる復興」の
解説、首里城公園リーフレット

の配布を行った。
　9 月26 日〜29 日に東京都で
行われた「ツーリズムEXPO
ジャパン2024」に参加し、首里
城公園をPR した。また、首里
城公園と会場をオンラインで繋
ぎ、解説員による「復元工事エ
リア」のオンラインツアーを会
場で実施した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　12 月21 日〜22 日に開催さ
れた「お城EXPO 2024」におい
て、沖縄県・OCVB・地域自治体
等と連携し、沖縄観光PR の主
要施設として、正殿復元工事の
最新情報や歴史・⽂化のPR お
よび情報発信を強化した。
　また、来場者に沖縄ブースを
巡ってもらうための企画とし
て、OCVB や県内の他城郭（グ
スク）との連携により、各グス
クに関するクイズラリーを実施
した他、沖縄県立博物館・美術
館の山本主任学芸員を招いた県
内ブース巡回ツアーを実施し
た。
　本ツアーを通じて、各城郭の
歴史的価値や魅力を伝える情報
発信を実施した（ブース来場者
数 約2,000 人）。

・良好に実施できている。

b　沖縄都市モノレー
ルと連携し、入場料
割引を実施すること
で周遊を促進する。

・良好に実施できている。・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。
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・良好に実施できている。b　お城EXPOに出展
し、首里城公園への
興味関心の拡大と利
用促進を図る。

　12 月21 日〜22 日に開催さ
れた「お城EXPO 2024」におい
て、沖縄県・OCVB・地域自治体
等と連携し、沖縄観光PR の主
要施設として、正殿復元工事の
最新情報や歴史・⽂化のPR お
よび情報発信を強化した。
　また、来場者に沖縄ブースを
巡ってもらうための企画とし
て、OCVB や県内の他城郭（グ
スク）との連携により、各グス
クに関するクイズラリーを実施
した他、沖縄県立博物館・美術
館の山本主任学芸員を招いた県
内ブース巡回ツアーを実施し
た。
　本ツアーを通じて、各城郭の
歴史的価値や魅力を伝える情報
発信を実施した（ブース来場者
数 約2,000 人）。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

〇

　イオンワンパーセントクラブ
と連携し、11 月23〜24 日石川
県イオンモール白山、2 月22〜
23 日東京都イオンモール日の
出、3 月15〜16 日愛知県イオ
ンモール常滑、3 月23〜24 日
群馬県イオンモール太田へ当財
団職員を派遣し、パネル展示と
端材を活用したワークショップ
を実施した。
　また常滑会場および太田会場
では、復興に携わる職人のワー
クショップ「かんな削り体験」
も同時開催した。
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（ア）協働しての行
催事実施
　首里杜地区まちづ
くり団体連絡協議会
との定期的な意見交
換会を開催し行催事
の企画・運営を共同
で実施する。

　月に1 回城南小学校のまちづ
くり協議会及び、首里まちづく
り研究会、首里振興会、沖縄県
都市公園課・首里城復興課、ダ
ブルツリーbyヒルトン那覇首里
城、地域の店舗主からなる首里
の朝市実行委員会等と意見交換
会を開催し、公園情報の提供、
また公園の運営についても意見
交換を行った。
その意見交換会の中で、新たな
夜の魅力として首里で楽しむ酒
「酔い・宵い」の実施、春の御
城まつりの新規プログラムとし
て
①機織りワークショップ　那覇
伝統織物事業協同組合・
SUIKARA
②酒都さんぽ　NPO法人首里ま
ちづくり研究会
③町の記憶展　NPO法人首里ま
ちづくり研究会
の新規プログラムのイベントを
実施することができた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・地域の意見交換を通じて新たなプ
ログラム実施や有料区域への誘客促
進策を実施するなど、県民利用促進
が図られている。
・引き続き地域意見を取り入れ、連
携して行催事を実施することで、利
用促進に繋げる必要がある。

c　「城びと」等の城
郭ファンが集うサイ
トを通じた情報発信
を行う。

イ　地域連携

「城びと」のWEB サイトでは、
夏休み体験イベント、首里城復
興祭、新春の宴のPR を行っ
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　ゴールデンウィークには首里
振興会と連携して龍潭でこいの
ぼりを掲揚したほか、ゴールデ
ンウィークイベントや夏休みイ
ベント、新春の宴、春の御城ま
つりでは首里地域の小中学生に
よる子ども御開門式を計12 回
計３８人の子供たちが御開門式
を体験した。
　3 月22・23 日で実施した
「春の御城まつり〜手作り市
〜」では「首里の朝市」や「飯
フェス」と連携し、初の試みと
して有料区域への誘客を目的と
した『春の御城まつりキャン
ペーン』を実施し、地域と公園
の回遊性を高め、相互活性化を
図った。キャンペーンによる端
材コースタープレゼントの数
は、22 日（土）が27 人、23
日（日）が101 人であった。

○
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○

ウ　国営公園との連携

○

（イ）広報

○

○

・良好に実施できている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。　夜の雰囲気づくりの一環とし
て、日没から午前0 時まで城壁
や国営公園区域内の建物の一部
をライトアップした。
　また、国営公園地区内、県営
公園も含めた園内全域にわたる
デジタルスタンプラリー（守礼
門、歓会門、龍樋、広福門、見
学デッキ、原寸場見学エリア、
素屋根見学エリア、世誇殿、西
のアザナ計９か所）や重ね捺し
スタンプラリー（首里杜館、系
図座・用物座、世誇殿、計4 カ

所）のほか、ガイドツアーなど
の日常的な利用プログラムを行
い、公園の魅力向上に努めた。

（ア）利用プログラ
ム
・城郭ライトアップ
やスタンプラリー等
の日常的な利用プロ
グラムや体験会等の
学習要素の高い行催
事を国営公園も含め
た公園全体で実施す
る。

（イ）会合参加
　首里自治会長定例
会等の地域団体の会
合に随時参加し、首
里城復元・復興に係
る情報提供や公園内
の行催事等を広報す
る。

７月と８月の首里地区自治会長
連絡協議会に県および国と参加
し、首里城復興の進捗や整備状
況、行催事の広報を行うとも
に、自治会長向け正殿復元現場
内部公開の案内などを対応し
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

a　施設や行催事等の
広報は、国営公園の
情報を含め一体的に
情報を発信する。

　公園情報や行催事の広報は、
国営及び県営公園も含め一体的
な情報発信を行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

b　国営公園も含めた
一体的なHPやSNS、各
種広報物を活用し
て、時間別入場者予
測（混雑状況）等お
客様へ利便性の高い
情報を発信する。

　熱中症予防対策や来園前の留
意事項、駐車場の運用方法の変
更等各種情報を、国営及び県営
公園も含めて一体的にHP やSNS
などの広報媒体によりお知らせ
した。時間別入場者予測（混雑
状況）の情報発信について、特
定のイベント時を除いては日常
的に混雑が発生していない状況
を踏まえ、周辺道路の混雑が予
想される大型イベント（首里城
復興祭や新春の宴など）に、
ホームページやチラシ、SNS を
通じて、公共交通機関の利用を
呼びかけている。
　また、首里城復興祭の際に
は、県内両紙に交通規制に関す
る広告を掲載し、周知を図っ
た。
　２月からは沖縄県によりシス
テムが改修され、首里杜館駐車
場の満空情報をHP に掲載し
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。
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エ　安全管理・利用サービス

○

○

4-8-（3）海外誘客

ア　プロモーション

○

○

○

イ　受け入れ対応

○

　公園内の各案内所において、
国営公園区域を含めた公園施設
の案内やパンフレット配布のほ
か、「スタンプラリー」を紹介
した。
　また、公園周辺地域の観光情
報や地元の魅力的なスポット等
各案内所でご案内し、お客様へ
公園の利用促進及び周辺地域の
情報共有に努めた。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。

（ア）行催事実施時
は国の運営維持管理
業務受託者と連携
し、お客様へ安全・
快適な利用環境を提
供する。

　行催事実施時又は混雑が予測
される場合は、国営区域の警備
員と連携し下之御庭の混雑状況
を適時共有し、混雑が解消され
る間は巡視警備員を臨時的に配
置する等、雑踏事故の防止に努
めた。

（ウ）オンラインチ
ケット販売
　海外で事前に入場
券が購入出来るよう
に、旅行業者等と連
携したオンラインチ
ケットを販売の調整
を行う。

　オンラインチケット販売サイ
トのアソビュー、チケットHUB
と連携した海外OTA での販売、
また、急増する中国地域の利用
者向けオンラインチケット沖縄
FunPass で販売しインバウンド
利用者の誘客促進を図った。
（オンラインチケット利用実
績：47,060 人）

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

（ア）多言語での場
内リーフレットの配
布

　前年度にリニューアルした日
本語版と英語版の公園リーフ
レットに加え、韓国語・繁体
字・簡体字版もリニューアル
し、園内で配布した。これによ
り海外からのお客様への案内強
化に努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

（イ）多言語での情
報発信
　多言語対応のHP を
活用して情報を発信
する。

　HP は日・英・韓・繁・簡の
同時翻訳の機能を取り入れて多
言語対応を進めHP を運用し
た。「首里城復興へのあゆみ」
コーナーも多言語対応による情
報発信を行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。
・復元工事の進捗に応じた内容修正
が必要。

（ア）海外プロモー
ションへの参加
県やOCVB等が実施す
る海外プロモーショ
ンに積極的に参加
し、琉球王国と日本
の歴史文化の相違を
魅力として伝えるこ
とで、沖縄と首里城
公園への興味関心を
喚起し来場につなげ
る。

　OCVB と連携し、9 月2 日に
中華系インフルエンサー3 人を
受け入れ、首里城公園のPR を
行った。
　また、海外SNS プロモーショ
ンとして、英語・タイ語・フラ
ンス語で首里城復興祭のPR を
行った
　ほか、11 月2 日にはフラン
スのテレビ局が首里城復興祭の
取材を行い、海外へ情報発信を
行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・良好に実施できている。

（イ）公園内の各案
内所で、国営公園(無
料区域)も含めた公園
内の施設や周辺地域
を案内することで、
地域を含めた公園全
体の利用を促進す
る。
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○

○

○ ○

4-8-（４）行催事（MICE含む）

　タブレット端末やAI 翻訳機
を活用した案内サービスやサ
ポートを行うことで、インバウ
ンド利用者の利便性向上を図っ
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

（イ）多言語による
園内放送の実施

　各案内所において施設の開閉
場時間、入場券販売締切等に関
する英語での案内放送を行っ
た。
　また、熱中症注意喚起につい
ては、日・英・中・韓での案内
放送を行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

（エ）外国語を話せ
る案内等スタッフの
配置

　外国語での会話が可能なス
タッフを案内カウンターなど園
内各所に配置し、園内の順路や
那覇市内の交通ルート案内など
を行った。
　また、リーフレットやジェス
チャー、AI 翻訳機などを活用
することで外国人客の利用満足
度向上に努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・良好に実施できている。
・MICEの受け入れについては、夏季
の閉園後の要望が多く、開園時間と
の調整ができないことが多いため、
受け入れ可能なパッケージを紹介す
るなど取り組んでいる。

　行催事については、沖縄県立
芸術大学と連携し芸大生による
「琉球音楽演奏会」を夏休み体
験イベントにて世誇殿内にて実
施したほか「琉球芸能の宴」を
系図座・用物座で実施した。
　8 月12 日（夏休み期間イベ
ント期間）と9 月28 日には有
識者を招聘し、令和の首里城復
興への理解を深める「親子向け
首里城見学会」「日暮れからの
首里城見学会」を開催した。
　また、11 月2・3 日首里城復
興祭には素屋根内を見学できる
「首里城復興特別ツアー」を実
施し32 人が参加した。
　また3 月23 日には首里城復
興解説ツアーを実施し36 人が
参加した。
　MICE については、OCVB 主催
の「沖縄MICE 商談会（大阪、
名古屋、東京会場）」（9/4〜
6）に参加し、首里城の歴史⽂
化および復興見学を含むMICE

プランを紹介した。
　また、日旅産業主催の海外
MICE 誘致を目的とした世誇殿
を使用した富裕層向けMICE プ
ラン「現代版王朝うとぅいむち
デイナー」（12/3）や、クラブ
ツーリズム主催で首里城公園の
ロケーションを生かしプロジェ
クションマッピングや解説員に
よる首里城復興の紹介、琉球芸
能鑑賞等「御城の夕べ」を実施
した（1/24〜27）。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。

　首里城をはじめ沖
縄の歴史文化に関わ
る行事、祭事、芸能
等を、首里城公園に
相応しい内容で開催
する。
　また、首里城公園
は特別感のあるMICE
を開催できる環境に
あることを活かし、
県、OCVB や旅行業者
等と連携した魅力あ
るプランの構築や国
内外からの誘致に積
極的に取り組み、県
のMICE 振興に貢献す
る。
　行催事MICE 等の実
施にあたっては、県
営公園 (龍潭含む)、
国営公園を一体的に
活用した魅力ある内
容とするため、学芸
員等による歴史や復
興の様子の解説、琉
球舞踊・音楽等の芸
能公演を組み合わせ
た、首里城公園なら
ではの企画を提案・
提供する。
　MICE の受け入れに
おいては、見せる復
興や首里城で実施す
る意義を明確にし、
首里城ならではの
MICE プランを提供す
ることで、ユニーク
ベニュー会場として
利活用を図り観光振
興に寄与する。

○

（ウ）AI通訳機を活
用した案内サービス
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4-8-（５）利用者意見の聴取と利便性向上

4-8-（６）報道・撮影対応、広告素材の貸出・掲載内容の確認

○

・良好に実施できている。

　有料区域内（世誇殿）、国営
区域（系図座・用物座）、県営
区域（首里杜館1 階カウン
ター、カフェ龍樋、レストラン
首里杜）にご意見箱を設置する
とともに公園HP のお問い合わ
せフォームにて利用者からのご
意見を収集した。
　また、ご意見箱設置のほか、
園内や公園リーフレットにQR
コードを掲示してご意見の収集
し、管理運営の課題発見・改善
に努めた。利用者からのご意見
は、毎週「お客様の声委員会」
を開催して意見内容の確認・検
討を行い、適切かつ迅速な改善
に努め、令和７年3 月20 日に
改善事例についてHP にて公開
した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

○

　担当窓口を設け申
請者や県・国と調整
を行うほか、撮影時
等は担当者が立ち会
い、お客様の安全を
確保する。
　より魅力的な情報
を発信し利用促進に
繋げるニュースリ
リースを発信する。
　首里城公園のPR の
一環として資料貸出
(静止画・動画等の広
報素材の貸出及び使
用)に対応する。
　貸出の際は、公平
性並びに中立性の確
保を前提に、担当者
が記事等の内容につ
いて事前に確認す
る。

　イベント開催のニュースリ
リースを適宜行い、公園の利用
促進を図った。貸出資料の記事
に関しては記事確認・校正等を
広報担当で行い、正確な情報発
信を行った。
　報道取材件数は356 件、ロ
ケーション件数は102 件、資料
貸出件数は119 件、NR 件数は
23 件だった。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　指定管理者委員会からの提言
のあった多言語アンケートを作
成し、収集件数増加に取り組ん
だ。
アンケート総数【園内全域】：
7,998 件（うちお客様の声
2,155 件（要望等1,218 件、褒
め937 件））

　また、改善した事
例をHP に掲載して利
用しやすい公園づく
りの取り組みを積極
的に紹介し、利便性
及び満足度を向上す
る。
　公開対応は、県又
は国事務所と十分な
情報共有を図り適切
な対応を行う。

　利用者意見は、園
内各所に設置したお
客様アンケートやイ
ベント時のアンケー
ト、園内スタッフ及
びHPのお問い合わせ
フォームに寄せられ
たメールなどのご意
見を集約し、管理運
営の課題発見・改善
により利便性向上を
図る。

　聴取したご意見
（お客様の声）は、
総括責任者と各部門
責任者で構成する
「お客様の声委員
会」で意見内容の確
認・検討を行い、指
摘のあった課題につ
いては迅速に改善す
る。
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(8) 利用者案内・警備業務

指定管理者 委託業者

4-9-（１）接遇・多様な利用者サービス

○

○

○

・良好に実施できている。

イ　利用サービス

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証  現状分析・課題

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　可視化しやすいユニバーサル
デザインフォントおよびピクト
グラムを使用した園内リーフ
レットを園内に設置し、誰にで
もわかりやすく、読みやすい案
内を行った。
　また、有料区域の入場促進の
ための広報用フライヤーを配布
し、有料区域の見どころを掲載
したチラシを園内に設置し、お
客様や添乗員に丁寧に説明し
た。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
・復元工事の進捗に応じた内容修正
が必要。

（ア）お客様の「見
やすさ」「読みやす
さ」を考慮してユニ
バーサルデザイン
フォントを使用した
リーフレットを設置
するほか、スタッフ
が施設情報や公園の
見どころを丁寧に説
明し案内する。

（事業報告書）

（ア）独自の従業員
ガイドブックや接遇
マニュアルによりス
タッフ全員が、案内
の基本について共通
認識を持ち、しまく
とぅばを交えた対応
を行う。

　首里城公園従業員ガイドブッ
クや接遇マニュアルをもとに全
スタッフが案内の基本となる挨
拶・身だしなみ・接客等の共通
認識を持って対応すると共に、
お客様の要望に合わせた臨機応
変な対応に努めた。
　また、県外からお越しのお客
様が分かりやすい方言（しまく
とぅば）を交えて挨拶や案内を
実施した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

ア　接遇

　往時の雰囲気を演出するため
誘導や解説を行う案内員は歴史
衣装を着用し、その他のスタッ
フについては統一したかりゆし
ウェアを着用しお客様への誘導
案内及び解説等を行った。

（イ）多客日、事故
等への対応として、
過去の実績を基に多
客日を予測し、あら
かじめスタッフを増
員し対応するととも
に、大規模な混雑が
予測される場合に
は、事前にホーム
ページにて混雑予想
の案内や公共交通機
関の利用の呼びかけ
を行うことで、渋滞
の抑制を図る。
　また、災害及び事
件・事故発生時に
は、現場スタッフが
お客様の避難誘導や

○

（現地確認）

・良好に実施できている。

（イ）往時の雰囲気
を演出する接遇とし
て、本施設で誘導や
解説を行う案内員
は、往時の役人等の
衣装をモチーフにし
た歴史衣装を着用
し、お客様サービス
を行う。
　また、その他のス
タッフについては、
統一したかりゆし
ウェアを制服として
着用する。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

　多客日対応として、クルーズ
船客や修学旅行の来訪など入
園・入場予約状況に応じてス
タッフを増員して園内に配置
し、イベント時には事前にHP
やチラシにて混雑予想の案内や
公共交通機関の利用を呼びかけ
た。
　なお、県営駐車場満車時は駐
車場入口の誘導警備スタッフに
より公園周辺の民間駐車場情報

を配布し、混雑解消に努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
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○

ウ　利用者ニーズの把握

○

4-9-（２）バリアフリー対応

（ウ）感染症対策と
して、国等が示す感
染症に関する対処方
針に従い適切に対応
する。

　R5 年度に政府から感染症法
上の扱いが2 類から5 類に変更
されて以降も、引き続き今年度
も新型コロナウイルスなどの感
染症対策として、国及び県が定
めたガイドラインに則って、ス
タッフのマスク着用（任意）や
キャッシュトレーの使用などを
実施し、来園者への感染防止に
努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　園内スタッフは無線機を携行
し、事件・事故発生に備えて迅
速な連絡や対応に備えた。
　また、看護師指示のもと、現
場スタッフも必要に応じて救護
対応などを行った。

　障害者差別解消法を遵守し、
全スタッフがバリアフリーとユ
ニバーサルデザインの観点に立
ち、お客様への声掛けや対応を
積極的に行った。
　また、園内では車いすや電動
車いす、杖の貸出を行い、天候
やお客様の特性に応じた安全な
ルートをご案内し、必要な方へ
は介添も行った。
　また、生活のパートナーであ
る補助犬同伴のお客様への対応
も臨機応変に行い、全てのお客
様が安全快適な公園利用が可能
となるようご案内した。

　また、生活のパー
トナーである補助犬
と同伴するお客様
等、サポートを必要
とされる全てのお客
様が快適に利用でき
るようお客様に寄り
添い臨機応変に対応
し、安全快適な利用
環境を確保する。

・良好に実施できている。・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

○

お客様の声委員会を
原則毎週開催し、お
客様のご意見・ご要
望に対する課題解決
を図るとともに、改
善事例の一部をHPに
掲載し利用しやすい
公園づくりに取り組
む。

※4-8-（5）利用者意見の聴取
と利便性向上」に詳細記載。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

お客様の避難誘導や
看護師の指示に基づ
く救護対応等を行
う。

ア　すべてのお客様
に寄り添った対応
　障害者差別解消法
を遵守し、全スタッ
フがバリアフリーと
ユニバーサルデザイ
ンの観点に立ち、お
客様一人ひとりに寄
り添った対応を行
う。
　本施設の特性に対
応して車いす及び電
動車いす・杖の貸出
や安全にご利用いた
だけるルートを案内
するとともに、坂道
等での介助が必要な
お客様のサポートを
行う。
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○

　園内スタッフにサービス接遇
実務検定やサービス介助士等の
有資格者を配置し、質の高い
サービスの提供を行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。イ 案内員によるバリ
アフリー対応
　案内員には、サー
ビス接遇実務検定や
サービス介助士等の
資格取得者を配置
し、質の高いサービ
スを提供する。
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4-9-（３）利用案内

○ ○

4-9-（４）警備業務

　開園中は、公園管
理センターにて各種
事務業務や外部から
の問い合わせ対応な
ど首里城公園の管理
運営を統括する。
　また、園内各所に
警備員や案内員等現
場スタッフを適切に
配置（別紙5）し、園
内の案内や入場券の
販売、車いす等の貸
し出し等を行う。

　開園中は、公園管理センター
において各事務業務や外部から
の問い合わせ対応を集約し、内
容に応じて適宜全スタッフへ情
報共有等を行った。
　また、警備員及び案内員等の
現場スタッフを適切に配置し、
案内や入場券販売、車いすなど
の貸し出しを行った。
　GPS マップを活用し、多くの
お客様が利用するゆいレール首
里駅構内および駅から首里城公
園までの道中である上の毛公園
前の看板にQR コードを表記し
て案内している他、首里城公園
リーフレットにも掲載し、首里
城周辺地域も含めた道案内も
行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。　昼間は警備業務責
任者を奉神門管理事
務室に配置し、城郭
内のモニター監視や
園内巡視を行うとと
もに、全警備員が適
切に業務を行うため
の監督・指導・教育
を行う。また、施設
内の巡視警備員は日
頃より緊急時に備え
た資機材を所持し、
施設・工作物の点検
や不審者・不審物等
の確認を行う。ま
た、復興状況に応じ
て各見学エリアの警
備員の配置場所の変
更や見直しを行い、
利用者の混雑緩和及
び雑踏事故の防止を
図る。
　夜間警備は、奉神
門管理事務室に警備
員指揮者（自衛消防
隊長代行）を配置
し、管理ゲートを含
む4 名体制で閉園後
の出入管理及びモニ
ター監視、園内巡視
を途切れることなく
実施する。モニター
監視・巡視により異
常を察知した場合
は、速やかに警察へ
の通報と県営公園、
工事警備室を含む全
夜勤者（警備員・監
視員）への一斉無線
を行い、施設や園内
の監視を注視するほ
か、関係者への情報
共有を遅滞なく実施
する。

○ ○

　昼間は、奉神門管理事務室に
おいて警備業務責任者が常駐
し、城郭内のモニター監視や園
内巡回を行い、毎月１回現場内
の責任者及び主任ミーティング
と業務担当者を交えた工程会議
を実施し全警備員への監督指
導・教育を行った。
　また、施設内の巡視警備員は
緊急時に備えた資機材を所持し
て巡回し、不具合箇所や異常を
発見した場合は速やかに報告し
状況確認を行った後、修繕や規
制措置等の対応を行った。
　素屋根見学エリアの混雑が予
測される場合は一時的に巡視警
備員を配置する等、混雑緩和に
努めた。
　夜間は、奉神門管理事務室に
おいて自衛消防隊長代行を１名
配置し、他２名の警備員と共に
閉園後（城郭内）のモニター監

視及び園内巡視を途切れること
なく行い、管理用ゲートでは工
事車輌及び関係者の出入管理を
適切に行い不審者の侵入防止に
努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。
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4-9-（５）災害等非常時における緊急対応

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。　日常から全スタッ
フへの連絡手段とし
て無線機などを活用
し、園内の状況報告
や気象状況等の情報
共有により緊急時に
は迅速に対応できる
よう、公園管理セン
ターを軸とした体制
により危機管理に備
える。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

　開園中に緊急事態
が発生または発生が
予測される場合、災
害対策本部を設置
し、首里城地区内施
設は奉神門管理事務
室が、県営公園は首
里杜館（防災セン
ター）が初動対応に
おける各指揮命令の
拠点となりお客様の
安全を確保する。
　また、夜間は奉神
門管理事務室と首里
杜館（防災セン
ター）の警備員が連
携して緊急事態に対
応する。

　毎朝、首里城公園管理セン
ターより全スタッフ及び奉神門
管理事務室、首里杜館防災セン
ター、工事警備室を対象とした
無線機の感度テストを実施し、
気象状況による園内の状況や一
時規制等を統一した無線機を活
用し情報発信及び対応指示を
行った。
　昼間出火想定時は、現場での
初動対応として城郭内（奉神門
管理事務室）、城郭外（首里杜
館防災センター）にて各所へ指
揮命令を行い、同時に災害対策
本部（首里城公園管理セン
ター）が立ち上がった時に指揮
権を移行して全体を統括し、初
期消火・避難誘導・救護対応等
の情報収集を一本化する訓練を
実施することで非常時に備える
訓練を実施した。
　夜間出火想定時は、様々な
ケースを想定し奉神門管理事務
室に配置している自衛消防隊長
代行が夜間警備員と設備監視員

へ指揮命令を行い、初期消火及
び消防隊進入口の確保を速やか
に行う訓練を実施した。
　台風接近時や荒天時は、建物
及び設置物の落下や飛散を防止
するため撤去等の対策を徹底
し、大雨・強風により危険が予
測される場合は一時的な立入規
制等の措置を行った。

○ ○

　開園中の事故・災
害発生時は体制を確
立し、公園管理セン
ターが中心となり迅
速かつ的確に情報を
収集・伝達し、お客
様とスタッフの安全
を確保する。
　また、台風接近時
には、建物及び設置
物の落下や飛散を防
止するための点検や
移動・撤去を事前に
行うほか、土砂災害
や崩落等が予測され
る場合は、必要に応
じて立入規制等の措
置を行いお客様の安
全を確保する。
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３．自主事業（企画調査研究業務・地域還元事業・公園関連事業・その他自主事業）

指定管理者 委託業者

4-10-（１）企画調査研究業務

ア　首里城の活用促進に資する調査普及

○

イ　城郭内で行われた儀式催事に関する調査普及

○

○

事業計画
（事業報告書） （現地確認）

 現状分析・課題

（ア）琉球の食文化
に関する調査
　身近な“食”とい
う視点から、王家に
伝わる古文書「尚家
文書」等を調査し、
成果は園内展示や案
内解説等に積極的に
活用し、お客様へ
“食”を通して首里
城や琉球王国の歴史
文化の理解を深める
機会を提供する。

　首里城公園夏休みイベント
「くんぺん作り体験」におい
て、尚家⽂書などの王家の古⽂
書に記載される琉球菓子の解説
を行い、琉球王国・沖縄の歴史
や食⽂化について広く情報発信
した。
　また、食⽂化に関する情報を
収集するため、琉球料理保存協
会の座学講習会へ参加した。
　さらに、『「琉球・沖縄の伝
統的な食⽂化」調査研究と保存
継承・発信事業―祖霊祭祀の行
事食と「クスイムン、ヌチグス
イの食思想が根付いた食⽂化
―」』と題し、島野菜に関する
アンケート調査や旧盆行事の供
え物の実地調査、古⽂書の調査
研究を有識者と共に進めてお
り、年度末に報告書等、成果品
を刊行した。

（イ）琉球音楽に関
する調査
　失われた琉球王国
時代の演奏技法や楽
譜を復元する。ま
た、音楽家等と協力
し、演奏者の育成環
境を整え、琉球音楽
の発展に貢献する。

　尾張徳川家に伝わる琉球楽器
を基に復元された琉球楽器（練
習用楽器）を実際に演奏するた
め、類似事例調査を行った。ま
た、夜雨琴の修理を終え、調弦
を行い、演奏の練習に向けての
準備を進めた。さらに、御座楽
研究者と協力し首里高等学校へ
の路次楽の指導を行った。
　城郭内で行われた儀式などに
使用された音楽の楽譜について
は、これまでに1 曲のみであ
る。そのため、県内事例から集
める事しかできないことから、
県内の集落に伝わる口承芸能か
ら楽譜化に取り組んでいる。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

（ア）祭祀儀礼の復
元調査
　琉球王国時代に首
里城で執り行われた
祭祀儀礼の復元に向
け、文献資料に関す
る調査研究を行い、
これまでに検討され
た祭祀儀礼等につい
て、行催事での一部
紹介や映像を活用し
て普及啓発を図る。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

実施内容
整合性の検証

実施主体
(該当者に○印)

　祭祀儀礼調査に関しては、城
郭内で行われた祭祀儀礼の内容
の確認や研究資料の収集を行っ
たほか、城郭内で行われた儀式
の際の参考となる玉陵で行われ
た金武御殿の清明祭や伊是名玉
陵との行事の際の供物や捧げ方
について、複数年に渡る調査資
料の収集を行い、金武御殿の供
物についての変化を確認した。
その他、県内各地での清明祭の
事例調査を行った。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
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ウ　施設等復元に関する調査普及

○

エ　文物資料の保存技術等に関する基礎調査

○

○

（イ）復元･複製品作
成に関する調査
　首里城火災により
焼失及び大きく破損
した美術工芸品を、
調査研究に基づき復
元・複製作成する。
成果は園内での展示
や他施設への貸出等
を行い、琉球文化の
普及啓発に活用す
る。

　被災・焼失した書跡などの美
術工芸品について、園内での展
示活用を行うため、模造復元を
行った。
　中でも書跡の復元には沖縄県
立芸術大学の教授や書家から意
見を頂き、昨年度に本紙が完成
した「絹本墨書尚育王書」の軸
装を行い、復元製作が完了し
た。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

（ア）首里城の外壁
塗装方法に関する調
査
　首里城の外壁塗装
は「漆塗の下地の上
に弁柄と桐油を塗
る」という国内でも
数少ない方法であ
り、塗装方法等に関
する詳細な記録が残
されていないため、
外壁塗装の材料や方
法等についての調査
研究を継続する。
　古文書の首里城の
塗装に関連する記述
をもとに、首里城に
使用された材料や方
法の実用化・量産化
に向けた調査を実施
し、その成果は首里
城正殿復元へ還元す
る。

　往時に首里城で使用されてい
た鉄バクテリアによる天然弁柄
の採取および安定的な製造方法
の調査研究として、名護市久志
で鉄バクテリアを利用した製造
の研究を行った。また、製造さ
れた弁柄を用いて試作手板を作
成し、対候性試験を実施し、今
後の定期メンテナンスについて
の調査検討を行った。
　また正殿再建時の塗装材料と
して鉄バクテリア由来天然弁柄
を20 ㎏納入した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

　被災した琉球漆器について東
京文化財研究所と連携し、蛍光
X 線調査により、被災状況等の
分析を行った。
　今後の修理方法や修理品の選
定等については、有識者や技術
者へヒアリングを行った。
　調査成果は、首里杜館にて被
災した美術工芸品の修理等に関
するパネル展示にて公開し、令
和6 年度の「首里城公園事業年
報」にて首里城公園HP で公開
予定。

（ア）保存修復技術
に関する調査
　首里城火災により
劣化した美術工芸品
を有識者や技術者と
修復する。
　修復にあたって
は、非破壊科学調査
と研究により、往時
の材料と技術を明ら
かにして保存する。
成果は首里城公園内
で展示し公開する。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。

・良好に実施できている。
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○

○

4-10-（２）地域還元事業

○

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

カ　利用促進のため
の動向調査・分析
　県・国が実施する
各種調査に協力しそ
の結果を分析するこ
とでお客様の動向を
把握する。
　また必要に応じて
独自にインターネッ
ト調査等を活用し情
報収集を行う

　国が実施する四半期別の利用
者実態調査（満足度及び外国人
利用）に協力した。
　また、国から提供された調査
結果を基にお客様の動向を把握
することで課題を抽出し、解決
に向けた情報収集を行った。
　R5の利用実態調査の結果よ
り、復元工事中の解説の要望が
多く、ＳＮＳで工事の進捗の定
期的な発信や、有料区域内に被
災したエリアと被害を受けてな
いエリアが一目でわかる説明パ
ネルを見学デッキ付近に設置し
た。
その他、公共交通の案内が少な
いなどの意見に対して、首里駅
や上の毛公園入口に案内看板を
設置し対策を行った。

オ　博物館・研究機
関との情報交換

　国内外の博物館や
研究機関等と資料貸
出を通して情報交換
や共同研究を行う。
　また、県や他機関
による文化財復元事
業に協力する。

　東京⽂化財研究所等の研究機
関の研究員を招聘し、科学調査
に関する情報をいただくととも
に、調査研究や複製品製作に関

する助言を受けた。
　また、染織調査では、財団資
料の佐賀大学での分析調査や経
年劣化した染織品修理方法等に
ついて、意見交換を行い、今後
の共同研究に向けた調整をし
た。
　その他、東京芸術大学、沖縄
芸術大学とも当財団所蔵絵画で
の調査を通して、今後の絵画復
元について、情報交換を行っ
た。
　加えてフランスノートルダム
大聖堂の再建プロジェクトチー
ムと大阪万博フランスパビリオ
ンでの首里城再建との連携につ
いて、情報交換を行った。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

ア 御城まつり
　地域住民や地元団
体・企業と協同で行
催事を企画・運営
し、地域に親しまれ
る公園づくりを行
う。
　地域の子供や団体
の発表の場の提供等
により地域活性化に
寄与する。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。　令和6 年度の「御城まつり」
開催は令和7 年3 月23〜24 日
「春の御城まつり」を開催する
ことを地域との意見交換会の中
で決定した。
　その他8 月26 日「仮装で明
るい登校を見守る日」（城西
小・PTA・スクールゾーン委員

会共催）に参画し、里之子君の
着ぐるみが夏休み登校初日の子
どもたちを出迎えた。
　ゴールデンウィークイベント
期間中や夏休みイベント期間
中・新春の宴等で1,560 人12
回首里地域の小中学生による子
ども御開門式を実施した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。

・年報やヒアリ
ングにより確認
した。
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○

○

○

○

　7 月28 日に「国王・王妃選
出大会」、8 月15 日に「国
王・王妃認定証授与式」を開
催。10 月17 日には首里城復興
祭のPR として那覇市役所で記
者会見を実施し、広報強化を
図った。11 月2 日の「琉球王
朝絵巻行列」では約400 人が国
際通りを練り歩き、新企画一般
参加型の「いちゃりばちょー
でー隊」38 人による手踊りも
披露した。
　行列終了後に連携イベント
「うむいの燈プロジェクト」の
ランタンウォークを受け入れ、
実施した。
　翌3 日の「琉球王朝祭り首里
古式行列」を実施したほか、琉
球古典芸能を披露し、歴史と⽂
化の魅力を発信した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

・良好に実施できている。

イ　首里城復興祭

　首里城祭実行委員
会等と連携し、首里
城復興に向けた気運
を高め復興への思い
に応えた行催事の実
施による地域振興や
利用促進を図る。
　11 月に首里城公園
内・周辺で古式行列
や国王・王妃出御等
を実施する。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

ウ　首里城フラワー
ロード事業

　地域住民や自治会
と連携し、龍潭通り
（県道）をフラワー
ロードとして花で装
飾し、首里城周辺の
沿道の景観向上及び
地域の活性化、首里
城公園の魅力向上を
図る。

　例年10 月に「都市公園等愛
護活動」として当財団が主催し
活動を行っていたが、今年度は
那覇市城西小学校区まちづくり
協議会と共催し美化活動の10

月20 日に実施した。
　地域団体や近隣ホテル関係者
等にご協力いただき、フラワー
ロードに設置する草花の植え付
け（プランター80 鉢）や龍潭
通りの美化活動を行い、植え付
け後に龍潭通りにプランターを
設置し、フラワーロードとして
首里城周辺の沿道の景観向上お
よび地域の活性化、首里城公園
の魅力向上を図った。

エ　首里城下にチョ
ウを翔ばそう会との
連携

　「首里城下にチョ
ウを翔ばそう会」と
連携して、食草植
栽・苗木配布・野外
観察会等を実施する
ほか、イベント時に
チョウに関する講演
会やクラフト作りを
実施。
　自然と触れ合う公
園環境を提供し、公
園の魅力向上を図
る。

　地域連携の一環として「首里
城下にチョウを翔ばそう会」の
役員として参画し、総会や役員
会の調整、6 月2 日に行った定
期総会や11 月17 日に開催した
『ちょうちょ祭りin 那覇
2024』の支援、役員会の調整、
４回/年の会報準備発送作業を6
月30 日、9 月29 日、12 月22
日、3 月30 日に管理センター
会議室にて実施した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

オ　美御水の奉納祭

　首里城観光案内所
等と連携し、首里王
府の伝統行事として
行われていた首里城
への美御水の奉納祭
を実施する。

　12 月22 日に首里観光館内所
主催で「首里城への美御水
（ヌービ―）の奉納が、旧円覚
寺総門前まで執り行われた。ま
た12 月22 日(日)〜1 月3 日
(金)の期間中、首里杜館1 階案
内カウンター横で美御水の展示
を行った。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
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○

○

キ　琉球料理伝承人
による人材育成

　県認証「琉球料理
伝承人」の資格を取
得したスタッフを琉
球料理や食の多様性
に関する講演等へ講
師派遣するほか、園
内にて琉球菓子づく
り体験等を開催し、
琉球料理に親しむ機
会創出と担い手の育
成に貢献する。

　琉球料理伝承人の資格を持つ
スタッフが、5 月28 日、29
日、6 月17 日の3 日間で琉球
調理製菓専門学校の生徒に食の
多様性に関する講演会を実施し
た。
　また、系図座・用物座にて8
月24 日、25 日に、琉球菓子の
くんぺん作り体験を実施した
（参加者196 人）。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

カ　地域と連携した
商品開発

　地域企業と連携に
よる商品開発等を通
して地域活性化、地
域ブランド力の向上
を図る。

　首里地域の企業と連携して、
首里の伝統旗頭ストラップや解
説付き什器を制作して販売し
た。
　地域と密着した商品開発とし
て、修学旅行生向けに首里城ガ
イドを行っている興南中・高校
アクト部と連携し、修学旅行生
向けの商品開発プロジェクトを
開始した。
　県内の石鹸会社との連携によ
る首里城オリジナル石鹸の開発
に取り組んだ。
　正殿の瓦を製作した瓦職人と
コースター等の新商品開発を進
めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
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4-10-（３）公園関連事業

ア 首里城公園友の会との連携

○

○

（ア）首里城や琉球
王国の専門家による
解説会や講演会を実
施する。

　6 月23 日に定期総会記念講
演会として、沖縄県⽂化財課職

員の濵地龍磨氏を講師に迎え、
琉球大学名誉教授高良倉吉友の
会会長が司会進行し「米国から

返還された流出⽂化財―経緯・

その特徴・これから―」につい
て講演会を実施80 人が参加し
た。
　3 月20 日に⽂化講演会とし

て、県立博物館・美術館元館長
田名真之氏を講師に迎え、琉球
大学名誉教授髙良倉吉友の会会
長の司会進行のもと「球陽の編

集とその意義」について講演会
を実施し67 人が参加した。
　9 月28 日には、首里城の歴
史、建築に関する専門家である
首里城公園 友の会会長・副会

長（高良倉吉氏・平良啓氏）を

招聘し、歴史と建築のコラボで
復興が進む首里城を案内した。

　将来の首里城の修復・修繕に
備えて、国頭村の森林で「イヌ
マキ育樹祭」を7 月20 日（参
加者数100 人）と3 月1 日（参
加者数105 人）実施した。友の
会の会員の他、企業や一般の方
からも広く参加者を募集し、イ
ヌマキの保育、森林保全に対す
る普及啓発に努めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　その他、コンパクト講座を以
下のとおり実施した。
「泡盛今昔―食⽂化・琉球料
理・酒―」8 月31 日 参加者11
人
「美榮の建築と沖縄に伝統的木
造建築」9 月21 日 参加者18
人
「首里城と首里三箇が育んだ泡
盛〜銭蔵・祭祀・酒器〜」参加
者27 人
「琉球の外交⽂集「歴代宝案」
を多くの人に伝えたいー沖縄県
教育委員会の編集事業の歩みと
これから」1 月18 日参加者24
人
11 月2･3 日 首里城復興見学ツ
アーに国建平良啓氏を迎え計２
回実施し32 人が参加した。
3 月23 日 首里城復興解説ツ
アーに国建平良啓氏を迎え計２
回実施し36 人が参加した。

（イ）イヌマキ育樹
祭を開催し、首里城
正殿の修繕に備えて
育樹を行う。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
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○

○

 イ　泡盛に関する普及啓発事業

○

ウ　琉球染織に関する普及啓発

○

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

（エ）一般のお客様
対象のガイドツアー
を実施する。

　「夏休み親子向け！首里城見
学会」（8/12、参加者：22
人）、「日暮れからの首里城見
学会」（9/28、参加者18
人）、「首里城復興特別見学ツ
アー」（11/2・3 参加者 32
人）「首里城復興解説ツアー」
（３/23 、参加者36 人）を実
施した。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

（ウ）首里城研究会
を実施する。

　首里城を多角的に研究する
（沖縄・琉球の歴史に関する専
門家）首里城研究会を首里城公
園管理センターにて、5/18、
7/27、10/12、12/21、2/15 に
開催した。
　研究発表の場として、当財団
学芸員等も参加し、最新の情報
交換や知見を深めた。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

　琉球びんがた事業
協同組合、那覇伝統
織物事業協同組合等
と連携し染織体験会
等を実施する。

　ゴールデンウィークイベント
期間中に、「紅型コースター染
付体験」を女官居室テラスで、
加治工紅型の講師による指導の
もと、沖縄の伝統的な染色技術
である紅型の基本的な染めの技
術や行程を学びながら、首里城
オリジナル紅型コースターを製
作し、129 人が参加した。
　また、夏休みイベント期間中
にも系図座・用物座にて「紅型
コースター染付け体験」を実施
し、154 人が参加した。
　春の御城まつりでは、那覇伝
統織物事業協同組合が3 月23
日に世誇殿で「はた織りワーク
ショップ」を実施し計40 人の
参加者があった。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

　沖縄県酒造組合と
連携し、国営公園
（無料区域）の銭蔵
や県営公園の首里杜
館ビジターロビー等
にて、泡盛の製造工
程紹介パネルや酒器
の展示、泡盛の試飲
やワークショップ、
ガイドツアー等を実
施する。

　11 月1 日〜3 日に「琉球の
泡盛の粋 in 銭蔵」を開催し、
銭蔵にて琉球泡盛解説パネル
や、酒器の展示を実施し652 人
の参加があった。
　また、11 月3 日には「泡盛
の女王ミニトーク」を実施し43
人の来場があった。

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。
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エ　琉球染織に関する専門技法調査

○

4-10-（4）有料ガイドツアー

○

・SNSを活用した情報発信を強化や有料区域への誘客促進策を講じており、入場者増に取り組まれている。引き続き
SNSの利用分析等を進め、より効果的な情報発信に務め、有料区域内でのイベント実施を図るなど入場者増に取り組
む必要がある。
・「見せる復興」と関連し、県民のみならず県外での展示やワークショップを通じて、復興への関心を高める取り組
みがなされている。引き続き復元工事のPRなどの広報や、復興関連イベントの開催などにより、県内外での首里城へ
の関心度向上と来園増へ取り組む必要がある。
・復元工事の進捗にあわせた、リーフレット等の内容改訂やガイドツアーの内容修正などに対応する必要がある。
・増加する外国人観光客へのサービス向上のため、展示解説の多言語化などの対応を検討する必要がある。

　解説員による琉球
王国や首里城の歴史
背景、復元整備の進
捗や復興の様子を解
説する有料のガイド
ツアーの「首里城ぐ
るっと60分ツアー」
を実施する。
　定時開催に加え予
約制や団体客の受入
れを行うほか、複数
のコースを設定し、
首里城公園の魅力向
上に取り組む。ま
た、MICE のメニュー
としても取り入れ幅
広く展開する。

　首里城 60 分ぐるっとツアー
では、1 日3 回の「定時ガイ
ド」とお客様の希望時間に対応
して行う「貸切ガイド」を行っ
た。
　ガイド内容は琉球王国や首里
城の歴史・⽂化と復元の様子の
解説を行い、御開門式コースや

歓会門コース、復興コース等時
間帯やお客様に合わせたコース
で解説を行った。
（1,504 回開催、9,746 人参
加。）

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。

２．運営業務
３．自主事業
取組改善案

・月報、ヒアリ
ング等により確
認した。

・業務計画書の
とおり適切に実
施されている。

・良好に実施できている。　様々な交易等で得
た色材・糸を融合し
て製作した染織資料
の研究を行うことで
琉球王国時代の染織
品についての専門的
技法を解明し、成果
は園内の展示解説や
普及啓発事業に還元
する。

　平成13〜30 年まで、当財団
を含む県内の⽂化財所蔵機関が
実施した琉球王国時代の染織品
等の色材・素材に関する科学調

査結果を集約した書籍『科学の
目でみる琉球王国の色とその色
材〜国宝・琉球国王尚家伝世品
をはじめとする琉球・沖縄の染
織品を中心に〜』を令和6 年度
に刊行し、首里城公園内ショッ
プや財団公式ホームページ内の
オンラインショップで販売を
行った。
　また、それらの内容について
のパネル展を公園内にて実施し
たほか、同時並行して首里城
ホームページにて、オンライン
展示会を開催した。
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Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 7,998件 アンケート内容 別紙参照

令和5年度評価 令和6年度目標

有効回答数7,443
件
【建物・設備の管
理、衛生・清掃状
態】
〈満足度〉97.9％
満足：78.4％
どちらかというと満
足：19.5％
どちらかというと不
満：1.7％
不満：0.4％

S

(要望への対応）
修学やクルーズ船、
イベント時などの多
客時は、よりトイレの
巡回清掃を強化し
た。

（自己評価）
特に大きなクレーム
を受けることなく、適
正に管理できてい
る。

有効回答数7,445
件
【芝生・草花や植栽
の手入れ】
〈満足度〉97.8％
満足：78.2％
どちらかというと満
足：19.6％
どちらかというと不
満：1.8％
不満：0.3％

S

有効回答数5,620
件
【有料区域スタッ
フ】
〈満足度〉97.3％
満足：75.5％
どちらかというと満
足：21.8％
どちらかというと不
満：2.0％
不満：0.7％

S

（要望への対応）
全体ミーティングに
おいて接客態度の
見直しと改善を行っ
た。
ほか、財団本社主
催のマナー講習に
も各現場スタッフが
参加し、基礎から学
びなおす機会とし
た。

（自己評価）
お客様に快適な買
い物空間を提供でき
るよう、日々接客の
見直しと改善を行
う。

有効回答数7,374
件
【歴史的建造物の
修繕・保全状況】
〈満足度〉96.7％
満足：70.5％
どちらかというと満
足：26.2％
どちらかというと不
満：2.8％
不満：0.5％

S

(要望への対応）
城壁除草を適宜実
施し有料区域内の
景観維持を図った。

現状分析・課題

アンケート実施方法 アンケート用紙及びQRコードによる収集

評価項目
第三者（利用者等）評価

指定管理者
令和6年度評価

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・今後も継続してクルー
ズ船等の多客日が見込
まれることを想定し公衆
衛生の美観維持に努め
る必要がある。

〈改善要望〉
トイレをもう少しきれいにしていただけ
るといいなと思います。
トイレのドアが少し壊れそうで、スキ間
があったのが気になった。

【芝生・草花
や植栽の手
入れ】
〈満足度〉
98.1％

有効回答数2,741
件
【芝生・草花や植栽
の手入れ】
〈満足度〉98.2％
満足：75.0％
どちらかというと満
足：23.2％
どちらかというと不
満：1.4％
不満：0.4％
〈改善要望〉
もう少し沖縄の草花
が見れたらうれし
い。

＜満足度＞90％以
上

(要望への対応）
有料区域内の植物
や花壇に樹名板を
適宜設置した。

（自己評価）
改善要望について
は適宜対応を行っ
た。
今年度は菊畑に複
数種の菊を植付植
栽管理を行った。次
年度も継続して菊の
植付を行い有料区
域の魅力向上を図
る。

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・引き続き、魅力ある植
栽管理を実施する必要
がある。

〈改善要望〉
植物や花に名前を表示してほしいで
す。

維
持
管
理
業
務

【建物・設備
の管理、衛
生・清掃状
態】
〈満足度〉
98.8％

有効回答数2,735
件
【建物・設備の管
理、衛生・清掃状
態】
〈満足度〉97.3％
満足：75.0％
どちらかというと満
足：22.3％
どちらかというと不
満：2.3％
不満：0.4％〈改善
要望〉
前回来た時よりもき
れいになっている
が、規制用のカ
ラーコーンが無くな
るとより良い。

＜満足度＞90％以
上

運
営
業
務

接客対応
有効回答数2,075
件
【有料区域スタッ
フ】
〈満足度〉97.0％
満足：70.8％
どちらかというと満
足：26.2％
どちらかというと不
満：2.3％
不満：0.7％〈改善
要望〉

・上着のポケットに
手を入れて接客を
しているスタッフが
いた。

〈満足度〉90％以
上

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・今後もスタッフの入れ
替わりも踏まえながら、
お客様に満足いただけ
る接客を行えるようミー
ティングや研修を実施
する必要がある。

施設・設備
有効回答数2,507
件
【歴史的建造物の
修繕・保全状況】
〈満足度〉96.2％
満足：67.3％
どちらかというと満
足：28.9％
どちらかというと不
満：2.9％
不満：0.9％〈改善
要望〉

＜満足度＞90％以
上

〈改善要望〉

・有料区間のショップの店員さんだけ
が、少し愛想が悪くて残念ではあっ
た。

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・奉神門の外装（木造
部分）や漆喰につい
て、劣化や腐朽が進行
しているため、関係機
関と連携し対応する必
要がある。
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Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 7,998件 アンケート内容 別紙参照

令和5年度評価 令和6年度目標
現状分析・課題

アンケート実施方法 アンケート用紙及びQRコードによる収集

評価項目
第三者（利用者等）評価

指定管理者
令和6年度評価

（自己評価）
歴史的建造物の修
繕・保全状況につい
て継続して管理を行
う。

有効回答数7,442
件
【施設を安全に安
心して利用】
〈満足度〉97.9％
満足：78.5％
どちらかというと満
足：19.3％
どちらかというと不
満：1.8％
不満：0.3％

S

（要望への対応）
段差の案内に関す
る要望について、設
置箇所を確認し、音
声にずれが生じてい
る箇所については
設置場所を変更し、
お客様の安全確保
に努めた。

（自己評価）
お客様が安全・快適
に利用いただけるよ
う、引き続き管理を
行う。

有効回答数6,938
件
【各種サービス】
〈満足度〉97.8％
満足：72.4％
どちらかというと満
足：25.4％
どちらかというと不
満：1.7％
不満：0.5％

S

（要望への対応）
世誇殿側にミスト付
き扇風機を設置し利
用者の満足度向上
に努めた。

（自己評価）
適宜、施設利用者
からのご意見を受け
て、快適に過ごせる
空間の提供に努め
ている。

有効回答数5,386
件
【案内ガイド】
〈満足度〉94.0％
満足：63.6％
どちらかというと満
足：30.4％
どちらかというと不
満：5.0％
不満：1.1％

S

（要望への対応）
定時（8:15、9:15、
16:00）に加え、時
間・人数・コースを
オーダーメードでき
る貸切ツアーを設定
し要望に応えてい
る。

（自己評価）
改善要望について
は概ね適切に対応
がなされていると思
われる。

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・暑さ対策として、ミスト
付き扇風機等の増設を
検討するほか、施設内
の空調管理を徹底し利
用者の満足度向上を図
る必要がある。

・引き続きアンケートを
基に各種サービスの拡
充・改善に取り組む必
要がある。

施設・設備

有効回答数2,549
件
【各種サービス】
〈満足度〉97.4％
満足：69.9％
どちらかというと満
足：27.5％
どちらかというと不
満：2.1％
不満：0.5％〈改善
要望〉
車椅子では坂道を
往復するのは大変
なので、電動車椅
子を置いてほしい。

〈満足度〉90％以
上

〈改善要望〉
夏は暑くて大変なので、ミストの出る
所があるといいかも。

〈改善要望〉
・ツアーの時間帯が、朝早い時間の
みになっており、また人数制限がある
ので、時間帯を増やしてほしい。

利用条件

有効回答数1,649
件
【案内ガイド】
〈満足度〉93.6％
満足：62.5％
どちらかというと満
足：31.1％
どちらかというと不
満：5.3％
不満：1.1％〈改善
要望〉
・定時案内の回数
を増やして欲しい。

＜満足度＞90％以
上

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・復興が進むにつれて
お客様からの要望が増
えると予想されるため、
ニーズを把握し、更なる
利便性向上に努める必
要がある。

要望〉
園路の敷石にぐら
つきがある箇所が
あるので、修繕して
ほしい。

施設・設備

有効回答数2,718
件
【施設を安全に安
心して利用】
〈満足度〉97.8％
満足：75.1％
どちらかというと満
足：22.7％
どちらかというと不
満：1.8％
不満：0.4％〈改善
要望〉
階段などに手摺が
ない場所があるの
で設置してほしい。

＜満足度＞90％以
上

〈改善要望〉
段差の案内の音声が遅い。通った後
にきこえます

〈改善要望〉
城壁の草木は抜かなくてもいいので
しょうか

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・城跡・文化財という公
園の性格上、施設・設
備のみで十分な安全対
策等が難しい箇所につ
いては、引き続きスタッ
フによる声がけや人的
サポート、音声ガイドに
よる注意喚起等を充実
させる必要がある。
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Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 7,998件 アンケート内容 別紙参照

令和5年度評価 令和6年度目標
現状分析・課題

アンケート実施方法 アンケート用紙及びQRコードによる収集

評価項目
第三者（利用者等）評価

指定管理者
令和6年度評価

有効回答数5,067
件
【カフェ・売店】
〈満足度〉96.1％
満足：69.5％
どちらかというと満
足：26.6％
どちらかというと不
満：3.2％
不満：0.7％

S

（要望への対応）
ミュージアムショップ
球陽で、首里城オリ
ジナル商品（お菓
子、文房具、アパレ
ルグッズなど）13商
品を追加して販売し
た。

（自己評価）
これまでの品ぞろえ
を見直し、首里城で
のみ購入できるオリ
ジナル商品の開発
を行い、売り上げに
もつながった。
R7年度以降も引き
続き新商品開発に
注力する。

有効回答数6,239
件
【園内イベント】
〈満足度〉95.1％
満足：70.1％
どちらかというと満
足：25.0％
どちらかというと不
満：4.0％
不満：0.9％

S

(要望への対応）

重ね捺しスタンプの
設置場所にマップを
掲示及びスタッフに
よる誘導を行った
他、新たに設置箇所
を記したマップのチ
ラシを設置しお客様
への案内強化を
図った。

（自己評価）
改善要望について
は概ね適切に対応
がなされていると思
われる。
今後は首里城公園
HPの施設マップに
アイコンを追加する
等、更なる利便性向
上に努める。

有効回答数7,275
件
【展示】
〈満足度〉96.7％
満足：68.6％
どちらかというと満
足：28.1％
どちらかというと不
満：2.7％
不満：0.5％

S

（要望への対応）
症状の無い画面と
入替を行ったが、根
本的な改善には至
らなかったため、背
景幕で画面を覆い、
未使用の100インチ
モニターを代用し対
応した。

（自己評価）
観覧面の不具合修
繕について、優先順
位を決めて適切に
修繕を実施できてい
る。

〈改善要望〉
世誇殿に設置されている画面が数台
黒くなっており、文字が読めなくなっ
ていたので、修理した方がいいと感じ
た

〈改善要望〉
重ね捺しスタンプラリーの場所がわ
かりづらかった

 展示・イベン
ト等

有効回答数2,027
件
【園内イベント】
〈満足度〉94.8％
満足：68.0％
どちらかというと満
足：26.8％
どちらかというと不
満：3.9％
不満：1.3％
〈改善要望〉
・重ね捺しスタンプ
のスタンプ設置場
所をもう少しPRする
と良いと思う。
・イベントの告知が
遅いため、予定が
立てづらい。

＜満足度＞90％以
上

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・首里城の本来の姿
や、復興途上の今の姿
などを的確に伝えられ
るよう、今後ともわかりや
すい展示の提供を進め
る必要がある。

・引き続き、展示設備の
修繕については優先順
位を決め実施し、修繕
までに時間を要する場
合には、代替方法を検
討する必要がある。

・概ね高評価であり、改
善要望についても適切
に対応がなされている。

・イベント参加者の満足
度は高いので、今後も
来園者ニーズを収集し
ながら、より良いイベント
内容を構築していく必
要がある。

・通年で実施するプログ
ラムをHP等で周知する
ほか、「今日はどのよう
なイベント・プログラムを
体験できるのか」という
視点ももって広報に努
める必要がある。

利用条件

有効回答数1,739
件
【カフェ・売店】
〈満足度〉96.3％
満足：66.6％
どちらかというと満
足：29.7％
どちらかというと不
満：3.0％
不満：0.7％〈改善
要望〉
ミュージアムショッ
プ球陽のお土産
に、首里城のオリジ
ナル商品をもっと揃
えてほしい。

＜満足度＞90％以
上

・概ね高評価であり、改
善要望についても積極
的に対応がなされてい
る。

・今後も正殿完成を見
据え、来園者のニーズ
にあった物品の販売に
努め、利用促進、満足
度の向上、客単価の向
上等に取り組む必要が
ある。

〈改善要望〉
首里城オリジナルのお土産の種類が
少ない

 展示・イベン
ト等

有効回答数2,409
件
【展示】
〈満足度〉96.2％
満足：66.8％
どちらかというと満
足：29.4％
どちらかというと不
満：3.3％
不満：0.5％〈改善
要望〉
復興展示室に展示
している、復興に使
用された木材など
の説明文等を掲示
してほしい。

＜満足度＞90％以
上
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Ⅱ．サービスの質の確認・評価

回答者数 7,998件 アンケート内容 別紙参照

令和5年度評価 令和6年度目標
現状分析・課題

アンケート実施方法 アンケート用紙及びQRコードによる収集

評価項目
第三者（利用者等）評価

指定管理者
令和6年度評価

評価
（②満足度）

S

※「Ⅱ．サービスの質の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（令和7年度）の主な取組改善案を記入すること。

※満足度とは、指定管理者が提供するサービスに対する利用者の満足度のこと
をいうものとし、回答選択肢のうち、中位を超える割合により算定するものとする。

Ⅱ．サービスの質
の確認・評価
取組改善案

・各項目とも高い評価を受けており良好な結果となっている。引き続き、来園者アンケート等でお客様のご意見を収集・分析
し、今後の管理運営の課題解決に繋げる必要がある。
・アンケート回収数については、QRコードの導入や多言語アンケートの作成、声掛けを実施するなど、回収数増に向けて取り
組まれている。今後、多言語パンフレットにアンケートフォームへ誘導するQRコードを掲載するなど、引き続きアンケート回収
数増に取り組む必要がある。

※評価項目については、施設の態様に応じて適宜設定すること。
※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

総合評価
（各評価項目の平

均） 96.5%

＜満足度＞90％以
上

〈満足度〉

98.5%

（自己評価）
全体的に高評価で
あるため、今後も改
善要望には適切に
対応し、維持管理・
運営業務に努める。

・各項目ともに満足度が
高く、良好な結果に
なっている。
・QRコードを使用したア
ンケート収集やアン
ケート協力の声掛けを
実施し、多くのお客様
の声を収集するよう取り
組んだ結果、アンケート
の収集総数は7，998件
となり、前年度の収集総
数（3，009件）を上回る
回答を得ることができて
いる。
・今後もお客様の声を
踏まえ、利用者の満足
度向上に務めること。

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅲ．財務状況の確認・評価

１．　　収支

(1) 収入

前年比 計画比

（％） （％）

313,993,749 360,771,000 382,323,750 121.8% 106.0%

【前年比】
・入場者増に伴う増（入場者数前年比120.4％）
【計画比】
・概ね計画通り推移

229,720,609 264,161,000 294,121,088 128.0% 111.3%

【前年比】
・入場者増に伴う増、商品レイアウト見直しおよび客単価増による増
【計画比】
・売り場面積の拡充に伴う利用者増となった

543,714,358 624,932,000 676,444,838 124.4% 108.2%

指定管理料 265,792,837 210,457,000 210,457,000 79.2% 100.0%
【前年比】
・R5コロナ臨時交付金による減

5,086,782 662,000 3,883,534 76.3% 586.6%
【計画比】
・イベント参加料の増、PV撮影立会料及びファンタジアナイト現場管理費等

5,086,782 662,000 3,883,534 76.3% 586.6%

814,593,977 836,051,000 890,785,372 109.4% 106.5%

- 9,100,000 11,757,675 - 129.2%
【計画比】
・ガイドツアー利用者増に伴う増額

- 9,100,000 11,757,675 - 129.2%

814,593,977 845,151,000 902,543,047 110.8% 106.8%

(2) 支出

前年比 計画比

（％） （％）

753,681,679 823,863,000 831,818,442 110.4% 101.0%

74,225,021 79,122,000 78,635,164 105.9% 99.4%

6,652,560 5,355,000 4,220,260 63.4% 78.8%
【前年比】女官居室内レイアウト変更に伴う費用増、R5コロナ臨時交付金による減（入館システム改修）
【計画比】雷被害緊急修繕による増、・御轎（うちゅう）修繕見送りによる減

10,923,487 12,422,000 13,892,767 127.2% 111.8%
【前年比・計画比】
・施設内可燃物の存置等があったため廃棄物処理を実施
・廃棄物処理費の超過が見込まれたため、衛生消耗品の購入を最小限に抑えたことによる減

8,607,410 8,327,000 9,433,079 109.6% 113.3% 【前年比・計画比】ソテツの手入れ及び草花灌水を多く実施したことによる増

42,031,440 48,975,000 44,728,564 106.4% 91.3%
【前年比】修繕実施に伴う費用増
【計画比】修繕見送りに伴う費用減

6,010,124 4,043,000 6,360,494 105.8% 157.3%
【前年比】備品購入（PC等）による増
【計画比】備品購入（PC）による増（ノートパソコン2台の追加購入）

0 #DIV/0! #DIV/0!

447,744,273 491,452,000 477,300,764 106.6% 97.1%

347,539,509 382,204,000 386,702,238 111.3% 101.2% 【前年比】給与改定に伴う増

6,260,785 11,778,000 6,748,525 107.8% 57.3%
【前年比】入場者増による増
【計画比】リーフレット契約単価変更による減

71,231,754 83,668,000 73,188,500 102.7% 87.5% 【計画比】正殿裏ゲート配置にかかる警備員（昼間）経費の国工事捻出による減

12,285,675 11,196,000 9,559,149 77.8% 85.4% 【前年比・計画比】車両再リースに伴う減、複合機使用の減

10,426,550 2,606,000 1,102,352 10.6% 42.3%
【前年比】R5コロナ臨時交付金（プロジェクションマッピング、年パスシステム）による減
【計画比】券売機1台分撤去に伴う保守契約対象の減、サポート体制の見直しによる減

15,130,963 14,366,000 14,748,670 97.5% 102.7%
【前年比】首里城復興祭負担金科目移管による減、リーフレットラック設置及び那覇空港電照パネル施工・
管理業務による増

123,421,886 148,586,000 160,179,157 129.8% 107.8%
【前年比】入場者増による増
【計画比】入場者増による増。物価高による商品仕入れ額増

12,714,182 2,024,000 1,204,847 9.5% 59.5%
【前年比】R5コロナ臨時交付金（プロジェクター）による減
【計画比】・売店用什器備品でなく、固定備品として購入のため減

9,888,481 7,340,000 7,994,654 80.8% 108.9%
【前年比】・経費見直しによる減
【計画比】・管理センター改修工事に伴う必要備品購入に伴う増

9,648,373 16,601,000 11,140,547 115.5% 67.1%
【前年比】電気：再エネ賦課金単価の増、水道：使用量増加に伴う増
【計画比】電気：国の負担軽減支援事業による単価の減

10,875,440 12,270,000 15,342,412 141.1% 125.0% 【前年比・計画比】入場者増による増

39,989,661 38,879,000 52,722,771 131.8% 135.6% 【前年比・計画比】消費税及び法人税の増

＜光熱水費＞

＜支払手数料＞

＜租税公課＞

委 託 費

＜広告宣伝＞

＜商品仕入れ＞

＜消耗什器備品費＞

＜消耗品費＞

印 刷 製 本 費

利 用 者 サ ー ビ ス 費

賃 借 料

建 物 維 持 管 理 費

減 価 償 却 費

そ の 他

＜利用者サービス等＞

人 件 費

売上原価

＜施設維持管理＞

修 繕 費

清 掃 費

植 物 管 理 費

支出項目 令和5年度実績 R6年度事業計画 令和6年度実績 特記事項（変更理由等）

・入域観光客数の増や見せる復興の取り組みの発信・誘導看板・有料区域の見どころチラシ配布等、有料区域への誘客に取り組みが図られたことで、入場者数が増加し利用料金収入は前年度比・計画比ともに増となった。
・入場者数の増加に伴い売店収入も増加している。客層に応じて商品ラインアップを充実させた他、商品価格の見直し、売店の面積拡充およびレイアウト変更により、客単価は増加している。
・令和７年度は素屋根見学エリアの供用終了に伴い、展示箇所が減ることが課題となるため、既存施設を活用した展示の強化や情報発信を強化し、満足度の維持向上を図る必要がある。

合計（Ａ＝ア+イ）

〈現状分析・課題〉

利用料
金収入

入場料収入

売店等収入

計

雑収入

雑収入

計

収入項目 令和5年度実績 R6年度事業計画 令和6年度実績 特記事項（変更理由等）

計（ア）

自主
事業

自主事業収入
※(科目追加)

計（イ）
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10,043,399 13,223,000 12,549,456 125.0% 94.9%

【前年比】
（旅費交通費）
・類似施設視察やツーリズムエキスポ視察による出張回数増
・全国イオンモール「首里城復興展」におけるワークショップ派遣による増
（通信運搬費）
・電話交換機改修に伴う端末変更による通信費増
・ホテルや観光案内所へのパンフ送付数量増加に伴い後納郵便料金増
【計画比】
・商品開発費の減

0 - - -

53,511,630 63,726,000 62,172,929 116.2% 97.6%

- - - #VALUE! #VALUE!

- - - #VALUE! #VALUE!

807,193,309 887,589,000 893,991,371 110.8% 100.7%

3,800,248 4,798,000 4,135,388 108.8% 86.2%
【前年比】調査担当者人件費の増
【計画比】外部委託を止め、直接事業及び別予算にて実施したたため、調査委託費の減

677,240 830,000 839,600 - 101.2%

3,644,952 6,170,000 6,304,308 173.0% 102.2% 【前年比】助成金支出（首里城復興祭）の増

- 4,435,000 3,943,548 - 88.9% 【計画比】消耗品及び委託費の減

815,315,749 903,822,000 909,214,215 111.5% 100.6%

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。計画比は事業計画（当初）と比較する。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

２．経営分析指標

前年比 計画比

（％） （％）

(138,212,781) (148,486,125) (139,567,560)

17.0% 16.4% 15.4%

959,558人 1,043,000人 1,155,168人

850 867 787

959,558人 1,043,000人 1,155,168人

277 202 182

※「事業計画」欄は、当初の年間事業計画を記載するものとし、変更した場合には変更後の内容も記載すること。計画比は事業計画（当初）と比較する。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入すること。

※「Ⅲ．財務状況の確認・評価」の各項目の「現状分析・課題」等を踏まえて、現年度（α＋１年度）の主な取組改善案を記入すること。

【経営分析指標の評価の考え方】

利用者あたり管理
コスト

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当該施設の効率性を確認する。（コストが抑えられていても利用者が減少していないか、あるいは利用者は増加して
いるがコストがかかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていないか確認する。また、過年度に対し減少している場合、現状の利用者数に対し、必要な変動費が十分に充てられて
いるか確認する。

利用者あたり自治
体負担コスト

利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

利用料金比率
指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事業等その他収入の増減によるものかなど、その要因を整理すること。

人件費比率
過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によるものか、その要因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、人件費の増加がある場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

外部委託費比率
過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっているか、外部委託の活用が業務の効率化に繋がっているか確認する。

利用料金収入／収入

人件費／支出

外部委託費合計／支出

支出／利用者数

指定管理料／利用者数

評価指標 評価の考え方

事業収支
事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒字化のための方策を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

収益率
計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内となっているか確認する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認すること。また、計画等に対し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査すること。

〈現状分析・課題〉

評価（③財務状況） Ｂ

Ⅲ．財務状況の確認・評価
取組改善案

・誘導看板の設置やSNSを活用した情報発信、イベント連携等に入場促進が図られている、引き続きSNS利用分析等を活用した効果的な情報発信、イベントと連携した有料区域への誘客を強化し、収入増に向け取り組む必要
がある。
・ぐるっとツアーによる収入増が堅調であるため、定時ガイドの回数増や貸切ガイドの広報強化など、更なる収入増を図る必要がある。
・令和７年度は素屋根見学エリアの供用終了に伴い、展示箇所が減ることが課題となるため、既存施設を活用した展示の強化や情報発信を強化し、入場者数、利用者満足度の維持向上を図る必要がある。

・入場料収入および売店等収入ともに順調に増加しているが、物価高騰等の影響による運営経費の増加を吸収できていない、Ｒ5年度に比べて赤字幅は増加している。
・物価高騰、人件費上昇の動向に注視しながら、適切なコスト管理により事業収支改善を図る必要がある。

計算方法

収入－支出

事業収支／収入

利用者あたり管理コスト
92.6% 90.8%

（支出(Ｂ)／利用者数）

利用者あたり自治体負担コスト
65.8% 90.3%

（指定管理料／利用者数）

（人件費／支出(Ｂ)）

外部委託費比率
100.98% 93.4% 外部委託を取りやめ、直営化・内製化することにより計画よりも9百万円弱縮小している。

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

人件費比率
42.6% 42.3% 42.5% 99.78% 100.6%

収益率は依然マイナスではあるが、対計画比では事業収支の改善を受けて改善している。（事業収支(Ｃ)／収入合計
(Ｂ)）

利用料金比率
67% 74% 75% 112.3% 101.4%

（利用料金収入／収入(Ａ)）

収益率
-0.1% -6.9% -0.7% 834.2% 10.6%

事業収支（Ｃ）

-721,772 -58,671,000 -6,671,168 924.3% 11.4%
（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）

合計（Ｂ）

〈現状分析・課題〉

評価指標 令和5年度実績 事業計画 令和6年度実績 特記事項（変更理由等）

・入場者数および売店利用者数の増加に応じて、運営経費が増額している。特に人件費、商品仕入れ、支払手数料、租税公課が増加している。
・経営努力によるコスト削減は図られているが、物価高騰を受け、人件費および労務費単価の上昇、光熱費等の負担が大きくなってきている。
・ＤＸ化の推進など業務の効率化を進めるとともに、費用対効果を意識した広告費や事業費の計上など、適切なコスト管理が必要となっている。

対前年比では、収入増加を上回る経費支出があり事業収支の赤字幅は増加している。

＜国有財産使用料＞

小計

調査費

地域還元事業

公園関連事業

※(科目追加)体験事業費

＜その他事務費＞

調 査 費

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

県 へ の 固 定 納 付 金

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 -

①利用状況 利用者数 -

②満足度 満足度 -

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数 959,558 1,043,000 1,155,168 120.4% 110.8%

・アフターコロナ後の旅行需要増加や円
安により海外旅行から国内旅行への切り
替えなどにより、入域観光客数が増加した
ことで前年度実績及び目標値を大きく上
回った。
【参考】
入域観光客数
R5：8,532千人
R6：9,952千人

S
（20）

1,249,000

②満足度 満足度 96.6% 90% 98.5% 102.0% 109.4%

・各項目ともに満足度が高く、良好な結果
になっている。
・QRコードを使用したアンケート収集やア
ンケート協力の声掛けを実施し、多くのお
客様の声を収集するよう取り組んだ結果、
アンケートの収集総数は7，998件となり、
前年度の収集総数（3，009件）を上回る回
答を得ることができている。
・今後もお客様の声を踏まえ、利用者の満
足度向上に務めること。

S
（20）

90%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -0.1% -7.5% -0.7% 700.0% 9.3%

・入域観光客数の増や見せる復興の取り組み
の発信・誘導看板・有料区域の見どころチラシ
配布等、有料区域への誘客に取り組みが図ら
れたことで、入場者数が増加し利用料金収入
は前年度比・計画比ともに増となった。
・入場者数の増加に伴い売店収入も増加して
いる。客層に応じて商品ラインアップを充実さ
せた他、商品価格の見直し、売店の面積拡充
およびレイアウト変更により、客単価は増加して
いる。
・令和７年度は素屋根見学エリアの供用終了に
伴い、展示箇所が減ることが課題となるため、
既存施設を活用した展示の強化や情報発信を
強化し、満足度の維持向上を図る必要がある。
・入場者数および売店利用者数の増加に応じ
て、運営経費が増額している。特に人件費、商
品仕入れ、支払手数料、租税公課が増加して
いる。
・物価高騰を受け、人件費および労務費単価
の上昇、光熱費等の負担が大きくなってきてい
る。一方、コスト削減など経営努力により、対計
画比では収支は改善している。
・ＤＸ化の推進など業務の効率化を進めるととも
に、費用対効果を意識した広告費や事業費の
計上など、適切なコスト管理が必要となってい
る。
・入場料収入および売店等収入ともに順調に
増加しているが、物価高騰等の影響による運営
経費の増加を吸収できていない、Ｒ5年度に比
べて赤字幅は増加している。
・物価高騰、人件費上昇の動向に注視しなが
ら、適切なコスト管理により事業収支改善を図
る必要がある。

B
(0)

1.2%

活
動
指
標

④重点取組事項
HPアクセス
数

4,066,082件 3,270,000件 4,603,351件 113.2% 140.8%

沖縄県への観光需要の高まりに伴い、
ホームページのアクセス数も増加した。イ
ベント情報や復元工事に関するお知らせ
や進捗情報については、首里城公園の公
式SNS（Facebook／Instagram／X）を活用
して発信し、ホームページへの誘導を促
進した。また、多言語ページでもイベント
情報や復元工事に関するお知らせなどの
アップデートに取り組んだ。

S
（10）

3,270,000

S
（50）

※重点取組事項の「評価指標」には具体的な取組内容を記載すること。
※「総合評価欄」には、モニタリングの実施結果に基づき、施設の管理運営が適正に行われているか所見を記載すること。
※「現状分析・課題」、「取組改善案」は６－Ⅰ～Ⅲから転記する。

成
果
指
標

1,043,000人 1,249,000 -

90.00% 90.00% - -

評価項目 令和6年度 令和7年度 - 目標設定の考え方

1.20% -0.80% - -

令和7年度
目標値

・誘導看板の設置やSNSを活用した情報発
信、イベント連携等に入場促進が図られてい
る、引き続きSNS利用分析等を活用した効果
的な情報発信、イベントと連携した有料区域
への誘客を強化し、収入増に向け取り組む必
要がある。
・ぐるっとツアーによる収入増が堅調であるた
め、定時ガイドの回数増や貸切ガイドの広報
強化など、更なる収入増を図る必要がある。
・令和７年度は素屋根見学エリアの供用終了
に伴い、展示箇所が減ることが課題となるた
め、既存施設を活用した展示の強化や情報
発信を強化し、入場者数、利用者満足度の維
持向上を図る必要がある。

・イベント情報や復興の進捗などは、SNS
広告や今年度よりニュースリリース配信サ
イト「PR TIMES」を活用して情報発信し、
ホームページへのアクセス数が前年度よ
り約５０万件増加した。
・一時休止していた多言語ページのアッ
プデートとして昨年夏頃より自動翻訳機
能を活用させ、迅速に多言語ページを更
新している。
・

総合評価
良好に実施できている。
引き続き、入場者数の確保に努めるとともに、経費の節減を図り、収支改善に取り組む必要が
ある。

評価
（点数）

取組改善案

成
果
指
標

・SNSを活用した情報発信を強化や有料
区域への誘客促進策を講じており、入場
者増に取り組まれている。引き続きSNSの
利用分析等を進め、より効果的な情報発
信に務め、有料区域内でのイベント実施
を図るなど入場者増に取り組む必要があ
る。
・「見せる復興」と関連し、県民のみなら
ず県外での展示やワークショップを通じ
て、復興への関心を高める取り組みがな
されている。引き続き復元工事のPRなど
の広報や、復興関連イベントの開催など
により、県内外での首里城への関心度向
上と来園増へ取り組む必要がある。
・復元工事の進捗にあわせた、リーフレッ
ト等の内容改訂やガイドツアーの内容修
正などに対応する必要がある。
・増加する外国人観光客へのサービス向
上のため、展示解説の多言語化などの
対応を検討する必要がある。

・各項目とも高い評価を受けており良好
な結果となっている。引き続き、来園者ア
ンケート等でお客様のご意見を収集・分
析し、今後の管理運営の課題解決に繋
げる必要がある。
・アンケート回収数については、QRコード
の導入や多言語アンケートの作成、声掛
けを実施するなど、回収数増に向けて取
り組まれている。今後、多言語パンフレッ
トにアンケートフォームへ誘導するQR
コードを掲載するなど、引き続きアンケー
ト回収数増に取り組む必要がある。

評価項目 評価指標
令和5年度

実績
事業計画
（目標値）

令和6年度
実績

現状分析・課題
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※「α＋１年度目標値」は、「取組改善案」を踏まえ、現年度の目標を可能な限り数値目標として設定する。

【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【各評価項目点数】

【総合評価基準】

① ② ③ ④

利用状況 満足度 財務状況
重点

取組事項

Ｓ 20 20 － 10

Ａ 10 10 5 5

Ｂ 0 0 0 0

Ｃ -10 -10 -5 -5

Ｓ 40点以上
かつ各評価項目において

Ｃ評価がないこと

Ａ 25点以上

Ｂ 10点以上

Ｃ 5点以下

総合評価基準
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経営状況分析シート 【施設名称：沖縄県国営沖縄県記念公園内施設（首里城地区内施設）】

単位 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
H30

（※）
R1 R2 R3 R4 R5 R6

目標 人 － － － － － － － － － － － 1,790,000 309,000 566,000 521,000 750,000 1,043,000

実績 人 1,936,387 1,790,981 1,674,924 1,680,539 1,753,386 1,732,876 1,813,274 1,875,838 1,886,939 1,814,041 343,412 1,051,438 215,717 211,068 650,539 959,558 1,155,168

目標比 － － － － － － － － － － － 58.7% 69.8% 37.3% 124.9% 127.9% 110.8%
H30比 ％ 91% 85% 79% 79% 83% 82% 86% 89% 89% 86% － 49.6% 10.2% 10.0% 30.7% 45.3% 54.5%

千円 0 0 0 0 242,903 265,793 210,457
％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 39.1% 32.6%

千円 297,550 933,317 94,067 106,872 369,815 543,714 676,445
％ 100.0% 97.9% 51.5% 57.6% 59.6% 66.7%

その他収入 90 19,795 88,490 78,595 7,369 5,087 15,641
千円 297,640 953,113 182,557 185,467 620,087 814,594 902,543

管理費計 千円 257,863 1,253,027 513,049 433,641 620,836 815,316 909,214
千円 39,777 -299,914 -330,492 -248,174 -749 -722 -6,671
％ 13.4% -31.5% -181.0% -133.8% -0.1% -0.1% -0.7%
円 751 1,192 2,378 2,055 954 850 787
円 0 0 0 0 373 277 182
円 866 888 436 506 568 567 586

※沖縄県による管理が平成31年2月から開始されたため、利用者数のH30比のみ年 間利用者数で比較し、その他の項目は2ヶ月分の結果と比較。（年間利用者数は2,119,279人）
※施設の特性に応じて、経営状況の分析に適した指標の追加・削除や表示方法の修正を行うこと。
※グラフは直近10年完夫実績で作成すること。指定管理者制度導入前に直営の期間がある施設については、指定管理者制導入1年間のデータも含めて作成すること。
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別紙1

・・・・・・・・職員等

・・・・・・・・職員等以外

・・・・・・・・書類等の流れ

・・・・・・・・現金の流れ

①

②
① ② ③ WEBチケットの消込（着券）をする。

③

④ ⑤ ④

ＰＯＳレジ精算締切レシート等と入場料売
上現金とともに精算担当者に引継ぐ。

⑤
⑦
⑧ 観光券の原本を精算担当者に引継ぐ。
⑨ ⑥

⑦

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑧

⑨

⑩

⑪

⑯

⑫

⑬

⑭
⑰ ⑮

⑯ 金融機関へ入金確認等を実施する。
⑰ 複雑な会計処理については、顧問税理士より

専門的なアドバイスを受ける。
⑱ 組織内部統制等の確認のため外部監査による

監査を受ける。
  

料金徴収フロー図

利用料金の名称 広福門券売所 施設の名称
沖縄県国営沖縄県記念公園内施設
（首里城地区内施設）

800円

中人 300円 240円 240円 600円

フロー図 利用料金の種類と金額

一般 団体
モノレール

フリー乗車券割引 年間パス

・・・・・・・・観光券の流れ 小人 160円 120円

大人 400円 320円 320円

6歳未満 無　　　　料

120円 320円

利用者
現金

クレジット
電子マネー

・入場チケット
・領収書

利用者より、現金・クレジット・電子マネー
WEBチケット

観光券

による入場料を収受する。
利用者より、観光券（クーポン券）を受け取る。

料金徴収 チケットと引換 領収書作成

現金・クレジット・電子マネー・観光券にて精算

入場料金収受担当者は入館管理システムへ
入力作成した収受方法別売上一覧表とともに

各種取引会社 金融機関

入場料金収受担当（窓口・券売機）

後、利用者にチケットと領収書を渡す。
タッチパネル操作 ①の利用者へ

※領収書は①利用の希望者へのみ渡す。

精算担当（利用サービス係）

精算担当職員は、④⑤にて引き継いだ売上

⑥

一覧表にて入場料売上書類の確認を行う。
精算担当職員は、⑥で確認した内容で現金

⑩

入場料金収受担当者は収受方法別の売上

（締切レシート、現金） 観光券提出

一覧表を入館管理システムへ入力作成し、

精算担当者は、売上報告書を作成し、④⑤の

売上金の現金実査

実査を行う。

釣銭金庫の現金実査

精算担当職員は、事務所にて釣銭金庫の

入金機へ売上金の入金

現金実査を行う（毎日）

・債権の回収
（観光券・WEBチケット・ク
レジット・電子マネー等）
・園外販売券の支払い

・入金及び両替
（翌日以降）

各種取扱会社より債権（観光券・WEBチケット・

購入申込後、料金を支払う。

作成した売上報告書及び園外販売券入金

へ請求書を発行する。また、手数料の支払いを行う。

入場料売上書類との照合を行う。（翌日以降）

⑫

・請求書の発行
・手数料の支払い
・園外販売券の販売及び
手数料の支払い 各種取扱会社（観光券・WEBチケット・電子マネー）

⑪

⑱

外部監査

収受方法別の売上一覧表及びＰＯＳレジ
精算表での1日の売上確認

売上報告書の作成及び入場料売上書類
との照合

出納管理責任者は売上報告書の確認、月末
現金実査及び帳簿の照合を行う。

顧問税理士によるアドバイス

日報を出納管理責任者へ提出する。（毎日）

出納管理責任者：首里城管理課　庶務経理係

⑮
・売上報告書の確認

釣銭両替作業を行う。（翌日以降）
・月末現金実査及び帳簿の照合

購入申請のあった園外販売券販売契約会社へ
園外販売券の販売及び手数料の支払いを行う。

電子マネー）を回収する。

精算担当者職員は、⑥で確認した売上現金を
入金機に投入し、入金レシートを発行（毎日）

園外販売券販売契約会社は利用サービス係へ



・・・・・・・・利用団体（申込者） 利用料金額（円）

1,400

・・・・・・・・ 1,200

900

・・・・・・・・ 800

1,800

・・・・・・・・書類等の流れ 1,600

1,300

・・・・・・・・お金の流れ 1,200

旅行者主催 全て 400

　　　① 利用団体が参加申込書を、首里城公園（オンラインツアー担当）へ提出。

　　　　② 担当で利用区分、料金、人数を確認。

　　　　③ 実施日当日に画面上で最終参加人数を利用団体と突合し確認。

　　　　④ 最終参加人数の請求書を利用団体へ送付し、同内容を経理担当に共有。
オンラインツアー売掛一覧表にデータを入力。

　　　　⑤ 利用団体が指定口座（首里城収益）にオンラインツアー料金を入金。

　　　　⑥ 請求書をもとに振込みの有無を確認。

　　　　⑦ 入金日報を作成し、庶務経理係に提出。

⑥請求書をもとに、振込を確認。 　　　　⑧ オンラインツアー売掛一覧表の消込作業を行う。

　　　　⑨ 入金確認、振替伝票作成

　　　　⑩ 振替伝票の確認

⑨入金確認、振替伝票作成。 　　　　⑪ 沖縄県提出県国営月報に、利用実績を入力し、報告。

⑪沖縄県提出県国営月報で県へ報告

⑧オンラインツアー売掛一覧表の消込。

首里城公園（経理担当）

⑩振替伝票の確認

首里城公園（オンラインツアー担当）

⑦入金日報を作成し、経理担当へ共有。

首里城公園（オンラインツアー担当）
②申込書の利用区分、料金、人数を確認。
③最終参加人数を画面上で確認  
④参加人数分の請求書を発行、送付

利用団体（申込者）
⑤オンラインツアー料金振込み。

首里城公園（オンラインツアー担当）

10～100名

101名以上

1名～

利用団体（申込者）
①参加申込書を提出

51名以上

団体
料金

5～50名
首里城公園
（経理担当）

51名以上

JTB
ならではプラ

ン

一般団
体

10～50名

51名以上

教育団
体

オンラインツアー料金

自主事業

一般
料金

5～50名
首里城公園
(オンラインツアー担

別紙1

オンラインツアー料金徴収フロー図

フロー図 利用料金の種類と金額

区分



・・・・・・・・職員等 備考

8:15、9:15、16:00

・・・・・・・・職員等以外 上記以外

・・・・・・・・書類等の流れ

・・・・・・・・現金の流れ
※利用料金が多種類ある場合は、別紙とすることも可能。
（備考）

① ⑪ ① 　利用者から現金の料金徴収は、広報企画
展示係の現場職員が受け取る。

② 　料金徴収後、広報企画展示係の現場職員は
利用者に領収書を渡す。（請求された時のみ）

③

③ ⑫ ④

⑤
④
⑤ ⑥
⑥ ⑬

（売上現金）

⑦ ⑨ ⑧ ⑦
⑧

金融機関 ⑭ ⑨
入金

⑩

⑩
（売上報告書）

⑪ 利用者の希望により請求書払いを選択する場合
参加人数を確認し、請求書を作成して送付する。

⑫ 利用者が指定口座にガイドツアー料金を振り込む。
⑬ 請求書を元に振込を確認。
⑭

⑮

⑮ 　確認担当職員(チェック担当者)は、報告書の確認
⑯ ⑰ を行う。（毎日）

⑯ 　入金レシート、精算報告書（写し）は販売推進係で
保管（毎日）

⑰ 　売上報告書（精算報告書写し含む）を経理係
へ提出（毎日）

⑱ 　経理担当者は精算報告書をもとに振替伝票を
作成する。

⑱ ⑲ 　係員及び経理係長、業務課長が振替伝票を
⑲ 確認する。

⑳
⑳ 　複雑な会計処理については、顧問税理士より

専門的なアドバイスを受ける。

㉑ ㉑ 　組織内部統制等の確認のため外部監査
による監査を受ける。

　広報企画展示係の現場職員は、徴収した料金を

⑤で投入した現金は翌日回収業者（ALSOK）より銀行

他の売上報告書と併せて精算報告書の確認
担当職員（チェック担当者）

（入金レシート、精算報告書）

精算報告書と入金レシートの確認（毎日）

販売推進係にて保管（毎日） 経理係に提出（毎日）

外部監査

経理係（職員）
振替伝票作成、入金確認
振替伝票の確認

顧問税理士によるアドバイス

販売推進係の精算担当職員に引継ぐ。

　精算担当者職員は、④で確認した

報告書の確認（毎日）
（入金レシート、

精算報告書写し）
売上報告書

（精算報告書写し含む）

販売推進係精算担当（職員）

徴収した現金を精算報告書に記入

利用者

料金振込

　精算担当職員は、徴収した現金の金額を
精算報告書に記入する。（広報現場職員立会）

現金を入金機に投入する。（広報現場職員立会）

料金徴収・領収書作成
広報企画展示係

現場（職員）

請求書発行・送付
広報企画展示係

現場（職員）

（現金、締切レシート）

利用者

（現金） (領収書） （請求書払い）

別紙１

料金徴収フロー図

利用料金の名称 有料ガイドツアー 施設の名称 首里城公園

フロー図 利用料金の種類と金額

区分 利用料金額

利用料等料金
定時 1,000円

定時外 1,500円

確認後、入金機に現金投入

入金レシートの発行

売上報告書作成担当職員（チェック担当者）

精算報告書原本は
広報企画展示係で

保存

（入金レシート、精算報告書） 現場（職員）

振込を確認

経理係（職員）

入金確認後、振替伝票作成

振替伝票の確認

　精算担当者職員は、⑤で入金機に投入

現場職員立会）
精算報告書原本は広報企画展示係で保存

振替伝票の確認。
経理係の担当職員が入金確認、振替伝票を作成。

売上報告書作成担当職員は、精算報告書と入金

精算担当者職員は入金レシートと精算報告書を売上

した現金内訳の入金レシートを発行する。（広報

報告書作成担当職員に引き継ぐ。

口座に入金される

レシートを突合。他の売上報告書と併せて確認
担当職員へ引継ぐ

②



（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

一般財団法人沖縄美ら島財団

令和6年度対象年度県国営：首里城地区内施設

2 3 4 5

４週３日以下

３　所定休日
　所定休日をどのように定めていますか。
　
　休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通じ４日を与え
なければなりません。（法第３５条）

週休2日制 週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日 ４週４日

1 2 3 4 5 6 7

4 5

別紙５

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名称

指定管理者名

２　就業規則
　就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃金の定め
方及び支払方法、退職（解雇の事由を含む。）等、労働
条件の具体的細目を定めた規則）を作成しています
か。また、就業規則の内容が実際の勤務の状況に合っ
ていますか。

　常時１０人以上の労働者(パートタイム労働者を含
む。）を使用する事業場では、就業規則を作成し、所轄
労働基準監督署長へ届け出なければなりません。（法
第８９条）
　また、常時各作業場の見やすい場所への掲示、備付
け、書面の交付又は電子機器の設置等により労働者に
周知させなければなりません。（法第１０６条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

　  ※　次の確認事項について、「指定管理者による確認結果」欄の該当する箇所に○又は必要事項の記載をお願いします。

確認事項 指定管理者による確認結果

１　労働条件の明示
　労働契約を締結するに当たり、労働時間、賃金、退職
（解雇の事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を労働
者に対し明示していますか。この場合において、労働時
間、賃金等に関する事項について書面を交付していま
すか。

　労働契約の締結時には、パートタイム労働者を含む
すべての労働者に対し労働時間、賃金、退職（解雇の
事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を明示しなけれ
ばなりません。特に、労働契約期間、有期労働契約を
更新する場合の基準、始業・終業の時刻、所定時間外
労働の有無等、約定賃金の決定、計算、支払の方法及
び賃金の締切り、支払の時期等、退職（解雇の事由を
含む。）については、書面を交付しなければなりません。
（労働基準法（以下「法」という。）第１５条）

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

1

作成してい
ない

1 2 3



（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

（時給制の場合）

（日給制、週給制、月給制の場合）

確認事項 指定管理者による確認結果

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

1 2 3

４　年次有給休暇
　年次有給休暇についてはどのように取り扱っています
か。

　年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全労働日の８
割以上を出勤した労働者については１０労働日、以降１
年ごとに付与日数を増加しなければなりません。（法第
３９条）
　
　

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

1 2 3

2.5 3.5 4.5

６　最低賃金
　地域別最低賃金以上の賃金を支払っていますか。
　
　なお、地域別最低賃金には次の賃金は含まれませ
ん。
　　　①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
　　　②１月を超える期間ごとに支払われる賃金
         （賞与等）
　　　③所定外・休日・深夜の労働に対して支払われ
　　　　 る割増賃金
　　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

1 2

５　健康診断
　定期健康診断を実施していますか。

　常時使用する労働者については、年１回定期に健康
診断を行わなければなりません。（労働安全衛生規則
第４４条）
　なお、深夜業を含む業務等に常時従事する労働者に
対しては６月以内ごとに１回定期に健康診断を行わな
ければなりません。（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

5.5 6.5以上

付与日数 10 11 12 14

勤続年数 0.5 1.5

16 18 20

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月によっ

て所定労働時間が異なる

場合には、それぞれ１週間、

４週間、１年間の平均所定

労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）÷ ≧

(A)

(B)

時間によって定

められた賃金

（時間給）

地域別

最低賃金

（時間額）≧

(A) (B)



時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

確認事項 指定管理者による確認結果

2 3

３割５分以上の割増
率にしている

３割５分未満の割増
率にしている

休日労働をさせてい
るが、支払っていな
い

1 2 3

７　割増賃金
　時間外労働・休日労働又は深夜労働を行わせた場合
に、その時間に対する割増賃金は、どのように支払って
いますか。

　法定労働時間を超える時間外労働については、２割５
分以上、法定休日における休日労働については３割５
分以上、深夜労働（午後10時から翌日午前５時の間の
労働をいいます。）については２割５分以上の割増賃金
を支払わなければなりません。（法第３７条）

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族手当、通勤手
当、別居手当、子女教育手当、住宅手当、臨時に支払
われた賃金、一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

２割５分以上の割増
率にしている

２割５分未満の割増
率にしている

時間外労働又は深夜
労働をさせている
が、支払っていない

1

0

保険の名称

８　雇用保険、健康保険及び厚生年金保険の加入
　当該指定管理施設で勤務する従業員は、雇用保険、
健康保険及び厚生年金保険に加入していますか。
　また、未加入者がいる場合は、その理由を記載してく
ださい。

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣
社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指
定管理施設において指定管理者と雇用契約を結ぶ指
定管理業務にもっぱら従事する従業員(令和5年３月末
における業務全体のうち、当該業務の割合が概ね50％
以上の従業員)となります。

加入数 未加入数 加入数 未加入数 加入数 未加入数
従業員数

雇用保険 健康保険 厚生年金保険

厚生年金保険

未加入者がいる理由

雇用保険

健康保険

75 75 0 75 0 75


